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調査に ＊。

●カラー画像解析装置

■白黒の写真を瞬時にカラー(I2色)に換

えます。

■画像の輪か<を強調し、わずかな濃度

差を識別します。

■現像等の手間を要せず多くの情報を解
読します。

唾求積計を内蔵し、求積、演算が容易、
かく正確に、コンピューター利用を可

能にします。

■操作が容易。調製はすべて自動化、だ

れでも操作ができます。

■用途…･･森林調査、リモートセンシン

グ、気象、海洋、植生、医療、公害等

老 壱と株式会社

本社東京都薪宿区新宿2-I3TELO3(354)0351桶〒I60
大阪支店大阪市甫区上本可4-5I3-3TELO6(763)0891繩〒542
札傷営業所札樫市南1条西I3-317-2TELOII(281)5816縄〒050
名古屋堂巽所名古屋市黙田区金山町1-40TELO52(582)5121繩〒456

’

デンドロメータⅡ型(改良型日林協測樹器）
35,000円（送料共)20mテープ1,5001.'1

形式主な改良点
高さ147mm砿駄.160ga.プリズムと樹隈孔の間隔を広げてプリズムによる
巾150mm像を見易くした。

b.樹商測定専用の照搬装撒をつけた。長さ151mm
C.目盛仮を大きくして見湯くし．指標ふり子も災く

擬要して測定糖度の向上をはかった。

この測樹器は.従来ご愛顧をl、ただいており童したデ。．=ンバスの代りとして使川できるよう専川の蝋郡
ソド戸メーターに更に改良を加え，機械誤差の軽減によ渋腫をつけ．三脚に矯脱が可能なようにした。
る測定精度の向上をはかるとともに，プロット点の測e任意の水平距離による樹海測定棚正喪をつけた。
量，ピッターリッヒカウントの判定，カウント本の樹高

・
滴定，林分の傾斜皮および方位の測定など一巡の作業が
この一合で測定できるよう設計製作したもので灸
したがってサンプリング調在，ピッターリッヒ法によ
る材積調査，林況調査，地況調在，簡易測最などに斌適
です。

翁
主な用途

a.ha当り胸高断面積の測定

b.単木および林分平均樹高の測定
C.ha当り材積の測定
d傾斜度測定
e.方位角測定および方位設定

東京都千代田区六番町7顎日本林業技術協会藻甥)溌'0<朧輔
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｢雲扉私たちのふるさと

私たちの森林
小学校高学年から中学生むき
やさしくゆきとどいた文章にカラー写真や，さし絵を
豊富に使って，森林と自然，そして人間の
かかわりあいを，楽しくわかりやすく記しました。

新刊発売中定価500円
（送料共）

●A5判/144頁

●カラー写真100余葉
カラーさしえ100余点

⑧20冊以上まとめてご注文になりま
すと1割引となり，さらに1冊を

無料で進呈いたします。
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この本の内容は

○森の国日本のこと

日本はもともと森林に恵まれた国で，もし人手を加えなければ，日本列島全体はほとんど深い森
林におおわれているはずなのです。

そして，生育している木の種類も大変多く，それらの集まりである森林の姿も，そこに住む動物
や虫なども地方によっていろいろに変化します。

○私たちの生活との関係

人盈は昔から，木材をきり出したり，炭を焼いたり，また木の実やきのこを取ったりして森林と
深いつながりをもって生活してきました。蚕た森林は物を供給するだけでなく，雨水を貯えてゆ
っくりと川に流す働きをしますから，洪水を防いだり，雨の少ない季節でも飲料水や農業，工業
用水がかれることを防ぎます。網の目のように張りめぐらされた木の根は，山の土が流れるのを
おさえ，山崩れを防ぐのです。

このように森林は，いろいろの物を生象出し，国土を災害から守り，また私たちの日常の生活に
役立っているのです。最近では，都市住民のいこいの場所としてもなくてはならないものになっ
てきました。

○森林をづくる

森林が自然にできあがるまでには長い年月がかかります。
そして，できあがった森林も年がたつとやはり弱くなって病気にかかったり，枯れたりします。

このように弱くなった所や，木材をきり出したあとには，人手を加えて丈夫な森林をつくること
が大切です。

生活を豊かにし，国土を守るために人々は昔から営之と山に木を植えてきました。その苦しい労
働の実りを今，私たちは木材として利用しているのです。私たち自身のためにも，次の世の中の
人食のためにも，私たちは先人の努力を受けついで，りっぱな森林をつくっていかなければなり
ません。

○新しい木材の使い方

木は植えてから使えるようになるまでに少なくても40～50年はかかります｡ですから木材はその
性質をよく知って，特長を生かし欠点を補って使わなければなりません。現在では，木材をうす
く削って張り合わせたり，細く短いものをつなぎ合わせたり，一度とかしてしまって成型するな
どして，木材をそのまま使うよりも，強くて取り扱いやすい合板，集成材，繊維板などの製造技
術が発達しており，燃えにくい木材や，鉄のように固い木材もできております。

社団
法人 日本林業技術協会

東京都千代田区六番町7

郵便番号102電話（261）5281

振替東京60448番

取引銀行三菱銀行麹町支店
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技 術教 育 と大学

伊
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ふじわらまこと

藤原信

（宇都宮大学助教授）a

大学の使命

近代的大学の原型はベルリン大学である，とされている。フンポルトは，1810年にベルリン大学
、を設立するにあたって，大学の理念として，真理を基樅とする高度の知識体（すなわち『学問』ヴィ
、ツセンシャフト）の探究・教授ということを掲げた。それによれば，大学は，本来，真理価値の象
を至上の価値とし，学問研究の象に仕える「高等学術機関」とされている。
大学を，学問の研究を志す者が，自らの自由な意思で加わる蝋織としてとらえるとき，大学にお
『ける教育のあり方は，当然，真理価値の追究に奉仕するものとなり，そこで行なわれる教育は，真
理追求の営詮である研究によって獲得された知識，文化の伝達ということになるだろう。
・学問は’すべてを疑い，すべてを批判する，という不断の行為により発展する。学問は，既存の
．学問に対する批判，学問研究を行なう者の間での相互批判を行なうとともに，それが社会に対する
批判，体制に対する批判に及ぶこともある。これを基本的に保証する権利として「学問の自由」（ア
功デミッシュ・フライハイト）の確立が要求されているのである。ドイツでは，技術を大学の中に取
’り入れることをも，「学問の自.由｣，「学習の自由」（レルン・フライハイト）の精神を破壊するもの
(iとし短拒まれてきた。なぜなら，実際的必要に応ずるためには，どうしても規格化され，制限され
る課程をもうけねばならないと考えられたからであるし，また，「学問の自由｣，「学習の自由」の理
念は,･技術者の養成と両立するものではない，と考えられたからである。そして，「学問の自由」な
しにほ，大学は，その使命である真理の探究とその伝達を行なうことはできない，とされたのであ
'るo

わが国の大学の理念は，ベルリン大学設立の理念からきているといわれているが，はたして，そ
．うといえるであろうか。

わが国では，帝国大学の設立にあたって，その目的を「国家ノ須要二応スル学芸技芸ヲ教授シ及
洪観奥ヲ攻究スルー|としているが，このことは，大学に対する国家的要請の強かったことを物語る
．ものであり．，さらに,政府が国立大学の財政の決定権を持っていることともあわせて，ややもすれば，
庚用性にかなりの重点をおく学問が重視されがちであった･この傾向は教育面にも現われ，しばし
lぱ，国家，社会の要請に応じるエリート的人材の養成という側面が強くなりがちであった。このこ
‘とは，わが国の学問研究の真の発達を阻害したといっても過言ではあるまい。そして，大学におけ
;る学問の研究・教育を，実利と結びつける旧帝国大学的な考え方は，現在でも根強く残っているよ
･うに思われるのである。しかし，真理の探究を使命とする大学においては，このような実利性とは一
綴を画すべきである。

大学の使命は，学問の研究・教育の場として，常に新しい真理を求め，学問的成果を広めるとと
私に，すぐれた知的創造力と実践性を備えた人材を養成することである。
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新しい真理や価値を探究していく知的活動としての学問研究は，既存の価値や体系の批判を通じ
て行なわれる。社会が健全に発展するためには，創造的な批判精神に満ちた大学が社会に存在し'･大
学における「学問の自由」が保障され，研究・教育活動が正しく行なわれることが確保されなければ
ならない。

大学での教育についても，それが単に，学生の就職の便宜とか，産業の要請とかに応じて'･安易
に，役にたつ帆人材側を養成するために行なわれるべきでなく，社会の要請に十分こたえうる教育水
準を考慮しつつ，大学本来の教育理念に基づいて行なわれるべきである。

▼

大学における教育

大学のもっとも重要な使命は，真理の探究により，人類の真の進歩に貢献するとともに，その成果
を，継承し発展せしめてゆくことである。東京大学の大学改革準備調査会の報告によれば，「大学に
おける学問の研究・教育においては，従来の学問的成果を正しく摂取して次の世代に伝えるととも
に，既存の学説や一般社会の常識を批判的に検討し，疑い，新しい事実や現象を見いだして科学胸
に分析し，新しい学説・思想を展開して，人類にとって未知の世界を開拓し，新しい理想を創造し,
また，これらの学問的成果を広め，批判的，実証的,創造的な人材を養成する’ことが要請される」と
され，’一大学において行なわれる教育の目的は，知的創造性と総合的判断力をつちかうものでなけれ
ばならない。すなわち，学生が，批判力，判断力，創造力を高め，明蜥に思想を交流しうる力を養
い，科学的な実証精神を身につけてゆくことを目的とすべきである」と述べられているo
大学における教育は，単に，個別的な専門知識や技術の伝達を目的とするのではなく，学生の主
体的な研究意欲を刺激し，その知的創造力をつちかうことに努めるべきである。報告書にも述べら
れているように，大学教育の内容は，ますます，専門化，細分化の方向に向かっている。もし，学
生に，大学教育を主体的に受けとめる意欲の欠けているときには，それは単なる蝋つめ込み教育蝋と
なる危険性があり，知的創造性を求める大学教育は，その目的を果たすことができなくなる。
大学における研究は，他の研究機関と異なり，直接の有用性によって評価されるべきではないか
研究の継承としての教育も，また同じである。しかし，それは,決して,実用価値の高い学問研究と
か，基礎的諸科学の応用の研究を軽視せよ，というのでもない。基礎的諸科学の研究が，応用面の，
研究から貴重な刺激を受け，また，実際的な必要から，基礎的諸科学の研究の重要な発展の契機が・
もたらされた事例がきわめて多い，ということも，報告書の指摘するとおりである。それにもかか
わらず，大学においては，実際的な有用性よりも，基礎的諸科学の研究・教育を重視するのは，こ
のような学問の研究。教育を通じて，自由な，知的な創造性を高め，批判力と判断力を備えた人格
を形成することに重点をおくからである。

しかしながら，一方では，今日の大学を知識産業の一環としてとらえ，実用性こそ社会的要請な
り，とし，実用主義教育が高等教育機関の重要な任務である，と主張する立場がある。そして，特
定の技能や知識の修得に重点をおき，画一的な単位制度と必修課目のつめ込み主義による帆技術教
育帆を学生に押しつけようとする。しかし，大学における教育は,直接,産業の要請にこたえるとか，、
直接，職業に役にたつことを目的とした、技術教育肌であってはならない。

、技術教育ぃは，たぶんに，時代傾向的であり，産業界や時の政府の圧力を受けやすい。大学が，
技術時代の短期的な要求に，安易に適応し，大学本来の研究・教育を見失うことは大学にとって自殺
行為である。これまでも，大学は，国家や独占資本の要請する帆技術者帆の安易な帆養成所いと化し
ていた。しかし，、技術教育帆は，必要とする、技術帆の修得の効率化をはかるためのものであり,
科学的，実証的な批判力，判断力の養成をはかるには不向きである。そして，それが，これまで,人
間性を疎外された、技術蝋万能主義の横行をゆるす結果を生承出したのである。
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技術教育？技術者教育？

技術とはなにか，林業技術とはなにか，ということについては，まだ，議論の余地のあるところで
あろうが，これについては別の機会に譲ることにして，これまで,林学関係者の間で，大学におけ
る技術教育についてどのように考えられてきたか，を検討してみよう。
1961年6月13日に，日本林学会が公表した『林学および林業技術振興の基本方策としての将来計
画』によれば，琳業技術水準の急速なる高閲上に対する客観的要請はきわめて強いものがある」と
して，そのための技術研究や技術者の確保の必要性を述べ，「科学技術教育の中枢であるところの大
学および大学院のあり方は･･･．新しい林業技術目標の設定に応じて整備される必要がある」「専門技
術教育を効果的に行なうためには，現在の専門教育，2年ないし2．5年は短きにすぎるので，これ
を3年に延長して，5年制大学とすることが必要となろう」と述べている。そして，琳業技術者
の質量の高度化に対する要請は急速に高まりつつあり，今後10.年間には，少なくとも3,000人の大
学林学科卒専門技術者の増員が必要と推定される」としている。このことから察すると，日本林学会
では，大学を，林業技術者養成機関として考えているようである。

一般的にいえば，学問と産業との間には，前者の成果を後者が生かしつつ，かつ，後者の提起す
る問題が前者の発展を促進する，という関係が存在することはよく知られていることであり，大学
における教育と産業との関係もまったく無関係であるとはいえない。しかし，現実に産業をささえ
ている論理は資本の論理であり，大学における教育が，これを批判的にとらえることなしに，単に，
利潤追求の具として用いられるとすれば，大学本来の教育のあり方としていかがなものであろうか。
なぜなら，吠学は，可能的には，つねに，体制に対する恒常的な批判の場であることによっての
承，自らの使命を果たしうる」（大学問題シンポジウム報告書）といわれているからである。
しかし，林学関係者が，すべて，日本林学会の陛本方策」に示されているように考えているわけ
ではあるまい。これについての一つの手がかりを与えてくれるものとして，「大学での技術教育」（佐
藤大七郎教授）と「最近の大学における林学教育の問題点」（大崎六郎教授）を承てゑよう。
佐藤教授は，大学での林業技術の教育について「林業技術わ自然界とくに森林について
の客観的な法則と，人間と物との関係についての客観的な法則，いいかえれば，森林に
ついての自然科学的な法則と，それとはくつにうごいている経済の法則と，そのふたつ
おどのように統一してあてはめることによって，人間のクラシおゆたかにするか，こ
こでわ，おもにのぞまし－質と量とおもった木材おつくり出すか，とゆ－こと
からできあがっているよ－におもえます。そしてそれらの客観的な法則おうまく
つかうためにわ，それぞれの法則の位置づけがたいせつだとおもわれます」「(大学で
の林業技術の教育について）教育のナカミは百科事典のような，事実や，法則おならべただけ
のものでもないし，もとより，こ－ゆ－ときにわこ－しなさいとゆ－，お料理の本みたいな
ものでわこまります。やはり技術の素材としての，客観的な，いろいろな法則と，それ齢実
際にあてはめるために必要な，それぞれの法則の林業での位置づけといった基礎的
なものがおもなナカミとなりましよ－」「個別的なことにとらわれて一般的なことが
ないがしろにされると，個別的な法則の全体における位置づけが玖うしなわれてしまって，
ヒサシおかしてオモヤおとられるのタトエのよ－に，技術教育わ技能教育におわっ
てしまうでしよ－。それよりも，個別的なことについては，承ずからお訓練して，たかい
技能をもつようになるシタジおつくることこそ技術教育でわないでしよ－か」「客観
的な法則とその位置づけおしっかりつかんでいれば，つぎつぎにおこることおかたず
けてゆけるでしよ－し，またそのなかからあたらしい法則おゑいだすことあたらし
し、技術おつくりだすこともできるはずです」「客観的な自然の法則わ人間の意思

一-－－3‐－－－
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とわまったく関係のないものですが，人間わそれおみつけだし，おもうようにつかう
ことができます。そのような人間をそだてることが技術教育でわないでしエーか」と述
べ，大学での技術教育，とくに，林業技術教育のあり方についての一つの方向を示している。
大崎教授は，文部省大学学術局長から農学関係学部をおく大学長へあてた「大学における鍵学教
育の改善について（通知)」（1962年）と，東京教育大および東京俊工大の林学科教官一同による胴体
学教育研究体制の整備案」とを批判する形で，大学における林学教育の問題点を指摘している。
大崎教授は，学術局長の「通知」に添付されている「技術教育協議会の答申」が「････農業近代化
の推進力となる人材の養成，およびその有力な手段となる新しい幾業技術の開発はすこぶる重要で
あり，この意味から，社会の大学に寄せる期待はきわめて大きい」「このような農業近代化の方向
は，本来,大学における農学教育において当然に考慮されなければならない事がらであるが･・」と
述べているのに対して，これを「愚民化主義的技術偏重教育」と批判し，「わたくしは，技術教育力塾
あまりにとぎすまされると，農業基本法なり林業基本法なりを絶対的なものとして許容せざるをえ
ない大学教育となることをおそれるのである」として，文部省の考えている、技術教育帆が，大学に
おける教育理念にふさわしくないことを指摘している。また，「整備案」については，「端的にいえ
ば，林学教育の理念についての吟味がなく，しかも，大学教育にたずさわる者としての自主性に欠
けているといわざるをえない」「大学をまるで職業訓練所かのように心得る観念が強い．･･･」と批判
し「この体質改善が，淡業基本法ないし林業基本法を推進するための道具的な機能と水準にとどめ
ようとしていることだけは明確なようである。新制大学の教育研究はそれでよいというなら’もば
や何をかいわんやである」とし｢筋道のとおった林学教育の充実をはかる態度と実践とに徹したいと
いまさらながら思うのである」と結んでいる。
このように，悪しき意味での、技術教育帆に対して批判が加えられているが，他方，林学関係者の，
中に，大学における、技術教育側を強調するむきがあるのはなぜだろうか。
畑野健一助教授は，｜-日本の大学と林学教育」のなかで琳学は応用学であるという言葉のなかに
内容のなさをカモフラージュする嫌な臭いを感ずることがある」と指摘されているが，学問に対す
る自信のなさが，応用学→技術教育，という形をとり，実践と結びついた学問，という名分をかか
げ，技術教育という名の技術者教育，技術者養成という方向へ大学教育の目的を曲げていったので
はなかろうか。その一つとして，「新制大学と林学教育」（伏谷伊一教授）をあげることができる。
伏谷教授は「林学は応用科学である以上，就職の分野と教育とは無関係ではありえない」跡学教
育についても，各大学が林業近代化に即応した林学教育の充実体質の改善に熱意をもやしており，
林業に役だつ卒業生を業界に送り出そうと努力している。それで，林業界も，林業教育の発展のた
めご援助をいただきたいし，また，専門家の育つような受入れ態勢を整えていたださたいものであ’
る」と述べているが，これでは，大学は，まるで職業訓練所になってしまうのではなかろ･うか。
大学における教育は，学問による知性の練磨を目的とするものである。知識と技能の学習に主眼
をおいた、技術教育側が，知性に基づく人間性の発展にどれほど役だつか大変疑わしい。知識や技能
に価値の重点をおく実用主義的，産業主義的な蝋技術教育職は大学における教育の理念と相いれない

？

●
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ものといわざるをえない。

むすび

新制大学においては，旧専門学校の職技術教育帆の名残りとして，画一獅蝉i位制度と．つあ込み
教育をはかるため，過度の必修課目が要求されている。これは，学生の自i主的な研究意欲をそぎ
批判性，創造性の著しい欠如をもたらす。この原因として○×式教育WD灘響もあろうが，しかし，
大学における教育に関していえば喰術教育蝋にその原因が蕊いだ造る⑧､画まなかろうか。
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剛技術教育帆のもたらす画一性他律性を排するために，学生の「学習の自由」を拡大し，主体的
な研究を発揮させ，批判性を養い，創造性を高めうる真の教育を行なうことが必要である。そして，
これこそ，大学に対する社会の真の要請なのではなかろうか。

もとより,高度の技術学は研究の対象にもなり，その継承も必要である。しかし，恥技術者脇は，
結局,既存の体制に奉仕する要員であり，体制そのものを疑い,批判する力量に欠けることが多い。
なぜなら，、技術者帆に必要とされることは，技術的な知識であるから。
もし，.大学が，帆社会の要議に安易に適応して，職業訓練所的色彩の濃い帆技術教育脚の場にな
ることは大学本来の姿を失うものであり，これに対しては抵抗せざるをえない。「高等教育の初等教
育化」は否定されるべきであり，高等学術機関としての大学に期待されている高い批判精神と知的
創造性の養成をはかるためにも真の大学の教育理念にもどらねばならない。
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やく研究が始められたばかりといってもよく，現在緑化
樹の植栽は半ば暗中模索の状況で行なわれている点がな
いでもない。

本題の港湾緑化が一般造林緑化と異なる点は，まずそ
の立地条件の特異性にある。すなわち，

①特殊土壌（ヘドロ埋立地）地帯であること
②常に潮風にさらされていること

③大気汚染の影響を受けやすい環境にあること
などが考えられる。この中で②と③については潮風害
（塩害）抵抗性樹木は以前から海岸砂防造林などのため
かなり研究され，また公害抵抗性樹種の調査も最近各研
究機関で進められてきたが，①のヘドロ土壌の解明とそ
の緑化対策についてはほとんど明らかにされていないの
が実情のようである。よってまず当社の名港用地のヘド
戸造成地における土壌調査と緑化試験の概況を報告し，
考察を加えたい。

1.ヘドロ土壌の特性

A.名港緑化試験用地の土壌概況

当社の名港用地は名古屋港西部臨海工業地帯西4区の
一画にあって海面より約4mの高さに海底のヘドロをサ
ンドポンプで流し込んで埋め立てたもので造成後数年を

経過した比較的古い埋立地であり，海域との境界線に近
い埋立地周辺の部分は砂粒分の多い土壊もあって塩分は
かなり流亡している感があった。今回報告する土壌調査
や緑化試験の多くは昭和46年3～4月に着手したもの
で，土壊は各所より数回にわたって採取して，その理化
学的腔質を調べたが｢砂｣｢ﾍドﾛ｣｢貝殻層｣などの土
層の堆職様相は局所的にかなり違いがあり，また部分的
にはすでにアシなどの生育もみられた。

B.理学的性質について

ヘドロ埋立地土壌は場所によっては数層の不透水層が

介在するので排水が困難で，下層は常時過湿状態を示す
場所が多い。それは土壊の容水量，水分保留力が大きい
ことによる。また表層が乾燥すると固結状態となり，そ

れがまた不透水性になり降水，湧水を低地に運び過湿地
を形成する。

表層の固結層は下層よりの水の上昇，蒸発を阻止し，
下層を過湿状態から解放しないことになる。それは植生
の根系発達を阻害する。

このような状態が出現している原因は単に土壌の物理
的性質の承ではなく，化学的な原因も大きく働いている
と考えられる。

C.化学的性質について

a・埋立地土壌は強アルカリ性である。このことは一

般樹木の生育障害となるが，このアルカリ性はNaClの
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港湾緑化と造林技術
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今

はじめに．

わが国経済の高度成長に伴い港湾の整備拡充と臨海工
業地域の造成は相伴って急速に進められてきた。しかし
一方では工業開発に伴う公害発生に対応して自然保謹や
環境緑化に関する国民の関心も急激に高まり，国や地方
自治体などでも大規模な緑化構想がもたれている。港湾
緑化についてもたとえば名古屋港の港湾計画構想の中に
「伊勢湾の中核港として中部圏の玄関にふさわしい緑↓、
っぱいの環境のよい人工の良港となることを期待してい

る」とあるように，最近造成され，または造成されよう
としている港湾とくに臨海工業地帯では港湾や工場自体
の緑化はもとより工場群とその背後地との間に広大なグ
リーソペルトの設臘が計画されている。さて港湾緑化ば
地域によって緑化対象樹種が異なり，また造成に使われ
た埋立用土砂の性質によっても緑化木の植栽技術は違っ
てくるが，ここでは名古屋港西部臨海工業地帯の当社用
地内に設定した2～3の緑化試験地と，これに関連する
諸実験の結果をたたき台にして港湾緑化技術について考
察してみたいと思う。まだ試験を始めたばかりで経験も
浅く，この機会に港湾緑化における諸先輩のご批判やご
教示をいただければ幸いである。なお，ここでいう港湾
緑化とは臨海埋立工業地域を含めた広い意味での港湾地
帯の緑化ということで話を進めさせていただきたいと思
う。

1.港湾緑化の特質

港湾緑化はわれわれ林業人が従来手がけてきた山林の
緑化（造林）とはかなり趣を異にしている。同じ海浜地
帯の緑化でもすでに海岸砂防造林については研究も進み
技術開発も行なわれているが最近の臨海埋立地，特に海
底の泥土（いわゆるヘドロ）により造成された地域は一
般の山土や海岸砂丘と比較してきわめて特殊な性質を有
しているためヘドロ造成地の緑化については，近年よう
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ためではなく，アルカリ性自体の直接の害よりもその原

因をなすNaイオンまたはCaイオン等が問題であると

考えられる。

b.塩素イオンが著しく集積している箇所がある。

C.有機質に乏しくまた植物養分に欠けている。養分

が少ないうえにアルカリ性を呈することが可給態養分の

低下をきたしていると思われる。

Ⅲ、ヘドロ土壌の改良法

A.土壌改良上の問題点

a，ヘドロは透水性がなく過湿となり,常に泥状化し，

土壌酸素欠乏の原因となり根系の発達を妨げ，風害等に

対する抵抗力を弱め,樹木の健全な発育は期待できない。

b.アルカリ性土壊では植物の栄養分となる種々の要

素を不可給態に化し，たとえ肥料を施してもそれが十分

植物に矛蛎されない。

C.アルカリ性反応を呈する原因は土壌中に中性塩類

(NaCl,KCI,Na2SO4など)のほかに種だのNa2CO3"

NaHCO8などを含むことによる。Na2CO3が多いと土壌

は粘澗質となり通気性，透水性を悪化させ植物を呼吸困

難に陥らしめる。

d.ヘド宮土壌改良には，土壌粒子の表面に付着して

いるNaイオンを除去することが必要である。Naイオ

ンが多いと土壌の理学性を悪化させるからである。ただ

しNaイオンを過度に除去すると土壊の分散度は大きく

なり，また土壌の理学性を悪化させる。よって土壌表面

につくNaイオンの代わりにCa,Mgなど2個のイオ

ンと置換することが改良法として肝要である。Ca,Mg

が多くなると団粒椛造が発達し粘土含趾の多い時でも土

壌の理学性が改善される。

B.ヘドロ土壊の改良試験と考察

i)ヘドロの酸度矯正試験

「ヘドロ」509を三角フラスコにとり，炭カル,石膏，

硫黄華を15gずつ加えて室内に放置し，そのpHの変

化を測定した。この結果次のことが判明した。

a，処理により酸度矯正に最も効果の顕著なのは硫黄

撫である。処理後1カ月で表土ではpH(H20)で1.2

前後,30cmの深さの土壌では範H(HgO)3，3前後の

低下をゑた。

b.炭カル,石膏の添加はあまり効果は認められな↓､c

ii)ヘドロの透水性増進試験

ヘドロの透水性を増進させるためヘドロにそれぞれ山

土およびパークを30％混合したものを比較したところ，

すなわち30％のパークを混入することにより透水性は

山土並みになることが明らかである。

iii)ヘドロの理学性改良と緑化樹の成長

（試験－1）ヘドロを入れた丸型コンクリートポット

22個を用い,ヘドロ土壌に各種土壌処理を行なった後ク

ローマツ，トベラ，ツバキ，イヌマキの5種類の苗木を植

栽した。植栽1年後の土壌処理別の苗木生存率は第1表

のとおりである。

第1表苗木の生存率（％）調査表（植付1年後）
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この結果ではヘドロ100％区はク戸マツの一部を除き，

苗木は全部枯死したが山土やパークを混入することによ

り活着率は向上した。樹種別ではモチノキが活着率，成

長ともよく，ツバキ，イヌマキが悪いのが目についた。

（試験-2）ヘドロを入れた角型トタンポット24個を

用い各種土壌処理を行なった後，クロマツ，トベラ，カ

イズカイブキ，ヒマラヤスギの4種の苗木を植栽した。

植栽1年後の苗木の生存率は第2表のとおり。

第2表土壊処理別苗木の生存率（％）調査表

(植付1年後）

樹種別 カイズヒマラ
|､べﾗ繁ｲブｬ系ギ

I

ロ
ッ

ク
〆
マ

士難処理別

ヘドロ100％区

ヘドロ：山土＝2：1混合

ヘドロ：パーク＝2；1

混合
山土100%区

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

67

75

100

92

17

25

83

100

42

50

100

100

42

25

92

92

一

’

可

備 考 植付時の苗高15～35cm

この結果ではヘドロにパークを混入することにより活

着率の向上が認められた。樹種別活着ではクロマツ，ト

ベラがよく，カイズカイプキ，ヒマラヤスギは悪かった。

iv)考察

ヘドロ土壌の理化学性の改良法臆実験結果より推察す

るとヘドロにパークを1/3～1/4程度混合することによ

り，透水性を良好にし緑化木の活着率の向上や，成長促

進効果のあることが認められた。しかし，実際の事業と

して大面積にわたり経済的に実行するための技術開発は

今後の研究課題である。

なお，山土100％区の活着率が高く透水性も良好であ

ﾛ
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あてることができればさらによい。

4．客土する場合，できれば客土予定全面にパーク，

敷わら，むしろ等を散布する。これは塩分の上昇を少し

でも軽減し，将来，有機質源としての効果を期待すると

ともに，重機，運搬車等による作業能率の向上を見込む

ものである。

5．客土とともに重要なのは排水である。明渠排水の

ほか客土する場合にもなるべく暗渠排水設備を行ない，

緑化地帯の数カ所に貯水池を設け，それに地表流水また

は地下排水を誘導することが望ましい。なお貯水池には．

ポンプ排水設備を考臘すること。

6．貯水池を造った際のヘドロは池の周辺等に適度に

盛り上げておき,雨水や瀦水により塩類の流亡をはかり，

また乾燥，通風，通気等によりヘドロが改良されるのを

待ってこれを緑化に逆利用することも重要な課題となる

であろう。

B.植栽上考慮すべき噸項

前述のごとくヘドロに全面客土を行なえば特殊土壌に

対する影響は一応なくなるので,残された問題は潮風害

と大気汚染対策である。（適応性樹木の選定は後述）

i)防風垣

造成地は海辺であるから弱いながらも絶えず風が吹い

ている。わが国では特に冬の北西風と夏の南東風（台風

を含めて）の強い場合が多く，それに伴って飛塩，飛砂

を生じ機械的にも生理的にも樹木に悪影響を及ぼすもの

と考えられる。

そこで緑化木の植栽にあたってはその前面に海岸砂防

工法に準じて笹垣や化学繊維ネッ1，による防風柵を設

け，また牧草，芝などによって飛砂防止の方法を識ずる

必要がある。樹高2m前後のクロマツを最小限2～3列

千鳥状に密植して緑化と防風の効果をはかるのもよい。

潮風害については夏の成長期の季節風が強く影響する

地方と冬の季節風による寒，乾風害を受けやすい地方が

あるので，防風柵は股も障害となる風向に対して直角方

向に設定すべきである。

ii)蒸散抑制

海辺は陸地より風の強い場合が多いので緑化樹の植栽

にあたっては，

a，適度の剪定を行ない蒸散面を少なくし，また蒸散

抑制剤を散布することが望ましい。

b.植栽木の根元周囲には，わら，パーク等で地表被

覆を行ない地表面からの蒸散を抑制すること。

iii)潅水

山の造林と違い緑化樹木は大形化するので植付けに際

しては十分瀧水を行ない，また活着を確認するまで必要

ることは後述のようにヘドロ埋立地区で，早期，安全な

緑化をはかるためにはヘドロの上に適当な厚さの山土客

土することの安全確実性を実証しているといえよう。

Ⅳ、客土による港湾緑化

A・ヘドロ埋立地の客土

ヘド鱈埋立地の緑化を進めるにあたっては既述のどら
く，ヘドロ土壌が植物生育上きわめて不利な条件下にあ

るため土壌改良が必要であるが，直接ヘドロ土壌を改良

する方法はまだ有効な手段が確立されていない現在，緑

化工事に際してはヘドロの上に厚く山土等の客土を行な

い，これに植栽することが安全であり，かつ早期緑化が

期待されるものである。客土に際して留撤すべき事項を

掲げれば次のとおりである。

1．客土用の土は粗砂の多いものがよく，山土でもな

るべく表層の部分で有機物を含承かつ粘土分もある程度

含有して，緩衝能の高い土壌が望ましい。すなわち，昨

年当社名港用地に設定した緑化展示林の客土でも，下層

のヘド戸のアルカリ性がかなり上層の客土まで浸透して

いる例があるからである。調査例は第3表のとおりであ

る。

第3表ヘドロと客土との接触点付近における

pH(H20)の変化
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2．客土の深さは厚いほどヘドロの影響は少ないが，

経済的問題もあって一応50～|80cmあれば相当期間樹

木の生育は保持されると思われる。

当社名港試験地で客土厚さ別の樹木の生育状況を調査

中であるが50～80cmの客土高があれば樹高3～4m程

度の樹であれば植栽1年後ではヘドロの影響朧まったく

見られず，また20cmの客土高でも芝類および低木類

(樹高1nl前後）ではヘドロの影響は見られない。もち

ろん今後数年間の樹木の成長経過を見なければ安全性の

確認はできない。

3．山土などによる全面客土の場合にも植穴には別の

土壌を用いた方がよく，特にあらかじめ肥培した用土を

9
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‐

に応じ減水できるような設備が必要である。

iv)施肥

客土した山土は概して植物養分に乏しいので進肥とし

て有機質肥料（鶏糞等）を施用し，活着後さらに化成肥

料や有機質肥料を適宜施用すること。施肥効果は植栽木

の成長促進のほかいろいろな被害に対する抵抗性の増大

にも有効なことが多い。

v)支柱

臨海地方は風の強い場合が多いので特に大形の樹木に

は必ず支柱を設けること。

C.植栽形式

植栽樹種はその地方の自然植生（郷土樹種）の中から

臨海埋立地の特殊環境に適応力のあるものを選び，それ

ぞれ港湾の緑化目的に応じ植栽形式を選定しなければな

らない。一般的には港湾施設や工場建物の配置等の関係

でいわゆる人工的造園方式がとられるが，要緑化面積が

広い場合にはその地方の森林生態系に準じた植栽方式を

とり，自然の森を形成するように樹木を配置することが

健全な緑地帯造成上望ましいbただ自然の森林植生は長
年月の間にその環境に適した生態系ができ上がったので

あるから，人工的に短期間に造成された埋立地は，埋立

地特有の土壌（ヘド律や細砂土壌）の改良や防風，大気

汚染などの対策が講じられない限り森林生態系をそのま

ま移植しても自然林の造成は困難と思われる。

V・港湾緑化適応性樹木

臨海埋立地帯の緑化はその特殊環境に適応性の強い樹

種を使用しなければ成功は期待できない。港湾緑化樹に

要求される適応性は埋立土壌の特性から耐湿，耐乾，耐

癖性のほか特に耐塩性と耐ガス（耐公害）性の樹種を選
定する必要がある。

耐塩，耐公害性樹種の調査はすでに各方面で行なわれ

ているが，ここでは名大農学部造林学教室(門田助教授）

で発表された資料の一部を掲げておく。

ただし，これら抵抗性樹木の評価について，すでに発

表された各機関の資料を承ると，中には調査機関や調査

地域の違いによって樹木のランク付けが異なるものもあ

るので，なるべく緑化予定地に近い地域での調査資料を

参照されることを希望する。

なお，クロマツは公害には弱いとされているが，当社

名港用地の埋立岸壁より数m離れた場所に防風垣なしに

次の12種の苗木を植栽し,2年間の生育状態を調査した

結果，1本の枯損もなく生育しているのはクロマツとシ

ダレヤナギであった。供試樹種：クロマツ，カイズカイ

ブキ，イヌマキ，キョウチクトウ，クロガネモチ，ネズ

ミモチ，サザンカ，モッコク，シラカシ，ヤマモモ，シ

第4表表日本臨海工業地帯の緑化植物選定指針

、耐
耐煙
強 中弱塩性

性、！
一

ハイネズツバキクロマツ

モチノキサザンカマサキ
･

強箸蕊鴬ﾙｨズﾙ稟γ”僻
トウグミナワシログミ

シユロ

ヤブニッケイモツコククスノキ

月桂樹サカキイヌツケ

カヤノキサンゴジュポプラ

中イヌマキリュウゼツランヒメヤシャブシ

オリープアラカシネムノキ

オガタマカナメモチウバメガシ

カクレミノ芝類ヤツデ

丸

▲

一

シ ラカシ

シイ
弱
上ノキ

アカメガシワ

ヒマラヤスギ

メタセコイア

イチイ

アオキ

ケ
サ
ア
ア

ヤキ

イカチ

ジサイ

カマツ

注；耐煙性は_SO2に対するもの

ダレヤナギ，ツバキ。

なお，塩害，公害に強いキョウチクトウは越冬時の枯

損が多かったが，これらの樹種をヨシズ防風垣，および

2列のクロマツの防風帯の後方に植栽した結果は全樹種

とも枯死したものはなかった。防風設備の効果が確認で

きたわけである。ただし全般的に栄養不良の感があるが

特にイヌマキとツバキは樹勢がよくないようである。

なお,カバープラントの適応性試験として20cmの山

土客土を行なった後，昨年4月5種の牧草類（ハイラソ

ドベントグラス，ケンタッキー3'ブニスク，ケンタッキ

ーブルーグラス，フリーピングレットフニスク，ノシバ)‘

を播種したが（ただし，ノシバは張り芝とする）いずれ

も生育はおおむね順調のようである。

おわりに

造園緑化に関する技術は林業関係者が長年つちかって

きた造林技術と無縁なものでないことは，最近山林種蒜

業者が造園木義成業に転向する例が少なくないことや,．

造林実綴の豊富な紙パルプ会社が緑化事業に進出してい

ることでも明らかである。しかし本題の港湾緑化につい

ては造園事業の中でも特殊な要素が多く，技術的に未鮒

発な分野も少なくないので，さらに研究開発の必要を痛
感している。

最後にヘドロ土壌の解明にあたり直接調査実験を指導

された柴田信男博士に厚くお礼申し上げる。

＝
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していた時代である。土壌関係については，明治11年に

造林推進のための政府の指示の中に，従来には象られな

かった新しい土壌名があげられている。しかし，日本の

山地土壌について具体的にこれらの用語で把握していた

とは考えられない。その後の東京山林学校（東京大学の

前身）での欧米技術教育でも同様である。現地に応用化

されなかった原因にば，1）導入されたヨーロッパの土

壌学は当時は農業本位であったことである。ロシヤの

Dokuchaerが土壊生成論を主体とした土壌学を樹立し

たのが1886年（明治19年）であって，欧米にこの説が

広がるのばさらに遅れていることを考えるとやむをえな

い。2）導入された土壌名のものは，三一口シバの土壌

で直輸入では日本に通用しない。3）導入された技術や

知識城現実の日本の土壌にあてはまるかをチェックして

はじめて価値が決まるが，その態度に欠けていた。明治

28年には現在用いている残積土，運積土の概念のものを

紹介しているが，現実の森林で検討しておれば有用なも

のとして使用されたものと考える。なお，この間に農地

土壌についてはFeskaが甲斐国で土壌調査を行ない土

壌図を作製しているが，日本の土壌調査の最初のもので

ある。

19世紀における林業上特筆すべき論文には，明治20年

田中壌による校正大日本植物帯調査報告がある。この論

文によって，はじめて日本全体の森林状態が把握された

貴重な論文である。これは1技手によって作られたもの

であるが，森林生態学あるいは森林立地学としてきわめ

て価値の高い卓越した論文である。森林帯区分はもちろ

ん，この裏づけになる環境の把握は，明治12年以来の踏

査と地形，地質，土壊，当時開始されていた気象資料，

海流などより森林分布の裏づけを行なうなど，その組象

立ての能力は驚くべきものがある。なお，人間の開発に
よってアカマツが広がっていることを植生遷移としてと

らえている。この調査のきっかけほ，明治11年に甲斐国

の地質調査の報告にあたって森林調査の必要性を上申

し，武井山林局長が取り_上げたものであり，10年近く，

このような基礎調査を行なわせた行政部局の雅競もこれ

を成功せしめたもとになっているといえよう。

明治30年には本多静六による本多造林学が確立され

た。欧米の科学技術を用いて日本の在来の技術を理論づ
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'I江戸，明治，大正時代

スギを主とした造林技術は，すでに江戸時代にできあ

がっていたということは多くの造林学者が認めていると

ころである。しかし，これは，吉野地方や西川地方など

限られた地域での生産技術であって，日本の各地の林業

にそのまま適用できるものではない。適地判定につL,て

も，尾根にマツ，中腹にヒノキ，沢沿いにスギというこ
"

とは，聯末にはだいたいにおいて定着したものになって

いるが，同様に全国的に律することができない。

本来，江戸時代に発達を象たスギ，ヒノキの人工造林

での適地判定は完全に体験よりわり出したもので，その

地域限りにおいて成り立つものである。適地判定が技術

として確立するに至らなかった理由には，まず，林政が

藩ごとに独立していて総合する体制になかったこと，第

2点に，当時は技術の基本になる科学自身が，日本には

発達していなかったことをあげることができる。特に，

土壊についての学問は欧米諸国においても本格的な発達

をゑていない。

江戸時代の適地判定技術上，もっとも特筆すべき人物

は琉球の蕊温である。当時の琉球の主要な行政官である

と同時に立派な科学者でもあった。林業に対して関心が

深く，多くの著書を出しても､るが,1720年代に山地地形

について独特の体系を作りあげ，森林立地的な意味づけ

を行なっでいる。特に抱護の概念は，沖繩のような大洋

中の孤島での山地気象条件，および台風の常襲地である

一
『

勺

ことなどを考えると，きわめて有意義なとらえ方であ、た。欧米の科学技術を胴いて日本の汪米の疲術迩埋耐つ

る。この見方は本邦の林地取扱いにも重視すべきものでけ，日本の造林技術の基盤を作ったものであるが，さら
あって，近時，保残帯的な施業にこの思想が取り入れらに，明治33年（1900）には，日本森林植物帯論を箸わ
れている。し，田中の説を修正発展させた。また，同年，わが国地

明治時代にはいって急速に欧米諸国より学問，技術の力の衰弱と赤松を発表し，アカマツ面積の増加は地力減

導入が行なわれたが，林業関係は肌治30年ごろまで（19退の結果の現われであるという，アカマツ亡国論として

世紀の間）は，導入技術と在来の造林技術は完全に遊離有名になった。
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明治38年以降，林政も確立し，未立木地に対する臨時

造林事業が大規模に進められるようになった。この時期

に脇水鉄五郎は応用地質学（挫林地質学）を確立し，こ

の時代の適地判定技術，治山技術の科学的な裏づけとし

て大きな役割を果たしている。森林環境の把握が学問ら

しくなってきた発端と9､えるものであり，同時に，地質

学が現地に立脚した学問であり，地質は地形，土壌とは

きわめて関係が深いことなどより，林業技術のバックボ

ーンとして成功したものといえよう。

また，この時期より大正年間にわたり，全国的に森林

測候所が設置され，その観測が治山治水に果たした役割

は大きい。当時の林業試験場では，苗木育成のための苗

畑土壌の研究に目を向けていたのに対し，森林測候所で

気象や土壌の理学性と森林の関係についての研究を進め

ていたのは対照的であって興味深い。

森林土壌の性質の最初の測定は，明治43年(1910)の

渕野旭子による土壌の浸透能の測定であって，森林育成

の立地研究ではなく，砂防関係の研究である。土壌の化

学的性質の分析は，大正9年（1920）に三浦伊八郎が東

大の北海道演習林の土壌の肥瀞を検討するために行なっ

たのが最初である。

森林の生育と環境の関係について明治43年(1910)に

近野英吉の四谷丸太林業としての関東平地林の凍害研究

がある。昭和30年代に寒害が大きな問題になり凍裂害が

珍しい現象とされたが，近野はすでにこのことを認めて

おり，これの回避条件も論じていることは敬服に値する

．ものである。

大正期にはいって脇水惟欧米の土壌の事情として，ド

イツ学派は土壌の理化学的分析手法による研究に重点を

おき，ロシヤ学派は現地での土壌断面形態を主として，

自然土壌の生成論に重点をおいていることを紹介し，ロ

シヤ方式を』重視すべきことを論じているのは注目すべき
ことである。当時，ロシヤではGIinka,ドイツでは

Ramannなど傑出した土壌学者が生成論的な著書を出じ

ているが，日本には童だ農地土壌学においても発展を承

ていない。なお，脇水のこの紹介に，初めてポドゾルが

現われている。

I.昭和（戦前）時代

昭和にはいって林業事情は大きく転換している。すで

に臨時造林ば中止され，さらに緊縮政簸によって造林郡

業は圧縮され，その結果，人工造林から天然更新に転換

を余儀なくされ，択伐作業級を大幅に採用されること

になった。政策転換にあたって，河田本はイギリスの

Tansleyの下で生態学を学び，これを日本に導入し，森

林生態学が大きな発展をとげ，戦争突入童での間の択

伐，天然更新技術の裏づけとして大きな貢献を果たして

きている。森林生態学の思想は，森林環境に関する学問

にも大きな刺激剤となり，森林土壌学もこの時期に本式

に発足したといま.る。経済的条件によって林業は苦しい
時代であったが，林学はこの時期に大きな発展をしたこ

とは皮肉である。林業技術も官庁を中心にして発展し、

林業技術者の質も充実した。この時期には欧米の諸学問

も著しく向上し，以前よりも密にこれらの情報を入手す

ることができ，また，これを活用する素読もできていた

ことが，発展の一因になっているといえよう。

河田の導入した森林生態学を土台にして，昭和の初め

に各営林局単位で一斉に天然林植生調査が実行された。

中央での管理体制が整っていなかったので，その成果も

散発的になっ･た感があるが，植生調査についての技術者

の層が厚くなり，天然更新技術推進上大きな力となって

いる。これらのなかで佐伯直臣の東北地方の羊歯の指漂

価値についての論文は著名なものである。

森林生態学の発展に呼応して，森林土壊研究が盛んに

なったが，この始めに昭和4年（1929）大政正隆の森林

土壊酸度の研究がある。昭和6年（1931）に森川均一が

スギ造林の生態と土壌について発表した研究論文は，森

林の生育状態と土壊の諸性質との関係を求めようとした

本格的な研究であり，森林土壊研究の歴史的な文献とし

てきわめて貴重なものである。この論文は，地上部の蓄

積，植生とこの環境としての測定可能なものをできるだ

け測定を行ない，土壌中の水分その他も量としての把握

を試承，思想的には，現在行なわれている生態系研究の

成長量と物質循環の考えに通じるものである。このよう

な流れの学問を確立するに至らず早く世を去られたこと

はまことに借しいしだいである。

一方，石原供三は昭和8年（1933）に野幌の,トドマツ

天然林の天然更新と土壌の諸性質との関係を求め，自然

状態の3相組成分析によって得たL/W(最少容気量/鐙

大容水量）の大きいことが稚樹発生，生育に関係が深い

ことを明らかにした。この意味することは，通気性の大

きい土壊，あるいば乾性な土壌であることを示している

が，森林の生態は土壌の理学的性質と密接な関係がある．

ことを示すものとして，大きな注目を受け，その後，人

工林についても,流行的にこれを測定するようになった。

さらに，大政は，土壌微生物，森林落葉の分解，ヒノ

キ人工林の土壌酸度など多方面にわたって土壌分野の新

しい研究方向を切り開いていった。特に，ヒノキ人工林

の酸度の研究はきわめて多くの資料から結論を求めると

いう研究態度を示したことは意義のあるものである。森

川，石原，大政の諸研究，および，大政，芝本共著によ畠

り

い
－
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てさらに伐採を強行せざるをえなかった。研究面では研

究用資材もなく，外国の情報も入手困難で研究の立遅れ

は大きかった。

しかし，一方においては，多年の宿願の林政統一もな

り，新しい林野行政が発足し，荒廃した林野の復興のた

めの造林計画が立てられた。こあ事業の成功を期するた

めに，戦前から研究が進められ，すでにその成果の大要

が明らかになっていた大政のブナ林土壌の研究成果を全

面的に取り入れて国有林土壌調査事業が昭和22年(1947）

に開始された。当時の林野行政が研究成果を全面的に取

り入れて科学的な調査を林野経営の裏づけにしようとす

る意図も画期的なものであり，また，森林土壌調査事業

は当時は諸外国にも翠られなかった先進的のものとして

注目されるものである。したがって，組織的な運営につ

いて諸外国の実例模範もなく，体制づくりには苦労が多

く，一方，技術面でも，東北地方の成果を全国的に及ぼ

すための可能性のチェックの必要もあり，本式に動き出

したのは昭和27年である。この間慎重に準備体制を整え

て実行したことも永続的に実行できた素因になってい

る。その間の行政部局の雅量と，総括主管，技術指導，

実行の3者の機関の協力の効果も非常に大きい。

なお，この調査事業の基本は大政正隆の東北地方のブ

ナ林土壌の研究であるが，昭和27年(1952)に集大成し

て発表された。この論文は日本の森林土壌を分類するに

あたり，本絡的に土壊生成論的な考えで研究を進めたも

のとして初めてのものであり，特に褐色森林土を6型に

分け，乾性な褐色森林土の生成に日本の特殊な気候条件

と関連づけて説き起こし，また,地形に対応したCatena

の概念によって，これらの土壌型の分布の規則性を述べ

た。この研究は日本の各土壌学者より評価されたばかり

でなく’諸外国の土壊学者よりも注目さ麺たものであ
る。また，乾性，湿性の土壌の性質をpFの考えを導入

して実験的に証明したのも新しい試承である。．

国有林土壊澗査事業の準備期間に，す~なわ．ら昭和23～

26年（1948～1951）に進駐軍の天然資源局では日本全土

の土壌図を作製している。これは，過去の日本の農地土

壊研究の成果を土台として，当時のアメリカの土壌分類

方式によ承かえて編さんしたものである。林地土壌健岩

屑土として一色に塗られていて利用価値がないが，農地

については，日本では統一的にまとめられなかったもの

を，総合的にまとめ，機動力を活用して短期間に作り上

げた能力は，日本の土壌技術者に大きな刺激となってい

る。

国有林土壌調査に引き続き，昭和29年(1944）より民

有林適地適木調査を，主として県林業試験場員の手によ

る森林土壊調査方法書の刊行（1935年）は，土壌研究へ

の関心を高め，多くの研究者を薙出するようになり，明

治末期の臨時造林地を資料として，人工林の成績と土

壌，不成縦造林地の土壌の研究が盛んに行なわれるよう

になった。特に，営林局の技術者によっても，土壌分析

調査が行なわれるようになったことは特筆すべきことで

,ある。

昭和6年以降の日本の森林土壊研究の開花にあたつ

･て，ロシヤで始まった土壌生成論的な研究はまだ導入さ

れていない。しかし，この時期にはようやく農業土城研

究者では，三宅康次，町田によって，あるいは関豊太郎

によって生成論的な研究に着手している。森林土壌につ

,いてこの種の概念で研究が進められたのは，さらに遅

・れ，昭和15年(1940）ごろからであり，大政正隆の東北

･ブナ林土壌，宮崎榊の四国の天然林土壌，および川島緑

1郎の各地国有林土壊の研究が断片的に出始めるようにな

,った。この時より森林土壌研究の大きな転換の芽が出始

めたと考えてよいであろう。

宮崎榊は昭和17年(1942)に四国森林植生と土壊形態

との関係として大著をとりまとめ刊行したが，この論文

は営林局の技術者としての科学論文としてきわめて立派

･なものであり，過去の営林局の天然林植性調査が，土壊

研究をバックにして大成したものであって，土壌断面形

態と理学的性質に重点がおかれている。四国において，

塒有な森林群落下にポドゾルが承られる発表は，多くの

注目をひいた。重た’植生と土壌の相互関係を明確に示

し，土壌の現地調査の重要性を林業技術界に普及した貢

献は非常に大きかった。

一方，昭和10年(1935)以降，小出博は地質学の森林

立地学への導入を独創的な考えで発表し，山田昌一は新

しく芽を出した地形計測化の手法を取り入れて，地形と

森林の関係を明らかにした。これら，地形，地質の研究

ﾙま実地の技術面からも高く評価された。

上述のように，昭和期にはいって，森林生態学が発展

･し，続いて森林立地関係の研究も急速に発展しはじめる

一方，択伐作業，天然更新等の研究や技術も大いに進展

･したが，支那事変から第2次大戦と戦時下にはいり，敗

戦を迎えることになって，これらの進歩は完全に中断さ

れた。願段ると，当時の研究者，技術者の科学，技術に

対する意欲は，あと数年継続することが可能であったな

!らぱ，あらゆる面で大成された技術が確立していたろう

と惜しまれる。

Ⅲ、戦後の動向

敗戦によって日本の諸情勢は一変した。あらゆる産業

瞳壊滅し，森林は戦時の過伐の承ならず，復興資材とし

｡
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って開始された。また同年より経済企画庁の国土調査が

開始され，その中の土壌調査は腱，林共同のもとで行な

ってきている。土壌分類の概念はそれぞれ異なったもの

があり，共同調査に困難さがあるのが一般であるが，相
互の協調によって成り立つものであり，この結果今日に

至るまで調査が続けられ，昭和44年（1969）には50万

分の1で全国土壌図が編さんされたことは大きな成功で

ある。往年の天然資源局による日本土壌図と比較すると

格段の相違である。また，昭和41年(1966）より各県単

位で20万分の1土地分類図調査が開始され土壌図の調査

が県の農試，林試の研究者で実行されているのは，すで

に民有林土壌調査腱よって調査の技術層が厚く，その能
力も向上しているためである。

戦後のこれら一連の土壌調査事業はいろいろな意味で
研究と行政の連けいの橋渡しの役目に大きな貢献をして

いるの象ならず，調査事業によって土壌研究が促進し，

また，土壌研究の発展によって土壌調査が向上して行政
への応用価値を高めている。

すなわち，土壌分類については，大政によって，褐色

森林土の6型，ポドゾルの乾性，湿性の区分が行なわれ

ていたが，さらに，黒色土，赤色土，湿性ポドゾル，荒
廃林地土壌などの研究が進められ，その成果は調査の分
類に追加されて調査の完壁を期している。褐色森林土は

さらに，赤黄禍系,暗色系,表層グライ系などの亜区分，
湿性ポドゾルの腐植型，鉄型の区分などの細分化が進ん
でいる。

土壌分類および生成理論の裏づけとしての土壌の理化
学的性質の研究も進象，特に，土壌水分についてpFの

概念の導入に始まり，これを利用して，土壌孔隙組成，
土壌概造の質的な解析を行なった成果は大きい。土壌の
透水性の測定は株分成長との関係について一般に応用さ

れるようになっている。微細土壌学の導入は土壌生成の
実態を把握するには有力な手法として導入され，興味あ
る発表を行なっている。

土壌研究，土壌調査の応用的な目的の主要なものは，

適地判定，成長の予測である。適地適木のために，戦前
には白沢保美が適地適木表を作製し，さらに佐藤敬二が

この改良案を作製していたが，戦後の土壊澗査にあたっ

ては，適地適木基準表（案）を作製して，土壌調査結果

の応用化に利用することとした。しかし，土壌調査が進
展した段階では，土壌性質と究明する手法の開発と相ま

って，造林木の成長と土壌条件との関係を究明する必要
が生じ，多くの試料から，土壌型が大きな相関を示して

いることを確認するとともに，土壌の個々 の性質と林木
の成長の関係に地域的な特性があるこ.とを明らかにし

た。さらに，これを発展させて，土地の諸因子を調査，

測定し，多変量解析によってスコア表を作製し，その林

地での成長を推測する手法を開発した。各営林局では，

事業的にこの調査を行ない，その結果を森林計画に活用

している。また，土壌調査結果より，営林局の造林計画

にあたって，その適正を期すために，造林樹種選定埜準

表を作製しているが，前述の適地適木基準表案に比較す

るとはるかに精度の高いものになっている。一方，土壌

調査結果資料の嬢積と地形解析，気象試料より，森林立

地区分を行ない，地域環境の特性を把握し，林業指導の

基本としている。森林立地区分は主として県の土壌鯛査

技術者によって進められている例が多く，特に図相関解

析手法を用いた学術論文も多く出ている。

戦後における林木の成長と土壌との関係の研究の一つ

の大きな柱に，林木の栄難ならびに林地肥培の研究をあ

げることができよう。林地肥培は戦後，生産の増強，あ

るいは林業経営の企業化の考えで，林業経営者が試行的

に進め，研究面では立ち遅れた傾向があった。苗畑に

おける施肥，および苗木の栄菱に関する研究から林地肥

培の研究への移行が行なわれ，当初は施肥と成長増のチ

ェックに重点をおかれたが,IBP研究の進展に応じ，林

分としての養分吸収，養分循環の面よりの研究が進めら

れるようになり，土壌に関係づけての研究へと進んでい

る。

Ⅳ、今後の土壌研究の方向

年間の造林面職は昭和38～39年をピークとして減少

の方向に向かい，従来の量的生産主義から質の生産へと

転換が考えられ，ことに昭和42年ごろより問題化してき

た公害の拡大に対応して自然保護が世論として大きく浮

かび上がり，林業政策も大きな転換期を迎えている。す

なわち，戦後の経営の企業化を主とした生産方式から，

森林の公益機能を重視し，戦前の択伐作業，天然更新が

ふたたび検討される方向にきている。この意味において

は，歴史はくり返されているが，この推進の背景として

の学問の方は戦前とは異なってはるかに進んでおり，し

たがって技術確立も効率的に精細になるものと考える。

特に環境把握の進んだ今日では，全国確一的な手法で実

行することはなく，地域単位の技術として発展するであ

ろう。しかし，重要な未解決の分野も多く，研究面も新

しい展開が要望される。

1）土壌分類について

すでに述べたように日本の森林土壌の分類について

は，大政の分類を基本にして逐次，追加細分化が行なわ

れているが，分類系列としての理念が確立しているとは

いえない。ソ連，西欧では分類系列については相当厳密

屯
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に規定しており，現在，われわれが行なっている分類も

基本的に再検討すべき段階にきていると考える。特に，

湿性ポドゾル鉄型(Pwi)の位置づけを含承，亜高山土

壌の体系の検討が必要である。

一方，林業の雄礎としてアジア諸国でも森林土壌調査

が進められるようになり，すでに，沖繩，台湾での土壌

調査については，われわれの協力によって，それぞれの

土壌分類を実施したが，さらに南方の熱帯圏の森林土壌

については未着手の状態である。日本の木材需給の立場

からすると東南アジアの木材資源に依存しなければなら

ない点は明らかで，恒読的に考えると当然にその更新が

問題になる。このためには，これらの地域の土壌の分類

とその性質の究明が急務である。FAOの方針はもとよ

り，欧米諸国の熱帯林土壌の研究は非常に盛んになって

いる。熱帯の土壌は温暖帯の土壌と非常に異なり，温帯

の土壊知識で施業することは大きな誤りであることを指

摘している。南方の土壌研究を森林植生研究と共同のも

とで行なう必要がある。また，熱帯土壌の究明によって

アジアの土壌分類が確立され，その一環としての日本の

土壌の位置づけが明らかになる。

土壌は，本来，母材・気候・地形・生物などの諸因子

の複合が時間的経過によって生成されているので，地域

によって，あるいは見方によって，分類としての区分の

仕方に国食によって違いがある。従来から，ソ連，アメ

リカ，西欧の三つのグループで方式が異なっているが，

戦後これらの統一化の動きがあり，その一つにはFAO

による統一分類，ほかにアメリカのSmithによる第7

次試案といわれる分類がある。これらの分類は問題点も

多いが，方向としては統一思想は今後も進められると考

えられるので，常にこの情報を取り入れて，日本の森林

土壌は，それぞれ，これらのどれに相当するかのチェッ

クを必要とする。

2）森林生態系としての土壌研究一動的な土壌研究

近年の公害問題は世界的な問題となり，人間環境の保
全として，自然の生態系の尊重が叫ばれるようになり，

特に，温暖帯地域での森林生態系が重視されるようにな

ってきた。日本においても同様であり，林野行政として

も従来の林業の企業化，森林生産の増強を最重点とする

ことは再考しなければならない状態になっている。

森林生態系の研究は,Skacheav,Ovingtar等の著名
な著書が戦後刊行され,IBPの国際的な研究によって大

きな発展をとげているが，現状では未解の点が非常に多

い。特に，土壊中でのメカニズムが明らかでない。本

来，土壌生成論は土壌を動的なものとして考えているの
が韮本であるが，現実には動的な実態把握の手法が十分

に確立していない。現在，土壊の水分を時間的経過によ

る変動を測定する手法が開発されつつあり，特に，土壌

水の成分を時期別に把握することは，生態系での養分循

環の究明の大きな手がかりになるので，この面の研究を

進める必要がある。また，落蕊が分解し，土壌腐植とな

り，さらに無機化して植物養分となる過程では，土壌微

生物，土壊小動物が主役として作用しているが，これら

の土壌生物研究は戦後，一段と研究の進展があるので，

この研究層を厚くする必要がある。

もっとも重要なことは，従来の研究は個別的に進めら

れていたが，一定の地点で総合的に共同研究を行ない相

互の関係を明らかにする方向に向かうべきである。

日本の林業は，皆伐，人工造林は当然のことのように

実行されており，皆伐による地力減退は概念としていわ
れているが実態の把握は困難であったが，上述の研究手
法によって明らかにされうる点が多い。地域ごとに定点

観測点を設けての総合研究へ発展させるべきである。
3）公益機能を考慮した地域土地利用への寄与

人間環境の悪化を防ぎ，住みよい環境にするための基
本は，人為化の極度に進んだ都市としての土地利用のあ
り方，生産を高度に高めるために自然の力以上に人為を

加えた農業の土地利用がいちばん問題であり，これらの
地域に，自然的な生態系を，どの程度にどのように復活
してL､くかが問題であり，現在の山地，あるいは森林

を，どの程度に住宅地，農地に転換が可能か，さらに

朧，現在の森林をどの程度に木材生産用として活用でき
るか，また，どのような方法がよいかが考感されねばな

らない。

人間環境保全のために自然的な生態系が尊重されねぽ
ならないとすると，これらの総合的な土地利用は自然環

境を主とした土地区分が必要になる。このためには’土
壌学，水文学，植物生態学，動物生態学などの研究者の
グループによる土地利用区分が必要である。従来のよう

に個煮の産業の立場単位に考え，社会経済的な観点を起
点としていては基本的な改善にはならない。

土地利用の基礎としての土壌学の使命はますます大き

くなるであろう。

町■
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中野達夫・小谷圭司共訳

小沢今朝芳抄録

2．木材形成の生理学

前節において，木の，観察できる範囲で計測しうるよ

うな，成長の可視的に現われた部分について考えてぷた

が，この節では，こうしたパターンの生ずる理由，木材
形成に伴う生理的過程について考えてゑたい。

ここでは，木材形成のいくつかの様相に関する仮説お

よびそれを裏づける若干の証明を述べ，またその仮説

が，木の成長の韮本的なパターンと一般的な木材形成に
おける樹幹一幹の概念に対して，いかに深い関係を有す
るかを示そうと思う。

木材形成という用語は，下記の4項に分類できるよう

な一連の生物的過程全体をいい表わすものである。
（1）形成層の休眠打破

（2）形成層のイニシアルおよび母細胞の分裂
（3）形成層細胞の分化

（4）成熟

ここで取り上げるのは，分化と成熟の最終的な段階で

ある。ここで分化と成熟というのは，半径方向の細胞の
直径（以下半径径という）の増加と細胞壁の肥厚および

仮導管の最も成熟した段階である最終的な死などの諸相
のことをいう。

1）木材形成の進行過程

ほとんどの早材が新条が活発に伸長している時期に形
成され，晩材への移行は頂芽の伸長が停止し，翌年の成
長のための芽ができ上がったころに開始する。頂芽の伸
長と幹の木材形成との間の関係は，環境を調節すること
によって承ることができる。すなわち，短日は栄養成長

を抑制し，長日は促進する。針葉と芽を別灸に，いろい
ろな日長や光の強さを変えた条件下におくことにより，

おのおのの器官が木材形成に果たしている役割を知るこ

とができる。たとえばシュートが活発に伸長していると

き，芽は仮導管直径の制御に決定的な役割をもつが，伸
長成長が停止したあとでは，針葉が主たる制御器官にな

る。針葉が仮導管直径を制御する役割をもつことから考

えると，なぜ上部の樹冠で早材形成が継続し，下方幹の

基部へかけて晩材形成が行なわれるのか，童たなぜ早材

形成が頂芽形成以後もひき続いて起こりえるかも説明す

ることができる。

適度の水分欠乏も，日長条件と同様の影響があり，ま

ず針葉の伸長停止に現われるが，木材に対しては間接的

な影響を与えるにとどまっている。だから，針葉成長が

抑制されると直径の小さい仮導管ができ，再給水によっ

て針葉の伸長が促進されると，大直径の仮導管がふたた

び形成される。

木材形成の関係を知るうえで大切なことは，このほか

に温度の影響があるが，いずれにしても，頂芽成長や特

に針葉成長を一時的に抑制するような環境因子は，すべ

て幹のある部分の仮導管を減少させる作用をもち，また

頂芽の伸長活動を促進する要因は，すべて仮導管径を増

加させる作用をもつことになろう。

2）仮導管直径の制御に関する仮説

仮導管直径は栄養器官によってつくられ，形成中の仮

導管に送られるホルモンの刺激によって制御される。

仮導管直径の調節というホルモン仮説の検証を，三つ

の側面から行なった。第1は，合成されたオーキシン，

インドール酢酸(IAA)とアンチオーキシンである2,3,

5－トリョード安息香酸(TIBA)の実験では，ともに，細

胞に正常な反応をひき起こすような生理的濃度では，比

較的短時間しか残存せず，仮導管直径はすぐに処理以前

の状態へもどってしまう。第2は，生体に存在するオー

キシンの生物検定によるものである。長日(増加)→短日

→長日（ふたたび増加）というオーキシン活性の変化曲

線は，厳密には相対的（短日条件下，長日条件下）では

あるが，頂芽の成長と仮導管形成の間に，オーキシン

が介在していることは明らかである。第3は，樹幹にお

けるオーーキシンの濃度勾配に関するものであるが，晩材

形成がacropetalhFend的な傾向をたどるのは，頂芽に

おけるオーキシン生成の低下によるものと考えられる。

逆にオーキシン源を突如除去（載頭）すると，オーキシ

ン勾配は逆転し，直径の小さい細胞がまず頂端に現われ

る。

いずれの場合においても，オーキシン濃度の勾配は，

オーキシン仮説が予測したように形成層活動のパターン

や細胞直径の勾配とよく相関していることはまちがいな

いと考えられる。

3）2次壁肥厚の制御に関する仮説

仮導管直径は1次的に形成中の仮導管に到達するオー

キシンの量によって決定されるのに対して，細胞壁の厚

－15－

”



さは，各仮導管に到達するシュク戸一ズあるいは光合成

産物の趾に支配されている。したがって，ある限られた

期間生育条件を調節することによって，希望する特性を

もった仮導管をつくることができる。たとえば，大直径

で細胞壁の厚い仮導管は，光合成とオーキシンの生産を

好適な状態に保つことによって得られ，また大直径で細

胞壁の薄い仮導管は，オーキシンの生成を維持し，光合

成を抑えることによって達成される。直径が小さく，厚

い細胞壁のものはオーキシン合成を抑え，光合成を維持

することにより，また直径も小さく細胞壁も薄いもの

は，オーキシン・光合成の両方を抑制すぁことによって

つくられる。

1本の木のなかの光合成産物の配分系は，競争しあっ

ているメタポリック・シンク（代謝物質をとりこぷ，た

くわえる器官，組織，細胞など）あるいはメタポリッ

ク・エリアと考えてよい。シュートの伸長が開始する

と，この新しくつくられはじめた成長の中心は，強力な

メタポリック・シンクとなって，当年の大部分の光合成

産物だけでなく，他の樹体の古い部分にたくわえられて

いる貯蔵養分のかなりの量までをとりこむにいたる。そ

して，この光合成産物の一部は呼吸で失われるが，大部

分は形を変え細胞壁物質や椛造組織として永久に固定さ

れる。

新葉の成熟あるいは，新葉が光合成産物を他の部分へ

輸送開始する形式上の段階は，針葉の伸長停止と一致す

ることもあるし，一致しないこともある。正常な生育条

件下では，新葉の伸長停止の直前に生ずるようである

が，マツの針葉は分裂の終わる時期が不定の基部分裂組

織をもつたあに，針葉の伸長は環境条件に左右されて変

動することがはなはだしい。不利な条件(たとえば短日）

が，針葉の伸長を抑制するくらい十分長く続けば，細胞

壁の厚さは増加するだろうし，逆に長日下では，晩材が

形成されている間は光合成産物の他の部分への輸送がは

じまり，新葉の成熟段階はまだ当年の針葉が活発に伸長

した段階でも到達されることになろう。

自然条件下での観察によれば，当年の光合成産物と仮

導管の細胞壁の厚さとの間には深い関係がある。薄い細

胞壁の仮導管は，光合成の少ない曇天の続く時期と関係

があり，厚いものは晴天の時期と関連があるようであ

る。亜熱帯のマツが，しばしば厚い細胞壁の仮導管を形

成するが，これは多分強い太陽光のもとで，旧葉も単に

新葉の要求に応ずるだけでなく，大量の光合成産物を形

成中の早材部へ輸送するためであろう。

4）仮導管分化における相互作用
ここまでの論議では，細胞直径の増加と2次壁肥厚と

を仮導管分化における分離した二つの局面として取り扱

ってきた。したがって，樹木を適当な生育調節下におく
ことによって，この二つの大きさは独立して変えること

ができ，またそれぞれかなり異なった生理的操作によっ

て制御されていることが明らかとなった。

しかし，もっと堀り下げて基礎的段階について，仮導

管分化を象るに，直径増大と細胞壁肥厚とは密接に結び

ついていて，調整者としてのオーキシンと基質としての

シユクローズは，分化と2次壁生成のいくつかの面にお

いて協働するという事実がある。この相互作用の極端

な場合にできるものが圧縮アテ材である。自然では，圧

縮アテ材は傾いた幹や枝の下側に形成される。これはオ

ーキシンの濃度勾配とそれに伴う木材形成用の蕊分の移
行によるものと考えられてい･る。結局，樹幹を曲げるこ
とは，同化産物を樹体の他の部分で消捜させず，もっぱ

ら自らへ引きよせる命令を出したようなもので，その結
果，圧縮アテ材ができ幹の位腫がふたたび修正されてい

くことになる。圧縮アテ材は物理的には，樹冠近くのオ

ーキシン淡度の高い部位で形成される未成熟材の仮導管
によく似ている。化学的には正常な代謝系路が圧縮アテ

材形成の過程で変えられ，その結果正常には細胞壁の外
側にの蕊存在する成分が，細胞壁の全体に存在する。圧
縮アテ材が，物理的にも化学的にも未成熟材とよく似て

半径径の
地力

樹冠

発達中の蕊器官
／

鯵 ･蕊
圧縮アテ材早材晩材

細胞鋤E厚

－ズ

研究や議論の便宜上，仮導管分化は二つの相，半径
径の増加と細胞壁肥厚に分けてもよい。けれども，分
化過程の間に，葉器官によって持たらされるオーキシ
ンとシュクローズとの相互作用が，形成された仮導管
のかたちを決めることはあきらかである。

図－3
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、､ることから，未成熟材は主軸や幹の形成の重要な時期
に，幹形の制御あるいは幹の姿勢の修正機能を果たして
いるのかもしれない。圧縮アテ材は，オーキシン，シユ

クローズの相互作用の極端な例であるが，この相互作用
〃ますべての木材形成過程を通じ，程度の差こそあれ起こ
っているものと考えられる。そこから細胞壁の形成に関
して，いくつかの興味深い問題が引き出されてくるので
ある。

木材形成の生理は，以上述べてきた仮説よりはるかに
複雑であり，現在の研究もこの分野に深くはいっていな
、､ことは明らかである。わたくしは，葉器官が木材形成
Fに与えている強い制御機能を，とくに葉器官と木部仮導
管の季節的な形成過程を通じて強調したいために，この
・ように単純化されたアプローチをとったのである。わた
くしの目的ほ，次の二つにあった。すなわち，

（1）木部朧，通導組織系の一部として，形態形成上葉
器官と密接な関連をもっていることの証明

‘(2)葉器官に生じている生理的過程が，幹の木材形成
の基本的な調整者であることの証明
もし，この2点の重要性が十分に理解されるならば，
木材形成はもっと容易に把握され，木材形成の基礎的生
理過程も,さらに論理的に研究が進むものと信じて'‘､る･
そこで，伸長中の樹木の木材形成のパターンと仮導管
‘の特性の連続性という当初の問題にもどって論議を続け
．よう。

3．材質概念の応用

1）早材，晩材の概念．

仮導管の発達は，半径径の増犬と2次膜肥厚を通じて
進行し，相互に密接に作用しあっているが，これはある
程度互いに独立したものでもある。だから仮導管の半径
径と2次膜の肥厚を別なに，人為的に変えることもで
き’また一方が他方よりも促進されているとき，早材か
晩材かを見分けることもできるのである。

早材仮導管は，2次膜肥厚よりも半径径の増大が促進
されたときに生ずるのであるが，一般に半径径の増大
ほ'春，シニートが活発に成長している間は樹体全体に，
針葉が活発に伸長している間は樹冠内に生ずる。オーキ
シン仮説によれば，仮導管径はオーキシン源からの距離
および年輪内における形成時期により決定されると考え
られているが’夏の初めには，早材仮導管の半径径には

り

頂端から下方の幹童で連続性があり，季節が進むにつれ
て，仮導管径の減少は（多分利用できるオーキシン基の
減少に伴い),まず幹の基部において生じ，幹の_上方へ，
また年輪内では外側へと進行する。この過程は，樹幹全
i体に細胞直径の小さい仮導管が形成される形成層の休眠

の直前まで続く。晩材仮導管は，2次壁肥厚が半径径の
増大より以上に促進されるときに生ずる。通常，晩材の
2次壁の肥厚は樹冠内の主要なメタポリック・シンクが

充足されたあと，当年葉が光合成産物を，幹をはじめ，

その他の部分へと転流させはじめるころより生じてく

る。この細胞壁肥厚は，樹木基部にまず生じ，半径径の

減少と同様な形で,幹の上方および外側へと進行する(図
4)。その結果，細胞壁肥厚が増加すぁ連続性も頂端か
ら埜部へと生じる。

晩材形成

シュートの仲艮禰発休止休止
針莱の伸艮鵠士,‘，＝易宝招_,!‐《

臼

鱒
○
○
○
○

エ
一
一
一
一

睡
継

休止

衰える
鐘

成長初期成長中期成長終期

晩材を特徴づける半径径の増加と2次壁肥厚の増加
は幹の基部近くで通常始童り，成長期が進むにしたが
い上方に進んでゆく。

図－4

晩材の定義としてよく用いられているのはMorkの定

義であるが，それは，二つの隣接した仮導管の間の共通
の細胞壁の厚さを2倍したものが内腔に等しいか，ある
いはそれより大きいものを晩材とする，というのであ

る。この定義は，スブルースの成熟販導笹について導か

れたもので，未成熟材や漸変的な移行帯をもつ年輪では
移ff型晩材の形成

〆塵

Ⅷ0－ C膨怖"”
|§従維の減少

▲

、、

｜
膜騨累さの地力l

鰯移行型晩材

ヘ

鶴“
単に一方の寸度のみが変化するような移行型晩材も
Morkの定雅による晩材とみなせる

半径径と膜壁厚は独立して変化しうるから，あらゆ
る状態に適合する晩材の定義はないといえる。しばし
ば形成される移行型晩材は真の早材と其の晩材の中間
のものである。

図－5
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晩材についての定義のあいまいなことを示す巻ので参
る。

2）幹形の制御

早晩材移行に変動をひき起こす条件のなかに，幹形に
影響を及ぼすものがある。最も大きく現われるのは,輪
足部の近くまたは枝のない幹である。これらの極大蕊
は，枝の不均等な分布や外部からの成長応力のために生
ずる。木の自璽や風の曲げる力によって生爺る応力は'・
幹に沿う成長量に顕著な再配分をひき起こす（図-7)b
この現象を説明するのに，オーキシン侭説は有効であ
る。たとえば，形成層は同化産物をたくわえるものとし
ては，通常かなり小さいが，風の動揺や曲げ応力の影識
下では，幹の下方に向かってオーキシン濃度は増すこと
になる。オーキシンが多量に供給されると順次大きなﾒ‘
タポリック・シンクとなり，応力のかかっている部位へ
同化産物を引きつける（図－7)。

適合しないし，その応用を意図して定義されたものでも
ない。

半径径と2次壁肥厚は独立して変化しうるから，あら
ゆる状態に適合する晩材の定義ばないといえる（図－
5)。細胞壁の厚さは変わらず，半径径が減少しただけで
も晩材とされることもあるし，半径径がそのままで壁厚
が増加すれば晩材とされる場合も出てくるなど，早材，
晩材といっても任意の概念でああ。材質の評価をすると
きは，概念規定は有用であるが，早材，晩材の形成が理
解され，それらの限界が明らかにされているときにのみ
有用といえる。

早材と晩材の発達を理解するにあたり，樹冠内部で生
じている事態が幹の木材形成過程に反映するという点を
記憶しておくことは重要である。わたくしは成長調節物
質と光合成産物の合成は，樹冠を形づくる諸器官の生育
とともに変化し，これらの樹冠で合成された物質は’引
き続き，形成層の分裂と形成層によりつくられた細胞の
分化の程度を支配するものと考えている。したがって，
幹によって利用可能なある一定戯の光合成産物は，直径
の大きい細胞壁の薄い仮導管によって大きい容職を占め
る材か，あるいは直径の小さい細胞壁の厚い仮導管によ
ってかなり小さい容積を占める材，かのどちらかを生産
するものと考えられる（図－6)。形成層のつくった細胞

ある一定敵の光合生瀧物から
このようなものを形成するこ

とができようa

●

隼

凪で生じた応ｿ｣によって幹の『ド方に
同化産物の再配分をおこす効雌を芯だぶ説

臆L
詔、

の成長瑚犬
の期大
の潮大

曲
物
シ

移行型晩材

、薄瞳
悔
い容執

大径
仮導
大き

】容穣
図－7．

lll1げ応力の結果は，単に幹の応力域へ片寄った成長醤
促すだけでなく，幹の下方に向かっての仮導管特性の連
続性も変える。風の動揺によるこのような変化ばゆるや
かであるが，何年ものあいだには幹形や幹の細りはもち
ろん，形成された材の質にも影響を与える。･成長のパタ
ーンやその原因に関する知見を背景どして，成長条件の､
もとで形成される材質の変動をだいたい説明することが
できるし，そのあるものについては予測することもでき
る。（以下次号）

卿…~~''…'一.．"'一｡"'..~',.ー.…'一.職．－‘，..~，.."~1
7
お詫びと号

辱

ザニ

IN.362の｢木材の形成と材質｣(1)でP.16,17;
ニ ニ

；の図-'と図－2の図が逆にはいって鐙りました【
胃ので慎しんで論詫び申し上げ,訂正いたします。号
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晩材
早材■■一

… 回匡遁回繊鰯鰯 1

－－杢需鶏畿一一一
図－6

が早材仮導管になるのか，あるいは晩材仮導管になるの
かの問題は，林木の内的，外的な諸条件によあことは明
らかであり，またその木がもつ遮伝的なポテンシャルの
範囲内で，高さや年輪内の位瞳により仮導管の発達程度
がかなり広い範囲で変動することもよく知られている。
同じ樹種のなかでもまた大きい変動があり，ある個体の
晩材が，他の個体の早材と同じくらいの半径径を持つこ
ともありうる。このこともまた，一般に用いられている
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いま，わたくしは小品盆栽に熱中している。5，6年

鱸どまえ，友人のYさんに勧められて，シデ，マユミ，

ケヤキ，イロハモミジなどの実生苗を小鉢に植えたのが

，はじまりである。それらが，最近では。小枝をたくさん

i出し，幹もやや太くなって，いくらか盆栽らしい格好に

なってきて,.急に盆栽いじりがおもしろくなってきた。

樹木の自然の姿を学ぶために，そしてもう一つは，盆

栽の新しいネタを仕入れるために，このごろ，よく山歩

きをする。それも，植物を採取しても，だれの気がねも

山､らない近くの雑木林へ行く。形のでき上がった木を山

取り.してくるのではなく，なるべく小さな，それもごく

ありふれた樹種の実生苗をとって，小鉢に植え，その成

長をながめる。これが，また，森林自然を理解するうえ

で，結構いい勉強にもなるのである。

東京近辺の低い山でも，早春の雑木林は実に楽しい。

砥とんど人影のない小径を，コナラ・クヌギ・アカシ

デ,､イヌシデ.・ケヤキ・'エゴノキ・ヤマハンノキなどの

課木を,ながめて歩く。ツグミやジョウピタキのような冬

鳥も､．､るL,ビンズイ・アオジのような，夏は富士山麓

,のようなとこ,ろで繁殖する凝鳥の姿も象える。ウグイス

は笹鳴きか.ら本鳴きへとのどならしを始めるし，シジュ

ウカラはすでにツピツピツピ…と張りのある春の歌を

うたっている。樹木は，小鳥たちに一歩おくれて，3月

末ごろから芽ぶき，アカシデは赤く，イヌシデはうす緑

に，林冠をかす象のように，うっすらと染めるのは，な

ゆともいえないほど美しい。

また，ア功マツが実によい。緑の雑木林の林冠をぬき

釣でて立つ樹紳の，赤く映える木肌は，明るく，優雅な

感じを与える。武蔵野の雑木林になくて朧ならない木で

ある。枯らしたくない木である。

このごろ，東京近廼④山でも”尾根筋の道を歩いてい

愚と，よくアカマツの柑死木に鶴会う、わたくしは，松

くい虫とマツの枯損を､腱してL､.るうちに，樹木の枯死

という一般的な問題に対面せざるをえなくなったが，最

近，雑木林の中を歩いていて，マツがあまりにも派手に

枯れていくのに，広葉樹の枯死がほとんど見あたらない

のはどういうわけか，ふと疑問に思った。

針葉樹は，せん孔虫の寄生を受けると，ほとんど例外
なしに枯死する。葉をまっかに変色させて，バツと枯れ
る。この点はマツでも，カラマツやエゾマツでも同じで

ある。このような，針葉樹の派手な死に方は，せん孔虫
の食害によるよりも，随伴して生じる病原微生物の攻撃
によるらしいことは，前を回にもふれたが，ともかく，

せん孔虫は，針葉樹を攻撃する場合，病原微生物の助け
を借りてまでして，木を殺そうとしているように思われ
る。

針葉樹に比べると，広葉樹の枯死は目だたない。照葉
樹や落葉広葉樹の林の中を歩いていても，枯死木にはめ
ったに出会わない。枯死しないわけではなく，老衰の場

合でも，病虫害に侵された場合でも，ジワジワと枯れて
いくようである（外来病原菌に侵されたニレのオランダ

病やクリの胴枯病などば，自然の姿ではないので，ここ

では問題外とする)。広葉樹にはせん孔虫がいないのか，
というとそうではない。照葉樹のシイやカシにも，落葉
広葉樹のクリ・ナラ・ポプラ・ハンノキなどにも，さま
ざまなせん孔虫が寄生しているのである。

では’なにが，針葉樹と広葉樹の，このような死に方

の違いをもたらしたのであろうか。それは，両者の，せ

ん孔虫に対する対応のし方の違いに原因があるように思
われる。

松くい虫は健康なマツに寄生することはできない。と
きに健康なマツに攻繋をしかけることもあるが，たいて

い，マツの反撃を食って，寄生に成功することはまずな

い。松くい虫に対するマツの抵抗方法は，童だ十分には

解明されていないが，樹脂の働きによることばまちがい

ないようである。松くい虫がマツの樹皮にせん孔する

と，普通，その傷口はすぐ樹脂の粘液で埋められてしま

う。かりに，楼くい虫の幼虫が寄生を始めていても，樹
脂で窒息死してしまう。それに，樹脂の揮発成分には，

どうやら灘性もあるらしいのである。

健康なマツは，樹脂が防波堤となって，形成層部分に

せん入，加害するせん孔虫の寄生を許さない。もし許せ
ば，マツは内樹皮を食害されて枯死してしまうからであ
る。樹皮寄生者に対するマツの防衛は，同時に材部に侵
入するせん孔虫までもシャット・アウトする結果にな

る。このような現象は，マツ属樹種のほか，トウヒ属．

モミ属・カラマツ属樹種などにもゑられる･

健康なマツの樹幹に寄生する例外的な昆虫がいないわ．
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虫は材部に寄生して宿主との共存をはかるようになった

のではないか，と考えたいのである。

樹木が森林生物社会の中で生き残っていくためには’

三つの基本的能力をもっていなければならない。すなわ

ち，立地・気象条件に対する適応力，樹木社会での競争

力，病虫害に対する抵抗力である。

広葉樹と針葉樹を比べて承ると，生き方の点でいろい

ろ異なっているのに気づく。針葉樹は，古く中世代から

生き残ってきた裸子植物の子孫だけあって，地球上のき

びしい環境条件に耐える力が強い。一方，新世代のはじ

めごろから出現した広葉樹は，光合成や種の分散などの

生活力を改良したのであろうか，気象・土壌などの環境

条件のよ↓､ところでは，針葉樹との生存競争に打ち勝

ち，徐之に針葉樹を駆逐しつつあるようである。日本の

場合，自然状態では，暖温帯はシイ・カシの照葉樹，ナ

ラ・シデ・ブナの落葉広葉樹に優占されて，マツ・ス

ギ．ヒノキなどの針葉樹は，不良環嬢件の地域におい

やられてしまう。亜寒帯のような，環境条件のきびしい

地域で，はじめて，シラベ・オオシラピソ・トドマツ・

エゾマツのような針葉樹が安定した姿で出現するように

なるのである。

せん孔虫に対する抵抗性に関しては，針葉樹は樹脂と

いう武器を防衛手段として，せん孔虫の攻喋をはねつけ

た。しかし，樹脂分泌力は，木が衰弱すると急速に衰え

る。それゆえ，老化・蕊境条件の悪化・人為の悪影響な

どで衰弱すると，針葉樹は鮒単にせん孔虫に侵され，枯

死する結果になる。一方，広葉樹は，無抵抗主義という

形で，せん孔虫と共海することに成功してしまった。そ

の結果,かえって長寿を保つようになったのであろう。
針葉樹がせん孔虫の侵入を拒否したことは，実は林業

上，重要な性質になったのである。つまり，針葉樹は健

康に育てれば，無傷の材が得られるが，せん孔虫との共

存策をとった広葉樹ば，いくら健康に育てても，虫くい

材になる。ポプラやハンメキの造林がせん孔虫との戦い

になったことは，このことをよく物語っている。

生物社会では，一般に，相手に対して攻撃あるいは防

衛力を強めれば，相手もまた防衛あるいは攻蛾力を強め

てくる。しかし，無抵抗主義でいくと，相手も攻撃性を

失って，共存をはかるようになるものである。人間も生

物であっ.てみれば蕨なにか思いあたるふしがある。

けではない。たとえば，マツノシンマダラメイガがそう

である。

その幼虫は,体がヌルヌルした粘液でおおわれていて，

樹脂の中でも，おぼれることなく，生きていけるようで

ある。彼らは，樹皮下にいくらかの広さの食痕を作り，
その中で生活する。しかし，マツを枯らすほど広範囲に

加害することはない。健康な針葉樹の樹幹の形成部分へ
の寄生に成功した数少ない昆虫の一つである。

針葉樹に比べると，広葉樹は，特殊なものを除いて，

樹脂をもたない。そして，おもしろいことに，広葉樹に
は，健康木の樹牌に寄生する一次性のせん孔虫がたいへ

ん多いのである。たとえば，シイやカシやナヲにはミヤ

マカミキリやシロスジカミキリが，ポプラにはクワカミ

キリのほかに，コウモリガやスカシバなど，いろいろの

せん孔虫が寄生し，樹幹にポコ鑑コ穴をあける。しか

し，これらのせん孔虫は主として，形成層ではなく材部

に寄生するので，木は枯死することなく，ほぼ寿命がく

るまで生き続けるようである。針葉樹の中でも，樹脂の

少ないスギ・ヒノキには，いくらか広葉樹的性格がみら

れる。

広葉樹がせん孔虫に対して，なぜかくも寛大に寄生を

許すようになったのだろうか。その理由を，わたくしは

次のように推理して染る。

広葉樹とL､えども，せん孔虫によって樹皮下を広範囲

に食害されては生きてはいけない。樹脂をもたない広葉

樹が朧じめてこの世に出現したとき，もし，悪質なせん

孔虫がやってきて，その樹皮下を食い荒らしたと仮定す

れば，その広葉樹は死滅し，それに寄生したせん孔虫も，

餌を失って自滅する結果になったであろう。そのような

樹種は，たとえ一度は存在したとしても，現在まで生き

残ることはできないはずである。現在でも，ニレやケヤ

キなどには，樹皮下に寄生するキクイムシが何種類かい

るが，いずれも寄生力はきわめて弱く，死体分解者的な

性格の虫で，健康木を枯らしはしないのである。

このように，広葉樹には，一次性の材部寄生者が多種

類いるが，危険な形成層寄生者はほとんど存在しないの

である。おそらく，長い進化の過程を通って，そうなっ

たのであろう。健全木の樹皮下に寄生することは，宿主

である樹木といっしょに，寄生者自身をも滅ぼしてしま

う結果になる。それを避けるために，あるものは死物だ

けに寄生し，あるものは宿主を殺す危険の少ない材部に

寄生するようになったのではないかと思われる。つま

り，樹脂という抵抗の武器を持たない広葉樹がせん孔虫

の寄生を大幅に許した結果，昆虫のほうでも形成層に寄

生して宿主を殺すような攻繋法をやめ，一次性のせん孔
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な苦捕である。この苦痛は，朝起きたときがいちばん激
しいように思われる。朝起きたら顔を洗うという習慨
は，いったい，だれが始めたのであろうか。寝ていたも

のが起きる，すわっていたものが立つ，このような姿勢
の変化が,それぞれ,大変な苦痛を伴うものなのである。
しかも，顔を洗うという動作は，着物の前の部分を濡ら

してもよいという条件がない限り，いわゆる「直立」の

姿勢では不可能である。どうしても，前かが象の，いわ

ば「中腰」でない限り，目的を達しないものなのであ
る。いまのわたくしには，いうところの「立ち小便」と

ともに，これほど不愉快な動作はない。濡れたタオルで

顔をぬく･うという代案を考え出すまでに，わたしは，一
週間を要した。

この前の経験から，もっぱら，アンマ，ハリ，キュウ

の類の，いわば東洋医学的な治療に努めているのである

が，一進一退，どうも，はかばかしい効果が上がらない。

こんどの腰痛が始まってから，もう，3週間を越えた。
考えて承ると，こつ､らの治療態度にも，もう一つ，真剣
味に欠けるところがあるのかもしれない。何しろ，この

前のように，立ちも這いもならぬというような激烈な痛
承で始まったのではない。また,じっと寝ている分には，

不快な重圧感は免れないとしても，ほとんど痛象を感じ
ない程度に止まっていることにもよるのだが，立って歩
くにも，ヒピのはいった瀬戸物を抱えているほどの不安

感は免れないが，ともかく，歩くことに支障はないから

である。前からの約束でもあり，毎日，4，5時間は，

列車や，自動車の座席にすわっていなければならない講
演の旅に，4日間も出かけたし，少なくとも，4，5時

間はすわっていなければならない麻雀のおつきあいもし
た。

これじゃ，よくなりっこあり蓑せんよ，と叱られたが，

その代わりと思って,いわゆるゴールデン・ウィークは，
完全に寝て暮らした。ところが，「安制は結構だが，

寝ているばかりがよいわけではないのだそうな。できる

だけ歩くことも必要なのだという。いったい，どうすれ

ばよいのか，と澗績が起きかけるのだが，このような状

態には，結局，時間という薬しかないのかもしれない。

腹の立つのは，ほかの病気の場合と違って，この腰浦
には，いっこうに，周囲のものの同情がないように思わ

れることである。

かたわらの柱にすがって，油汗のにじむような努力を

続けて，顔を洗っているわたしに対して，家人はニヤニ

ャ，笑いをか承殺したような顔つきでながめているので

ある。体験のないものに，この苦し承はわかりっこない

であろう。同じ目にあったある友人は，数メートルの便

林 至
銅 録（6）

腰痛記 おおしまたくじ

大島卓司

(粟發紬）●

融

鐇

この前，これをやったときは，その原因がはっきりし
ていた。そのころは「石」に凝っていて，ちょうど，漬
け物石くらいの大きさの石だったが，それを掘り起こ
そうとしたとき，突然腰に激しい痛承を覚え，そのま

ま，その場にうずく菫ってしまった。立ちも，這いも，
できることではない。しばらくは，そのまま，不格好な
像のように，動けないでいたものである。
正確な名前は何というのか，いまだに知らないでいる

が，「びっくり腰」とか，「ぎっくり腰」とかいうらし
い。医学的にいうと，「椎間板ヘルニア」とかいうのが

それらしいが，今のところ，適切な治療法はまだ見つか
らないでいるようである。そのときは，それこそ「びっ
くり」して，医者にゑてもらったが，レントケソ写真を
とったり，血沈を計ったり，いろいろと調べてはくれた
が，さて，療法となると，どうも効果的な処置をしてく
れたとは思えなかった。結局は，アンマや，ハリや，キ
ュウなどという，いわば，東洋医学的な療治を続けて，

そのうちのどれが，どのように効いたのかわからない

が，いつとはなしにその痛承が薄らいでいったように思

われる。いちばん効果的だったのは「時間」という薬で
はなかったろうか。

そして，それから数年，こんどは災害と同じく，「忘
れたころ」に，突然，また，やってきた。

こんどは，別に重いものを持ったわけではない。ゴル

フクラブを振り回していたわけでもない｡4月の中ごろ，
ある朝，ベットから降りようとしたとたん庭，どこかに

不自然な姿勢をとっていたのであろう。ハツと，息を呑

むような鋭い痛象を腰に感じた。この前ほどの激しい痛
歌ではなかったし，また，その後でも，動けないほどの

痛承が継続したわけではない。起立してし童えば，別に

歩くのに支障があるほどではないのだが，腰のあたりに

錨の延べ板を張りつけられているような重圧感が，いっ

こうにとれないのである。閉口するのは，うつむいたり，
中腰になったりした場合に起こるたとえようもない不快

公
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所へ通うのに数十分を要したという。不思議なのは，こ
の苦痛と戦っている本人自身，痛いことは痛いのだが,
何となく滑稽な気がするのはなぜであろうか。

お蔭で，ゴールデン・ウィークは完全に寝て暮らした
が，世間は相変わらず騒灸しいことである。

その筆頭は，いわゆる「春闘」という奴であろう。労

働者の権利を守る闘争に，別に文句をつけるつもりはな
い。しかし，毎年，決まったようにくり返されるこの
｢型」は，何とか改められぬものであろうか。

いちばん不愉快なのは，おそらくは「同志」であろう
サラリーマンたちの足を奪う交通機関のマヒ状態であ

る。国労や動労によると，順法闘争というのだそうな。
列車を止めてしまうというのなら，まだ，話がわかる。
動かしておいてやたらに途中で止める。通勤の同志にあ
のような迷惑をかけるのがはたして利口な「戦術」なの
であろうか。あれが「順法」なら，平生は「違法」を続
けているというのであろうか。

公共の財産であるはずの電車の横っ腹に，落薔きとし
か思えないへたな文句を書きなぐって承たり，同じよう
なビラを，何十枚もはりつけたりする。終わった後で，
清掃するのは同じ仲間ではないのか。

脈におちないのは，これらに対するジャーナリズムの
取り上げ方である。どう考えても，天変地異にでも対す
るような，あきらめの姿勢としか思えない。特に，何か
集会でもあると，警視庁発表で何千人，という数字に並
べて，主催者側の発表で何万人，という参会者数が必ず

公表される。その相違が2倍や3倍ではない。10倍近
い開きがあるのもまれではないのである。いったい’
だれが，あの主催者側発表の数字を信用するのであろう

か。双方の数字を対比することによって，中立の姿勢を
示したつもりかもしれないが，結果は，主催者側がいか
に嘘つきであるかを広告することになっているのに気づ
かないでいるのであろうか。

ついでながら，もう一つ，ジャーナリズムのあり方で

納得のいかない例を記しておく。

28年をジャソグルで過ごした横井とかいう兵隊さんの
帰国についての扱い方である。

その体験は確かに異常であったには相違ない。その限
りで，これのニュース・バリューを認めないというので

はない。しかし，要するに一兵士の帰還ではないか。

「恥ずかしながら帰って参りました」と，本人もいって
いる。あまりに英雄化し，神格化し，ある意味ではまる
で芸能界のスターででもあるような扱いをしすぎている

のではないか。ヤレ結婚の申込象がどうしたの，皇居前
でどういったの，完全なプライバシーの侵害ではない

か。南の島で死んでいった兵隊の遺族たちが,いったい，
これらのニュースを，どう受け止めているか，考えたこ

とがあるのであろうか。

腰という字は，ニクヅキにカナメと書く。人間の肉体
のなかで，最も肝心カナメな部分であるらしい。この部
分に故障が起きると，その行動に活力が失われるばかり
でなく,精神的にもいろいろな支障が起きるものらしい。
四十肩とか，五十腰とかいうが，ひょっとすると，こ
れは男の直年期」症状のようなものではあるまいか。
ゴールデン．ウィークといわれる行楽シーズンをベッ

トの中で過ごしていたのだから，いろいろなことに腹の
立つのはあたりまえかもしれない。いちばん不愉快であ
ったのは，机に向かっていられないことであった。机に
向かう気になれないことであった。しかし，どうやら’
その峠は越えたらしい。ともかく「腹の立つ」ことでも
書いて承る気になってきたからである。

眼に青葉山ほととぎす初鰹

という句がある。

五月という月は，昔から，「風薫る」とか，「若葉」と
か，何か，さわやかさの代名詞のようにいわれてきた。
しかし，統計的に見ると，必ずしも「五月晴れ」の日ば
かりではないのだそうな。雨や曇りの日の方が多いのだ
という。そういえば，今年ばメイ・ストームという言葉
まで飛び出すほどに，風も吹けば，雨も降っている。ど
うもコカ・コーラや，中山律子さんのコマーシャルのよ
うに「さわやか」にはいきかねるようでもある。
しかし，ともかくも，新しい予算も成立した。林業界
の不振はなお続いている。腰痛などといってはいられな
いときかもしれない。「ガンバラナクッチャァ」である。

－22－

＝

&

‐

、

~

、

凸



＜連載>NlllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllINlllllllllllllllllllllllllllllllll1ll まな保育方法が行なわれ，適切な手を加えれば，それに
応じて価値の高い材の生産ができる。それゆえ，日本の

林業技術や，それをささえる林学も，スギを中心に発展

してきたといっても過言ではないであろう。したがっ

て，スギを中心とした林業，林学に関する報告はきわめ

て多い。スギだけについてまとめられたものとして，佐

藤粥太郎監修の「スギの研究｣(1950)があり，また普及

書として1959年から1961年にかけて坂口勝美監修の

｢日本のスギ」5巻が世に出され，これはさらに1969年

に「スギのすべて」として書きかえられていることをご

承知の方も多いであろう。

このシリーズのスギの執筆者として，力不足を痛感す

るが，身近にある文献を中心に，今後のスギ林業のあり

方にも留意して，その責を果たしたい。なお，スギの生

理・生態的な特性は，このシリーズのヒノキの項で，尾

方がスギにもふれながら書いているので，重複しないよ

うに留意した。

樹種別造林技術総覧

6

スギ（その1）
●

あんどうたかし

安藤貴

（林試・四国支場）

lllllllllllllllINlllllllllllllilINlllllllllINIIIIIIllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll
熱
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1．はじめに

屋久島や魚梁瀬や秋田の天然生のスギを見て，その生

命力のすばらしさに驚き，また吉野や妖肥など有名林業

地のスギ造林地の美しさと豊かさに感動するのは，われ

おれ林業人ばかりではない。

、スギは，わが国の北海道を除いた各地に天然に分布

し，古くから造林され*，わが国の主要造林樹種の中で

も，とりわけ重要な造林樹獅である。表1に示すよう

に，昭和34年，39年，44年の新植地の面積を見ても，

この数年材価の面でヒノキが伸びてきているが，スギの

造林而積は他樹種の比ではない。

このようにスギが植えられる理由は，スギがわが国の

特産樹種でもあり，その加工が容易で，利用の範囲が広

いため，古くから生活の中にはいってきていることはも

ちろんであるが，なによりもその旺盛な成長量によるも

のであろう。単木の成長が大きいだけでなく，単位面積

あたりの生産量が大きく，時には平均成長量が30m3/ha

に達することもあり，他の樹種ではとうていこのような

成長は期待できない。菫た,更新も容易で,品種も多く，

目的に応じて品種を選択することも可能であり，さまざ

表1針葉樹の樹種別新植地面積

（林業統計要覧より）

スギ|ﾋﾉｷIﾏﾂ類噸施の|計

i撫
昭和34年|面積!30,062fO,93058,00675,30

繍耀|(")"""“‘“,"”
162,04913,2556"312;74

－鎌蕊蕊職乳洲
昭和3
昭和3
昭和4

2．品種

スギにはいろいろな性質の違いから，他のものと区分

できる品種がたくさんある。品種の分け方にはいろいろ

あるが，ここでは大きくi)天然生のスギで，他の集団

とその性質（形態・更新・材質等）が違っているもの，

ii)さし木で増殖したもの，に分ける。

i)天然生の品種

広い地域に分布する林木は，地域によって集団の遺伝

的柵成に差があり，これを品種として区別する場合，地

域性品種という。主として気候の差による場合は気候品

種といい，土地因子の差によると思われる場合には立地

陥種あるいは土地的品種といっている。村井三郎氏によ

ると天然生のスギを大きく表日本系統（オモテスギ）と

製日本系統（ウラスギ）に分けている。

表日本系統のスギは太平洋側の，冬でも平均気温が

6.C以上の，雨量の最も多い地方に分布しており，雨量

臆年間3,000～3,500mm,ところによっては4,000

mmを越え，この降雨は冬に少なく，梅雨と台風による

ものが多い。針葉がまっすぐで，にぎると痛い感じがす

るものが多い。

裏日本系統のスギは日本海側の多雪地方に分布し，年

間降水量は2,000～2,500mmで冬の雪，梅雨および台

風によりもたらされる。葉はおおむね内側に曲がってい

て，にぎっても痛く感じないものが多い。

これらのスギは，さらに比較的小地域に局限された地

域品種として分けられているが，その中の主要なものを

あげれば次のとおりである。

ｰ

Z

●

＊スギの人工植栽の股古の記録は仲哀帝2年（193年）神功
皇后凱旋奉甕のため筑紫国香椎宮境内若杉山上木祖権現にス
ギを植えた記或であろうといわれている。
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アキタスギ秋田県の米代川・雄物川．子吉川流域お

よび青森県西南部に天然分布しているスギを総称して呼

んでおり，伏条または立条で成立したものとされている

が，純林老齢状態からの天然更新はむずかしい。広葉樹

との混交林では天然放置で更新しているところもある。

樹皮型によって，アミハダ．I､ヨハダ（トイ）．シロハ

ダ･少､ナレハダ･アカハダ･モチハダの六つのタイプに

分けられることもある。

アジガサワスギ青森県西津軽郡鰺ガ沢町矢倉山国有

林とその付近にあり，天然生のスギとして北限のもので

ある。

アシュウスギ（アシオスギ）京都府北桑田郡京北町

芦生地方のもので，下枝の末梢が長く下垂し，それから

発根して伏条を形成する。

イトシロスギ岐阜県郡上郡高鷲村石徹白の産で，生

育限界は海抜1,420mにも及び，推定樹齢1,200年のも

のもある。耐雪性・耐陰性が強く，更新は伏条によるも

のが大部分で，細い下枝が伏条となり，雪によって地上

をはい，2次・3次の伏条をつくる。生枝が落下して生

立することも推定される。

エンドウスギ（トウハクスギ）岡山県苫田郡富村，

上斉原村，奥津町，鏡野町および鳥取県東伯郡三朝町，

中国山脈の上形峠付近，岡山県側は海抜700～1,100m,

鳥取県側は500m内外のところに広葉樹と混交し，前

者をエソドウスギ，後者をトウハクスギと呼ぶ。根曲が

りが強く，海抜高の高いところのものは立条性が強い。

オキノヤマスギ（チズスギ）鳥取県八頭郡智頭町，

沖ノ山・穂見山・那岐山を中心とした海抜500m以上

に承られ,800～1,000m付近で落葉広葉樹と混交群生

しているものがすぐれている。樹冠形・葉のつき方・針

葉形により，ムラスギ．コムラスギ．イトスギ．ムライ

トスギ・ウカメスギ・アオスギ．クロスギ。ジスギの8

種の形態が認められている。

クマスギ（カプツスギ，コモチスギ，サドヤマクマ.ス

ギ）長野県上水内郡戸偲村，新潟県西頚城郡青海町，

糸魚川市および中頚城郡妙高村，長野県では佐渡山を中

心とした新潟県に近い海抜1,500m付近に，広葉樹に

まざって盛んに伏条でふえ,,広葉樹が除かれると盛んに

成長する。民有林で植栽しているクマスギとは異なる。

新潟県における分布範囲は割合狭いが，海抜商，50～

1,350mに分布し，伏条による繁殖旺盛で雪に強く，針

葉短く枝付角度は大きい。長野県北部で値栽しているク

マスギは，クマスギ・純クマスギ．アカクマスギ．純ア

カクマスギの4型に分けられる。なお，裏日本系の伏条

性のスギをすべてク言スギと称する場合があるが，伏条

性の強さがクマスギと似ているためで，長野地方のクマ

スギ'とは異なる。

シソウスギ（シソウクマスギ）兵庫県宍粟郡山崎町

付近の赤西・音水国有林のものにつけられたもので，長

野県のクマスギと似た性質をもち，伏条更新が多く，枝

先が上を向く性質が強いことが伏条性の根源とされてい、

る。

タテヤマスギ富山県中新川郡立山町，上市町および

下新川郡宇奈月町の立山・剣岳，早尾根鐙よび宇奈月一

帯の海抜500～1,600mの範囲に,.ブナを主とした広葉

樹，またはモミその他の針葉樹と混交し,スギは約60％

を占めている。ブナ坂系（立山)，早月系および宇奈月

系に分けられるが，いずれも耐雪・耐寒性に富象，また

閉鎖した林内でも稚樹を発生するほど耐陰性が大きい。

更新はタネ・伏条および立条によるが，タネによるもの‘

が股も多く，伏条は割合少ない。造林材料としてはさし

木の発根不良のため，タネによる場合が多い。

ハクサンスギ（クワシマスギ）石川県能美郡白峰村，

尾口村，吉野谷村，河内村および小松市の白山を系，海

抜700～1,300m付近にブナ・ミズナラなどと混交して

点生または純林状に分布している。特に桑島地方のもの

をクワシマスギ，また手取川流域のものをそれぞれの地

名からアラシタニスギ，シラミネスギなどの名がある。

きわめて伏条性が強く，タテヤマスギ・イトシロ.スギに

近いものである。

ハチロウスギ（ジャクチスギ，ヒキミスギ）広島・

山口・島根三県境の千両山を塊で，海抜320～1,170m

にブナなどと群生している伏条性のスギで，雪に対する

抵抗性が強いが，材質はやや不良とされている。広島県

ではハチロウスギ，山口県ではジャクチスギ，島根県で

ヒオミスギと呼ぶ。

ホウライジスギ愛知県北設楽郡，南設楽郡，八名

郡，新城市および豊橋市の鳳来寺山を中心とした海抜
250～700mの低地帯iこ残る天然生スギで，オモテスギ

のタイプであるが，純ホウライジ系の造林的性質はウラ

スギの性質を，イシマキ系はオモテスギの性質を示す。

ミョウケンスギ兵庫県養父郡八鹿町の妙見山の頂

上から中腹にかけて分布する天然スギをいう。根元が太

く，樹幹は雪圧を受けても自体の反発力でもとにもどる

ほど耐雪性が大きい。稚樹の間は成長遅く，30～40年生

でようやく旺盛となり，結実期は80～'90年生以上であ

る。現地ではオスギとメスギの二つに分けている。なお，

東大千葉県演習林妙見山のスギ．もミョウケンスギと呼ぶ

ことがあるが，全然違うものである。

ムラスギ新潟県村上市，岩船郡関川村，北蒲原郡黒

川村，新発田市および東蒲原郡三川村，上川村の飯豊山

6
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麓および御神楽岳を中心とした一帯のスギをいい，海抜
400m以上でブナを主とした原生林内に点生，群生ある

いは純林状を呈し,1,100m以上にも分布する。雪に強
く，枝付角度が大きい。更新はおもに伏条・立条による

が，結実性が高いので，天然下種も見られる。

ヤクスギ（オニスギ，サツマスギ,・ヤクシマスギ）

鹿児島県屋久島の奥岳山海抜300m以上に分布する。
700年以上のものをヤクスギといい，海抜700～1,600m

のところにあり，樹脂分が多くて伐倒木を長期間放隠し

ても腐らない。老齢巨木のヤクスギの周囲に発生したも

のをコスギといい，’00～300年のものが多い。天然更新

に北面より南西斜面に稚樹が多く，平坦地。谷間で生育
がよい。

ヤナセスギ澗知県安芸郡馬路村，北川村および安芸
市の安芸・安田・奈半利川上流で海抜500～1,000mの

地帯に分布し，モミ・ツガや広葉樹と混生した天然生の

ス麦で，樹冠型によりa～dまたは’～Vのタイプに分

けられることがある。タネによる養苗は容易であるが，
さし木の発根性が劣る。

ii)さし木品種

さし木によって増殖されるスギ品種には，人為的に積
極的に育成され，クローンとしてさし木によって増殖さ
れている育成品種と，天然林や人工造林地から発根容易
なものを選んで，さし木によって増殖することにより，

遺伝子型分散の少ない，外部形態のほぼ相似したものの

集まり，つまり混系（クローン・コンプレックス）とが

ある。九州のさし木スギ品種の大部分は後者に属する。
代表的なものを次に示す。

アオスギ九州中北部で造林され，冬期針葉が紅変し

ないのでこの名がある。耐乾性があり，晩生型で枝はや

や伏条性を示し，結実が遅く，幼時に根曲がりする。

アヤスギ九州中北部に造林されている。耐乾性・耐

寒性があるが風に弱い。幼時根もとがやや曲がり，晩生
型である。

ウラセバル大分県日田市大字五和字三春原に産す

る。成長はかなり早い。耐雪性・耐寒性はあるが耐乾性

に乏しい。養分の要求量が大きいので適地の幅が狭い。
ヒノデスギばウラセバルのうちの数個体をさし木で増殖
したものである。

オビアカ鮫肥林業として知られている宮崎県南部の

旧飲肥藩内で約300年前から，さし木増殖されてきたオ

ピスギの中の代表的な品種で，造船用の弁甲材･に用いら

れる。オビスギにはオピアカ，アラカワ，ガリン,1､サ

アカ,l､サグロ，クロ，タノアカ等いろいろな品種があ

るが，オピアカは材が軽く，死節が少なく，偽年輪が多

く’弁甲材に最も適している。オピスギの中で成長が早
いのはアラカワで，トサアカ・トサグ戸がこれに次ぐ。

カケヤマスギ高知県南国市影山国有林から堀内雍喜
氏が耐涛性のスギとして5個体を選抜し，クローン増殖
したもので，当初カケヤマ1～5号としたが,､その中の

3クローンを巨峯，精繊，秀嶺と名づけた。土地条件に
対して適応の幅が広い。

キジン鹿児島県鹿屋市野里町の中島方助氏が数十年

前から植栽していたもので，根元がわずかに曲がるが耐

乾性があり，幼時の成長はかなり早いため全国に試植さ

れているが，適地選択の幅が狭く，スギノタマバエの被
害を受けやすいとされている。

クモトオシ熊本県菊池郡水源村の武藤品雄氏が三シ

ノスギの中から選抜して育成したクローンである。初期

成長がよいので全国的に試植されている。土壌条件のよ
いところでは良好な成長をするが，乾燥地では成長がき

わめて劣り，ハダニ，キクイムシの被害に弱いといわれ
ている。

サンブスギ千葉県山武郡の山武林業に用いられてい

るスギで，さし木のカンノウスギと実生のポッタスギを

合わせて呼ばれていたが，現在はカンノウスギを意味す

る。約200年前からさし木で増殖されてきた。成長はや

や晩生型であるが，幹は通直完満で，枝は細く短く，樹

冠直径ば小さい。結実はまれで，耐乾性が強いといわれ
ている◎

シバハラシロスギと同様京都市北山林業の品種で寧

牌はやや梢殺で，材の色は劣るが成長が早く，立条性が

強く，造林が容易で,現在最も多く植栽されている。
シロスギ北山林業で承がき丸太用に古くから育成さ

れたもので，材の表而が白いところからこの名がある。

立条性と耐陰性が強く，台木仕立てが容易にできる。し

かし成長は遅く，土地を選ぶ傾向が強い。ホンジロ・ミ

ネヤマジロ，ホウズキジロ，コンタニジロの4品種に細

別され，外観的には単一クローンに近い。ホンジロは枝

角が大きく，枝打ちのあとの癒合はよい。幹は完満で材

に亀裂を生じにくく轌，材表面の純白を長く保ち，シロス

ギ系の中でもっともすぐれている。ミネヤマジロは枝角

が小さく，枝が太く，枝打ち後の癒合はよくないため，

傷あとがくぼ承やすい。しかしシロスギ系で特に耐陰性

と立条性が強いため，古い台スギ仕立てはこの品種のも

のが多い。ホウズキジロとコンタニジロは現在はほとん

ど造林されていない。

タネスギ田根林業として知られている滋賀県浅井郡

田根村のスギで，結実生少なく，耐陰性が強いので択伐

林作業に使われている。
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ベレリン水溶液を樹幹に注入する方法がとられる。薬蛍

については今後の検討にまたなければならない'が，胸高

直径40cm,樹高25m程度の母樹に100ppm溶液を
2J注入して好結果を得た報告や，胸高直径80cm,樹

高30mのヤナセスギ天然木に十分に結実させるために

は,100ppm溶液を4Z注入することが必要であろうと

する報告から考えると，幹材積1m3当たりのジベレリ

ン施用燭:を70～150mgとすれば，一応の効果は期待で
きそうである。ジベレリン処理を行なう時期は，花芽の
分化のはじまる直前，地方によって違うが’6月下旬か
らおそくも7月中旬には終わらせる必要があろう。球果

の採取適期は，球果が開きはじめ’タネの飛散する直前
が理想とされている。十分な観察によって，適期をのが
さず採取することが必要である。スギのタネは，たんに

袋に入れ室内に放置した場合に，その発芽率は1年以内
に消失するので，容器に密封し，種子貯蔵庫や冷蔵庫で
低温貯蔵することが必要である。この場合に，表2に示
すように，容器中にアドソールを乾燥剤として封入した
ほうが効果は大きい。

表2スギのタネを貯蔵した効果の比較例（小沢）

トミススギ兵庫県宍粟郡山崎町の松下仙蔵氏が九州
から移入した品種を分けて増殖したもので，松下1号は
アヤスギ，2号はヤブクグリ，3号はヤベホンスギ，4

号はウラセバル，5号はホンスギの系統と承られる。
ニホンバレ栃木県日光市小来川町の福田孫多氏が特

徴ある個体を2Oあまり選び，クローン増殖したものの
代表的な一つである。現在なお検定の段階である。
ハライガワスギ鹿児島県鹿屋市祓川の岡本助右衛門
氏により同地のスギから選抜されたもので，地元ではス
ケエモンとも呼ばれている。スギノタマバエの被害を受

けないといわれている。

ボカスギ富山県西砺波郡では古くからさし木造林が
行なわれ，リョウワスギ，ベッショスギ，イバラスギ，
ボカスギ，ハラマキスギの5品種が知られている。大正

末期から昭和初期にかけて電柱材の需要が急増し，特に
ボカスギの名を高めた。成長は早いが，雪害に弱く，年

輪幅広く，材質は悪い。最近は電柱材の需要減と材質上
‘の問題から地元では植栽が減っている。

ホンスギ九州北部に多く，土壌条件のよいところで

オまよい成長をする。晩生種で，クローネが小さい。

メアサ九州南部に多く，耐乾性が強く，桜島火山系

のシラス地帯でよい成長を示す。やや晩生型で，幹が曲

がりやすい。

ヤブクグリ大分県日田地方，熊本県小国地方，福岡

県八女地方などで造林されており，幼時の成長は早い。

幼時幹の下部で根曲がりを生じやすい。日田地方ではイ
ンタローまたはイソスギと呼ばれる。
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貯貯蔵前

発芽率貯蔽方法 1

"!%|-Z-%|%
室内放置(標準）82．70．0－－

79．871．267．558．8
容器密封のみ〃 （2.9)(11.5)(15.2)(23.9）

L(2･2)I(;3,)(脇|〔露）
80．579．6

アドソール混用〃
－1(z2LE

（注）1．充電粒に対する真正発芽率で，（）内は低下率を示す
2．発芽試験粒数はそれぞれ500粒，発芽温度23oC±1.C
3．いずれも発芽試験用サンプル摘出後，そのつど容器を

3．青苗

スギの造林用苗木は，タネをまきつけて実生苗を養成

する場合と，さし木苗による場合がある。

i)クネ

育種那業の進展に伴い，将来は採種園からタネが供給
されることになろうが，なお当分の間は，優良な採種林

から得られたタネによって苗木を生産する必要がある。
スギの結実性状態を調べた結果をみると，同じ年でも地

域によって豊凶の度合はまちまちであるが，全国的に挫
作または凶作を示す年もある。しかし，ほぼ2～3年の

周期をおいて豊作に近い結実がゑられる。着果促進のた

めに，林分の疎開，施肥，環状剥皮，ジベレリン処理等

が行なわれているが，スギの場合に最も効果的な方法は
ジベレリソ処理である。ジベレリン処理は，地際に近､、

ところに，等間隔に手まわしドリルで径12mm,深さ

40～50mmの材部に達する穴を4～5コあけ，頬粒状

ジベレリンをつめ，栓をする方法か，50～100ppmのジ

密封して冷蔵庫に格納

ii)実生苗の義成

まきつけ床の準備とまきつけ苗畑は礫の少ない，水
はけのよいところがよい。施肥は苗畑の状態に応じえか

表3スギのまきつけ床施肥量の計算例
（松下，育苗手帳より）
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ようにする必要があり，このためにはチッソ肥料の施肥

は8月下旬以降は打ち切り，8月末から9月中旬にかけ

て根切りをして，早く成長を止め，カリ肥料を8月下旬

～9月上旬に施すと効果がある。スギの稚苗は立枯病の

被害を受けやすく，また赤紬病，くもの巣病，雪ぐされ

病等にかかりやすい。まきつけ床の排水に留意し，水分

が停滞しないようにして，風とおしをよくするなど，病

害の起こりにくい環境を整えるとともに，春から秋にか

けて，予防のためにボルドー液（4-4式）を2週間おき

に散布することが必要である。特に梅雨期や台風のあと

には病害が発生しやすいので，よく観察し，早期発見に

つとめる。

床がえ床の準備と床がえスギの実生苗は，1回また

は2回床がえを行ない，満2年か3年で山出しするのが

普通である。床がえの噸切は，タネのまきつけと同様春

と秋に行なうが，春に行なうことが多い。スギの地上部

の成長が始まるのは，日本の西南部で4月上～中旬，東

北地方で5月上～中旬であるが，根はこれよりも早く成

長をはじめるので，，3月中～下旬から，場所によっては

4月下旬ぐらいまでが春の床がえの適期である。秋の床

がえは9～10月に行なう。施肥を苗畑の状況に応じて変

えることは，まきつけ床と同じである。スギ1年生苗を

36本/m2に床がえし，平均苗長35cm,平均苗重759(生

重)，満2年で山出しする場合の床がえ床の施肥髄の計

算例を表4に示す。根切虫や線虫の防除は童きつけ床と

表4スギの床がえ床施肥篭の計算例

（松下，育苗手帳より）

えることが必要であるが，1本の苗木の股終の重さを4

9(生重）とし，仕立本数を700～800本/m2とした場合

のまきつけ床の施肥量の計算例を表3に示す。施肥は，

特に無機チッソ過多にならないように留意し，また，マ

グネシウム・マンガン・鉄などの微量要素が欠乏するこ

ともあるから，成長経過をよく観察し，葉の色が正常か

否かを注意しなければならない。土壌の酸度はpHが

5～6の範囲にあればよいが，極端にpHが低い場合に

は石灰によって補正することが必要である。特に立枯病

の発生しやすい苗畑では,pHを5.5以下に保つのが安

全である。根切虫の害を防ぐためにばダイアジノン，ハ

イジネット，スミチオン等，土壌線虫の多いところでは

クロールピクリン,EDB等,立枯病防除のためにはクロ

ールピクリン，タチガレン等によって，まきつけ前に土

壌処理を行なう必要がある。また，まきつけ前にタネは

ウスプルン等により消毒しておかなければならない。タ

ネのまきつけは，一般に春に行なわれるが，多雪地帯で

は秋にも行なわれる。秋まきは，タネを採取してから雪

の降るまでに行ない，春まきは，場所によって違うが

3月上旬から4月中旬に行なうのが普通である。童きつ

け量は，タネの発芽率が40％の場合には229/m2,20

％の場合にぱ吟529/m2を標準量とする。まきつけのあ

と，ニッブ乳剤を散布しておくと雑草の発生をおさえる

ことができる。

まきつけ床の管理まきつけ後普通発芽まで2～3週

間かかり，発芽完了蓑でさらに1週間くらいかかる。発

芽後，日射が強く，床が乾燥する場合には日ヨケをする。

日ヨケは遮光度が40～50％程度のものがよい。発芽が

完了したあと，時期を承て間引きを行なう。間引きは苗

木の成長周期を考慮にいれ，最終仕立密度が500～800

*/m2となるように2～3回に分けて行なう。梅雨期の

はじめごろや，8月中～下旬は間引きの適期である。ま

きつけ床では，普通，苗木は非常に小さいので，雑草と

の競争に弱いため，雑草はなるべく小さ↓,うちに取り除

く必要がある。除草を人手で行なう場合には，根を引き

ぬくように行なう。この際周囲の苗木を浮き上がらせ，

その成長に悪影響を与えないようにすることが必要であ

る。近年苗畑除草剤の研究が進象，うまく使うことによ

って，労力的にも経費的にも，人力除草より大幅に低く

できるようになっている（苗畑における除草剤の使用法

については，このシリーズのヒノキの項を参照された

い)。冬の寒さのきびしい地方では，まきつけ床で苗木

が寒害にかかることがある。霜注意報などに留意し，危

険の予想されるときには，前日の夕方に霜ヨケをする必

要がある。早霜の害を防ぐには，苗木が秋伸びをしない
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同様に考えればよい｡床がえ用の苗木は，苗高により大

きさを区分し，根の長さを1年生の床がえ苗は10～121

cm,2年生床がえ苗は12～13cmに押切器等によって

切りそろえたあと植えつける。床がえの形式として，床

植えをする場合と，ウネを作って列植えをする場合があ、

る。床植えの場合は，植栽間隔を1年生苗の場合8～151

cm,2年生苗の場合12～20cmとして，方形植にする

場合が多い。列植えは列間50cm,苗間10～15cmと
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する。したがって，列植えは床植えに比べ植栽密度が低

くなる。床がえ密度は図1に示すように，苗木の形質に

大きく影響するので，あまり密に植えることはよくな

い｡

せて，育苗期間を見込んでポッ1､に稚苗を植えつける。

高知営林局では，スギの場合，山出し時の苗高を30cm

とし，育苗期間を3～4カ月としている。このために，

鉢に移植する時期にあわせて，ビニールハウスや簡易な

温室にタネをまきつけ，稚苗の育成を行なうこともあ

る。鉢植えした苗木は，ビニール"､ウスや苗畑の露地に

並べるが，成長に伴い根が地中にはいるのを防ぐため，

スノコを用意するか，ビニールを敷き，鉢を直接土の上

に瞳かないようにする。植えつけ後の管理で股も重要な

ことは水分管理である。樅水は1日2回ぐらいは必要と

されている。野外に鉢を瞳く場合，梅雨期には過湿にな

り，根ぐされを起こしやすいので，この時期の水分管理

は特に注意を要する。苗木を移植後2～3週間で根がポ

ットの外に出てくるが，この根が出ては枯れ，出ては枯

れて，やがて鉢の中にルート・ポールと呼ばれる根のか

たまりができる。ポッI､育苗の問題点は山出しの時に運

蛾の経費が多くかかることである。培養土に土の割合が

多いと，山出しの時に重くなり鉢がこわれやすい。この

ために，運搬専用の箱が使われる。

iii)さし木苗の養成

さし木苗は実生苗に比べ赤枯病に強く，また寒害を受

けにくいといわれている。さし木苗を事業の規模で養成

するためには，発根率の高い材料を使う必要がある。

採穂時期など同じスギの品種でも，親木の環境，年

齢，樹冠の部分，採穂枝の状態により発根率は著しく異

なる。スギのさし木によい時期は，さし穂に養分や成長

ホルモンなどが多くたくわえられて，気温が18～22｡C

の時とされている。普通，スギのさし木は，春先新芽が

動きばじめるころから，新芽が米粒大になるころに行な

うのがよいといわれている。親木の年齢ほ古いほど発根

率が低い。しかし，スギのさし木は世代を重ねると発根

がよくなるといわれ，第1代に21％の発根率だったも

のが，2代に33％，3代に68％になった例がある。さ

し穂をとる場合，樹冠の位置で発根率に遠いがみられ

る。採穂の位置と発根率の関係は品種により違いがあ

り，ヤブクグリやクマスギは下の方が，ウラセバルやミ

ネヤマジロは上の方がよいとされているが，オピアカや

ホンジロはどちらともいえないという。多雪地帯の伏条

性の天然スギは下の枝の方が発根がよい。樹冠の南北の

位腫については，暖かい地方では日射が強すぎて，南側

の枝は葉が小さくなり，水分や栄蕊物質が少なく，発根

が悪いといわれる。スギの萠芽枝の発根がよいことはよ

く知られているが，これは全チッソ鐙が多く，成長ホル

モンも多いためと考えられている。一般に，1本の枝の

先端からだけさし穂をとるのがよく，側枝は発根が劣る
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図1床がえ密度と苗木の形質（安藤・宮本）

床がえ床の管理床がえ床は固定的に日ヨケをしない

のが普通である。除草は列植えの場合には機械の導入が

河能であるが，床植えの場合は機械の使用はむずかし

Iい。除草剤の使用は，蓑きつけ床と同様に効果をあげる

ことができる。スギの床がえ床で最も恐ろしい病害は赤

粘病である。床がえ用の苗を掘り取る前にボルドー液を

敵布し，掘取り時に病苗を取り除くとともに，床がえ後

もなるべく早い時期にボルドー液を散布する。苗木が大

意くなって，枝葉がこ承あってきた場合には,‘特に注意

･して，下葉にも十分に薬液がかかるように留意する。最

近，自動化の進んだ苗畑で，薬剤の散布回数が多いにも

かかわらず病害の発生が多いところがあるが，形式的な

薬剤散布に終わらないようにしなければならない。苗木

が寒害にかかるのを防ぐため，秋伸びしないように施肥

‘に注意し，秋口に根切りを行ない，丈夫な苗木を作るよ

うに努める。春の床がえの場合には，次の冬には特別な

寒害の予防施設をしないのが普通である。

ポット育苗最近の労動事情の悪化に伴い，鉢つき苗

による植栽時期の周年化をねらいとして，ポット育苗の

技術が開発されている。ポットの材料としてはビート，

紙，合成鋤旨等が用いられる。最も普通に用いられるも

,のばビートによるジフィーポットであるが，他の材料の

ものに比し価格の高いのが難点である。培義土としては

､土，ピートモス，堆肥，モミガラくん炭等を適当に混合

して使う。肥料は基肥を少なくして，追肥を主にした方

がよい結果が得られる場合が多い。山出しの時期にあわ

一
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Q
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ので用い癒いが，アヤスギ，ホンスギ，メアサのように

側枝が発達しやすい品種では側枝の方が発根のよいこと
がある。

穂づくりさし穂の年齢は，つくろうとするさし穂の
大きさや組織の状態などによる発根の難易によって決ま
る。スギでは普通さし穂のもとの部分に1年生室たは2

年生（前年に伸びた部分を1年生，前々 年に伸びた部分
を2年生と呼ぶ）の部分をつける。さし穂の長さは，親
木の品種的特性，目的とする山出し苗の大きさ，さしつ

け方法，枝の成長状態，年齢などによって違う。南日本
では35cm,北日本では25cm,その中間で30cmく

らい，また早生の品種は35～40cm,晩生は25～30cm,

I中生は30～35cmぐらいの長さの穂を用いることが多
､い･親木からとられたさし穂は，茎と葉の重さの比が
1/3～1/5になるように，さし穂の長さの1/2～1/3の葉
をとり除き，さし穂のさしつけ部分を切りなおし，穂づ
くりをする。さしつけ部分の切り方にはいろいろある

が，早く癒合組織ができ，さしつけの際に樹皮がむけな
↓､ように，吸水をよくするために切り口を大きく，作業

がしやすく，切り口面が土に密着するように，形成層は
なるべく広くするとよいとされているが，これらを同時

‘に満足させる切り方はない。普通，よく切れる刃物で，
･切り口が楕円形になるように45～60.の傾きでななめに

切って，切り口の長さの1/3～1/聖の切返しをつける方
法によることが多い。

発根促進処理さし木の発根促進処理については，多
くの方法に検討が加えられているが，事業的な規模でス

等のさし木苗を養成する時に使える方法としてはホルモ

･ﾝ処理と尿素の葉面散布があげられる。ホルモン処理と

．しては，さし穂の切り口をアルファ・ナフタリン酢酸ソ

ーダ0.002～0.02％の水溶液に12～24時間つけるか，

インドールー3-酢酸の0.05％水溶液に3～6時間つける

方法がとられる。最近インドール酪酸0.009％水溶液

24時間処理によって好成績をあげている。尿素の葉面散

布は0.5～1.0％水溶液をさし穂1本当たりの目方の1/3
‘～1/2を数回散布する。

さし床さし床は，さし木の期間中雨が多く，空中お

よび土壌の湿度が十分で，気温と地温が比較的高く，そ

の差力;少なく，日変化も少ない風当たり､の少な｡く，水
利の便のあるところがよい。床土は保水性，透水性，通

気性があり，腐敗菌や害虫のいない，または繁殖しにく

い土がよい。したがって，鹿沼土，砂と赤土（心土）の

混合土，砂と水ごげをまぜたもの，バーミキュライト等

がよい。また，火山灰の風化土，雲母片岩，蛇紋岩の風

化土，赤土（関東ロームなど，ただし粘土質が強すぎる

とよくない)，細かい砂土，砂質壌土，壌土なども適当

であるc露地ざしの場合には，さし床を主として水分条

件によって，あげ床，平床，低床にする。

さしつけ方法露地ざしで普通に行なわれる方法は案

内樺で穴をあけざしつけるか，クワで溝を掘り，底を足

で強く踏象つけ，さし穂を並べてさしつけ，土をかける

くわざしで，乾燥する場所ではねりざしや半ねりざしも

行なわれる。さしつけの深さば，乾燥しやすい土ではさ

し穂の長さの1/3～1/2，湿度の多い土では1/3よりや

や浅く，一般には8～12cmぐらいとする。さしつけ間

隔は，普通の大きさの穂では苗間を6～10cm,列間は

除草や薬剤散布のためやや広く12～15cmとする。

さしつけ後の管理さし穂はさしつけ後1週間ぐらい

の間の乾燥には特に注意を要する。発根のよくない材料

をさしつけた場合や，乾燥しているときにさしつけた場

合には，さしつけ後直ちに十分に潅水する。それ以後

も，乾燥する場合にはもちろん瀧水が必要である。この

ためには潅水装置があると都合がよい。スギの発根に適

当な地温は20～25.Cといわれている。したがって，地

温の上がりにくいところでは，あらかじめ電熱温床にし

ておくとよい。発根しやすい材料の場合には，日ヨケを

する必要はないが，発根のよくないものの場合には日ヨ

ケをするとよい。しかし，発根をはじめたら，特に乾燥

しない限り取り除いた方がよい。雑草は小さいうちに取

り除くのがよいが，さし穂が根づくまでは行なわない方

がよい。あまり雑草の繁茂がひどいときには，雨続きの

日を選び，さし穂の根もとを動かさないように注意して

除草を行なう。
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会峰員･2広場
一

公害防止関係法と森林緑地

しらいじゅんろう

白井純郎

（林試関西支場）

この2，3年都市公害問題が毎日のように，マスコミ

によりにぎにぎしく取り上げられている。その起因する

ところは急速かつ無計画な高度成長のもたらしたひず承

であり，欧米でば日本ほど人口稠密でない点にもよる

が，成長にある程度計画性を持たせ公害予防対策を加味

したため，日本のようにてんやわんやの騒ぎほどに至っ

ていない。この点エコノミック・スレイドと悪口雑言を

たたかれてもやむをえまい。

広い意味での自然破壊の公害は世界共通の大問題で，

特にわが国では国士の7割を占める森林経営の今後のあ

り方が，公害防止に重要な役割を果たすことは多言を要

しない。しかし，一方大都市の広域公害に対し森林の果

たしうる機能はおそらく局地的なものにとどまり，過大

評価はできまい。

もっとも，公害といってもきわめて広脆囲にわたって

おり，公害防止蕊本法での公害とは窺業活動その他人の

活動に伴って生ずる相当広範囲にわたる大気の汚染，水

質汚濁，土壌汚染，騒音，振動，地盤の沈下および悪臭

にまって人の健康または生活環境に係る被害と定議して

いる。後の3者はまず森林と無縁といってよいが，他は

多少とも樹木と関連がある。

法では公害防止の直接手段としての排出規制や土地利

用，開発規制等のほかに緩鰯地帯の設侭公害防止に資す

るような緑地の保全，その他自然環境の保謹に努めるこ

とが義務づけられている。これと関連して公害上問題の

多い県でば，条例をもってさらに具体的に自然環境の保

全，工場周辺の緑地帯の設定等，生活環境施設の整備が

うたわれており，すでに全国'0カ所あまりの新産業都市

地帯では工場周縁に緑地帯が造成されつつあるようであ

る。緑地帯の設定は観念的に二つの重要な意義があると

思われる。

なるほど都市民の緑へのあこがれは根強いものがあ

り，たとえ一木一草の緑でも精神的安らぎを覚えるもの

で，緑地帯となるとなおその価値は大きい。しかし，そ

れば精神的な面であプラスであり，物質的な面での公害

防止の直接効果についてはその数量的な評価はむずかし

い。もっともそれは公害因子の種類によって当然その効

果の程度が違ってくる。たとえば騒音について工場周辺

の緑地帯はある程度の防音効果は期待できるが，その効

果と森林帯の中や密度等との関係についてはまだ明らか

でないようであるが，理論的には防風林とよく似ている

（もっとも風には音のように距離による逓減効果はない

が）ので，防風林については，これまでの風どう試験や

海岸防風林帯についての観測試料があり，多少参考とな

りうるであろう。昨今問題となっている空港周辺の防音

林については地上での騒音はともかく，空からの騒音に

ついては無力に等しいと思える。

ちな承に，東京都の明治神宮や新宿御苑，皇居等での

騒音調査では外界の都電付近の騒音は約80ホーンに対し、

中心部（騒音源から500m以上)では約40～50ホーン

であったと報告されている。ただしこれには距離による

減殺効果は含まれてのことだが，防音用の構造物で最も

効果的なブロックモルタルで音の減衰は15～20ホーン，

鉄筋コンクリートで10～15ホーン程度とされているか

ら，上下とも充実した林帯の効果は相当期待されそうで
その効果の数鐙的検討が望まれる。

都市公害で現実に最も問題となっているのは，大気汚

染，水質汚濁であるが，このうち大気汚染物質のぱいえ

ん（硫黄酸化物，カドミウム，塩素，鉛化合物，ふんじ

ん)，自動車排出ガス（一酸化炭素，窒素酸化物，炭化

水素，ホルムアルデヒド）に対し樹木が多少とも浄化作

用を示す能力があるのか，逆に樹葉自体がどれほどの抵

抗性があるのか不明な点が多く，わずかに代表的な有害

ガスであるSO2fa,複合的な大気汚染ガスに対する樹

木の抵抗性が国ならびに県の一部の林試や千葉大学等で

研究されているにすぎないようである。大気汚染ガスは

工場の種類や地域により異なることが予想されるので，

それぞれのガスについての各樹種の反応を調べなければ

効果的な緑地帯の設定が不可能なので早急にその方面の

研究が推進されるべきであろう。公害の一大中心地であ

る大阪の府立農林技術センターでは，大規模の施設を使

って各種庭園樹苗のいろいろのガスに対する抵抗性の試

験が試染られているが，技術者の不定などのため十分な

進展を見ていないようである。

いずれにしろ極度に大気が汚染された現状では樹木に

よる浄化は無理で，誉ずは燃料の完全燃焼技術，脱硫技

術の改良，高煙突等による有害物質の拡散法等，公害源

への対策を柱とし，徐点に緑地を取りもどし，生活環境

の改善をはかることが法の精神にかなうものといってよ

い。
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もし早急に都市の生活環境改善を望むとすれば，特に

公害の著しい工場を山地へ移転させるしか方法があるま

い。その場合整地の経磯，交通運輸の不利，従業員の生

活環境の不便等，もろもろの障害が当然予想されるが多

数都市民の健康を優先的に考噸し，また,平地での大気，
水質浄化に莫大な経我を要することを勘案するならば，

あながち単なる夢の計画と一笑に付することはできない

かもしれない。また廃水の処理にしても生物的ならびに

化学的処理を施した廃水を林内に導き森林土壌パクテリ

アによって汚水の浄化が考えられる場合によっては林地

職既の機能を多少とも果たしうるかもしれない。工場の

種類によってはいろいろの面から総合的に判断してプラ

スとなるものもありそうで，将来海の汚染がさらに激化

すればその実現化の可能性ばある。もっとも自然環境の

破壊となると法の精神に反する･ので公共のための景観地
等を避けねばならぬのは当然である。

もともと山地に繊物溌源を有する鉱山などでは，その

交通，運輸上の諸障害を克服して山地に製錬所，付属工

場を中心として工場都市を展開している例も少なくな

い。しかし反面古くは足尾銅山に端を発し，最近では神

通川,阿賀野川事件等々 各所に捕ましい公害事伴を発生
しており，特に重金属イオンを含む廃水はきわめて有毒

なので沈澱分離イオン交換，電気化学等いろいろの化

学的処理法を併用して環境基準に達しないよう，人間は

もちろん生物の生活環境保全に十分注意すべきことはい
うまでもない。

もっともこれら重金属イオンによる公害は特殊な工場

で小規模なものが多いが，その被害ほ深刻なので徹底的

な防止施設を義務づけることが必要である。この際都市

の大公害の発生源となっている工場はその立地的重要度

を勘案して思いきって適宜過疎地帯に疎開させることは
産業優先より人間尊重の立場から好ましいことと思われ

る。狭い国土の中で表日本の一部の承過密公害に悩象，

他の多くは立地上の多少の不利はあるとしても，過疎地

帯として葬り去られようとしているの朧皮肉な現象で，

もっと効率的なかたよりの少ない新産業立地計画の再検
討を望承たいものである。

とにかく今回公布された公害防止関係法は森林緑地に

期待する条項は十分ではない。これは急速に深刻化した

過密都市公害に対する頓服薬的応急的治療法であって満

足なものとはいいがたい。理想的な都市計画とは地形，

気象条件をも配撤して緑豊かな緑地帯に囲まれた工場地

帯と住宅，商業区域を完全に分離することが望ましい。

現在の公害都市は各企業が単に自らの経済的利益の承

を追及し，自然環境の保全はもちろん，住民の福祉を無

視した工場群の雑居した都市で，まさに公害無防備都市

といってよく，そこには健全な経済の発展はありえず’

いずれは死の街と化するであろう。公害防止技術の開

発，設備の充実が早急に望めそうにないから，この際英

断をもって公害激甚工場の疎開を推進し，そこに健康的

な緑地を確保できるよう行政当局の強力な指導を望むと

ともにわれら林業技術者もこの方面の樹木の生理，生態

の研究を推し進め緑に恵まれた無公害工業都市の建設に

協力する責務があると浦感するのである。

匿
1．はじめに

昭和46年10月31日，広島市内で行なわれたシンポジウ

ムの第1会場は，表題のようなテーマのもとに討議が行

なわれた。地元広島県の林業試験場長という立場上,座

長をおおせつかったが，途方もない大問題にどう取りつ

き，どのように話合いのカジを取ったらせっかくの集会

を意義あるものになしうるのか，童ったく困惑せざるを

えない難役であった。

もちろん，このような総合的なシンポジウムは，話題

提供者の問題点の提起に終わるものだが，そればそれな

りに会負互いの意見の交換の中から林業を取り重く諸問

題の解決や悩承の解消に一歩でも近づくきっかけを探る

ことになるのであり，林学会開催の意義もまたこの辺に

あるものと考え，当日の経紳を報告する。なお参会者は

約250名であった。

2．話題提供要旨

1）加計享氏報告

〃今後の林業生産技術体系〃特に〃ポット造林〃につ
いて

（1）ポット（ジフィーポット）の現在までの経緯
（2）ポット苗の作り方

用土，肥料管理(特に瀦水設備）
（3）ポット苗の輸送方法

（4）ポット造林の方法

（5）植付時期

ポット造林が始まって日が浅く，まだわからないこと

－31－

'



■一一.__■ﾛロロ___一'一一△ﾛ--■ーー■■■ー】■■■■■■一■■■ー■■■ーー1■■■＝ーーー■■■■■■＝■■■ー一一一ー■■■ーーー■■U■■■■■■■■一一ー■

がずいぶんある。たとえば苗長は何cmのものがよいか，

越冬は，職水施設は，原価の低減には，ポット苗の場合

は1本枯れても鉢の原価が高いだけ問題は大きい。それ

だけにきびしさがある。

しかし今後の労務問題，造林経費の諸問題を考えた場

合，困難な造林を推進するためには，現実に山出しして

よいことは否定できない。ポット造林をさらに研究し，

改善しきびしさに打ち勝つことが今後の林業者ともども

考えることではなかろうか。

2）早稲田収氏報告

〃今後の林業生産技術体系〃について

林業は他の業と名づけられるものとは著しく異なる性

格を持つが，その一つは，林業が公共事業的側面と生産
業としての側面を持つことであろう。

これは森林であるがままでの諸盈の公益的機能と木材

生産機能とを常に果たしてくれるが，土地生産力を永続

的に維持しつつ公益的機能を増進し林業収穫を増大する

にはいくつかの問題を含んでいる。

林業公害，与える公害と受ける公害，木材生産の質か

鐙かの問題，木材需給の見通し，労働生産力の向上，今

後の林業が目ざすべき方向とその施業のありかたもいろ

いろあろうが，総括して相互関係を示すと次のようなも

のではなかろうか。

回ざすべきI]慨

今後の井案のあり方

とるべき施業

一一一謝投斯一

‘

－1二二_(榊騎など）

現在の林業の現実を出発点としてただちに行なうべ

き，また行ないうる具体的な方策について述べると

（1）ただちに皆伐をやめること

（2）二段林→多段林→択伐林へと誘導すること

（3）無理な造林の拡大をやめ，地利・地位級の高い林

地への労務の集中投入

（4）枝打ちの励行，無用な反自然的技術の排除をする

こと

なお，収穫技術というものは育林体系にあわせて

開発されるべきものであることを付言する。

3）赤井竜男氏報告

〃今後の林業生産技術体系〃について，「コトバ」の持

つ意味と基本になるもの

林業は，ある一つの林分についていえば，森林→伐出

→更新→育成→森林というサイクルのパターンを持つ。

その過程において常に目的の木があり地力は保持育成さ

れて閉鎖した森林に導かれる。

したがって経済性とか，公益性というものは林業を営

むことによっておのずから獲得できるものであろう。そ

れは，林業の長期性と永続性のゆえに生ずる大きな特徴

であり，艇業とは同じ土地産業でも根本的に異なる。

艇業技術を模倣した，あるいはこれに接近しようとす

る肥培林業や短伐期育成林業，鉱工業的な皆伐集運材技

術は，林業のもつ本来の姿を失わせているのではなかろ

うか。

「今後」のというのは，これからはどのようなシステ

ムを組めばよいかということであり，それにはまず行な

おうとする業の目的が設定されなければならない。それ
がために，

第1、そのシステムの使命は何か，すなわち果たすべ

き機能は何であるか

第2、それを果たすための理想的シスデムほどのよう

なものか

第3、それは，現実にどうすれば達成されるか

すなわち,林業生産の目的と規模,与えられた地理的，

土地的条件，設備あるいは労働力などのワクの中で，も

っとも効率の高い個為の技術の組立てすなわち手続きを
考えなければならない。

具体的には，生産材はどのようなものを目標とすれば

よいのか,木材の需給構造は急激な変化を来たし,燃材，
電柱材，足場丸太などのほか，構造用材でさえ新建材や

代替材料によっておきかえられ，さらに外材の輸入増
加，パルプ原料としての将来性なども考えると，ともす

れば，林業の未来は灰色に包まれていると思われる。

しかし，〃自然こそ最良の手本である〃理想的なシス

テムは；淡用＝0，労力＝0，効果＝最大ということ

であろうが……◎

林業には徴用や労力を0にできない部分がある。それ

は，伐採，集材，運材などの収穫作業である。それ以外

に擬用を節減できる部分はないであろうか。

理想的な技術体系を与えられた各種の条件の中で実現

させるにほ，いろいろな困難がある。しかし，それに近

づけようとする努力があって初めて技術の進歩があるの

ではなかろうか。

林業でいうなれば，長伐期，大径用材林の目標とか，

天然更新方法という課題を考えて承ても，今後の進むべ

き与えられた目標に近づける問題ではなかろうか。
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人工造林ももちろん重要である。また，股近の新しい
林業技術のすべてを否定するつもりもない。ただ，林業
におけるそれぞれの部分技術は，林業生産の技術体系の
使命に基づいて考えられ，研究され，確立される必要が
あり’林業は少なくとも，そのあるべき姿は変わりよう
がないと信ずるものである。
3．討論要旨

（1）林内更新（択伐）について

早稲田氏の林内更新の場合，下刈り，つる切り等は不
要であるという意見に対して，愛媛大学の金子助教授が
自分自身の実験から，林内更新(群状択伐)をした場合，
1～2mの大苗を植栽しても雑草，潅木が繁茂して下刈
り，つる切り等は必要であり，きたスギ，ヒノキの単木
択伐は非常にむずかしいという反論がなされた。
これに対して早稲田氏は一斉更新の下刈りと林内更新
の下刈りとは非常に違うことは認めるが，林内更新の場
合は稚樹の発育が健全であったという調査結果からも，
下刈りは不要であるという意見が述べられた。また，単
木択伐については現に実行している人もいることであり
むずかしいとは思わないと主張された。これに関して択
伐経営が容易か，困難かということはだれが山林経営を
するかによって決めることであり，われわれは択伐経営
をできる人を育成することが大聯であるという意見が秋
光氏より出された。このほか伐期について，早稲田氏の
長伐期説に対して社会情勢に対応して柔軟性をもった考
え方で進めていく必要があるという意見が出された。
（2）ポット苗について

ポット播種，さし木をやったらどうかという質問に対
して，加計氏は将来はそうなるであろうが，問題は適正
な苗長と,いかに越冬させるかということであり，これ
が解決すればぜひやってみたいということであった。
．③肥培について

肥培に擬成しないという話題提供者の意見に対して，
秋光氏の自然の持つ饗分だけで生育させるよりほある程
度肥料を与えた方がよいのではないかと例をあげての質
問に，赤井氏は’まず第一に林木と肥料について十分に
解明されていない，肥料をやることによってどの部分を
大きくするかということがわかっていない，単に経営面
から考えて下刈費の節減からの施肥ということに対して
肯定する面もないわけでもないが，林業本来の立場から
いえば，天然から与えら･れている栄養，養分をたいせつ
にしながら育てていくのがこれからの林業だと思うとい
う意見であった。早稲田氏は，化学肥料をやるというこ
とは自然をかく乱するということになるわけ.で施肥には
反対である，効果は十分あるとは思われない，施肥をや

る労力があれば金員収穫をあげる面からも枝打ちをやっ
た方がよほどよいという意見であった。
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瀬戸内海が国立公園として風光明媚なのも，内海に点
在する島々 の奇岩とともに，奇形の松が天然の調和を形
成しているためであって，もしこれらの島から松を欠い
てば,それこそ国立公園としての価値も半減されよう。
そして長年，風雪に耐える松の緑が眺望絶景の瀬戸内風
景の中心となり，また絶妙な点景をなしていることを認
あい人はある薑い°

ところで，い蓑，盆栽界は静かなブームといわれる。
盆栽としての松はその豪壮雄偉な天然の姿と同様，数多
い盆栽樹中の王座を占めている。本県における松の盆栽
はまた，古くから東京，阪神方面の愛好家の間でも常に
高く評価されている。

従来盆栽松としての黒松は自然生のものを山から掘り
取って，手入れしたものが販売されていたが，自然生の
ものがほとんど掘りつくされたのと需要が急激に増加し

たため，後には実生によって仕立てられていた。
ここで紹介する錦松は林業という範ちゅうからは若干

縁遠い感じがしないでもないが，松の変種としての品種

の研究や家庭緑化の一助となれぽ幸いである。

もともと錦松は，松の変種で，黒松に限らず赤松にも

できる盆栽松である。しかし，赤松の場合は樹勢が弱く

早く衰弱するので，これを黒松に根つぎしてその成長を

助けていた。そして錦松という名称の由来も，松の樹皮
が錦のような形をしていることからこの名が生まれたの
である。

四国の玄関，高松市の西方およそ5～,9km,予識線鬼
無駅から端岡駈にいたる沿線が，この錦松の本場であ
り，国道11号線もぼぽこの中心部を通っている。昭和
15～16年ごろは旧端岡村だけで10ha以上の耕地に栽培

されていたのであるが，戦争中の食糧増産のため，不要
作物として，作付統制の犠牲となり，何年間も丹糖して
育てあげた珍しい錦松もただ’本の薪として，むなしく
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ね，父君に劣らぬ技術を開発し，父子2代にわたって蕊

く錦松の普及発展に努めた。

話は明治23年ごろにさかのぼる。当時付近の農家の凡
たちの中に，近くの山から自生の黒松で盆栽として格好
のものを掘り取って来て販売していたものがあった。お‘
る人がそれらの黒松の中に，樹皮の著しく変形，発達じ
たものを発見，喜一氏のところへ持ってきたので，同環
は金10円也を奮発して買い取った。人をほこの有利なこ

とを知り，競って山を探し掘り取るようになった。け池
ども当時は，田に松などを栽培する資力のある者はほど
んどなく，相当裕福な者でないとできなかった時代でお1
つたので，ほとんど喜一氏一人が買い取って栽培してい・

た。しかしながら，自然生の錦松は生育中に「ぼける｣,．
すなわち，錦性を失うので，これを防ぐとともに錦松診
増殖するためにいろいろとくふうをこらし，ついに接木・
によって繁殖することに成功した。なお，末沢氏は個人
で錦松50aを栽培していたが，昭和20年6月食糧増産
のため全部抜き払ったことは，末沢氏個人にとっても讃
年の資産の大部を失ったことを意味しており，戦争のた
めとはいいな;蕊ら残念なことであった。

これに対し，鬼無地区の盆栽の起源はさまざまであ
る。すなわち，高松市史によれば「この地の園芸は鬼無
甚三郎・高橋周輔・片岡梅吉などの指導による」として
いるが「明治28年ごろ山根弁吉・多田新蔵らが山野腱自
生する松の樹を盆栽化することを始めた」としている史
料もあり，さらに「文化年間当地の愛好者が山野に自生
する松を掘って鉢植えにしたものを，金刀羅宮に参拝し
た人たちに土産物として売った。指導者は北山太作・神
高・平木氏ら････」と伝えるものもある。いずれにして・
も，盆栽の原木は海岸くりからおもしろい形の木を取っ、
てきて加工したが，現在ではこのような手数をはぶき,、
苗から育てている。

「自然に飢える都会人に剛ミニ・ネイチニア〃を売り‘
込もう」とは，本県金子知事のい率じくもいう言葉であ．
るが，「公害・自然保護への関心が高まっている大都会
では住民が自然を求めている。しかし団地やマンション

では，自由に植木を植えるわけにはいかない。その点盆
栽は，ダンスの上にも置けるし場所もとらない。それに
盆栽は美術工芸品といってもよいほど芸術性が高く，調1
度品にも適している｣，というわけで，こんど本県東京
宿泊所の激地内でも盆栽センターを開設している。
小さな一鉢の盆栽錦松にも，実は，それが長年のきび
しい風雪にたじろぎもしない景観の縮図であることを観
察す乃なら，せっかくの丹精にもっともっと深い関心と
理解があってもよさそうではある。

ﾖ華

2

A色
錦松盆栽60～70年生

竃（かまど）の灰と化してしまったのである。そして，

当時屋敷や畑の隅に点盈とわずかに残される逆境に陥っ
たが，戦後ようやく復興して現在では相当量にのぼり，

稲作転換作物に盆栽を選ぶ人もふえ，錦松などを含めて
年間数億門の売上げをあげているという。

もっとも，戦前の隆盛時の昭和13年から15年ごろに

は多数京浜および京阪神方面に移出し，価格も優秀なも

のは30～40年生のもので1万円にも達する逸品もあり，

普通ものでも20年生くらいのものは平均20円程度で取

引きされ，当時としてはかなりの価格であったわけであ

るが，戦争開始とともに，盆栽を観賞する余裕もなくな

り，さらに終戦になってからも，一時は精神的にも経済

的にも盆栽などを顧み､る者もなくなった。このため栽培

も次第に減少し，新たに養成する者もいなくなり，よう

やく手持ちのものを保続育成している程度であった。し

かし昭和30年代からの経済の高度成長によって人灸の所

得は増大し，盆栽を観賞するゆとりがおとずれたので，

昨今は空前の隆盛をきわめ，国道筋には盆栽センターな

る立看板が並び，高松駅構内でも直売所を設けて旅行者

の目を楽しませているほどである。

それにしても，このような郷土の誇りでもある錦松の

創始者が，末沢喜一氏であることは案外知られていない

のはどうしたことか。ちょうど端岡駅東方およそ100m

の予讃線路の北側で，国道11号筋に白壁に大きく「錦松

元祖末沢翠松園」と書いた旧家が目につくが，これがほ

かならぬ末沢氏の宅である。氏は，漢学者であると同時

に徳望家でもあった。錦松についてもいろいろくふう研

究され，接木や新品種の育成に努めてきた。また決して

私欲に走ることなく技術を公開し，育成した苗木を無償
配布するなど錦松の普及に尽力していたが》昭和6年惜
しまれて死去された。令息稚氏もよき父君の教示を受

け，地元の小学校に奉職するかたわら錦松の研究を重

《
画

轡

『

－34－



e

必

垂

》

多

海外林業紹介

アメリカ人の見たオーストリアの森林

一多目的利用の好モデルー（その2）

3．狩猟管理

オーストリアの各州は狩猟鳥獣の生産・収穫に対して

独自の法規を有している。州狩猟課は狩猟管理者の資格

‘試験を行ない，狩猟免許状の発行，狩猟区域の承認，狩

猟計画の公表，獣肉販売の斡旋，その他の狩猟管理を遂

坤行する。

狩猟鳥獣の所有権は三つのカテゴリーに分けられる：

､(1)国有地や州有地のものは州が所有し，(2)私有地のも

のにあっては,(i)500エーカー以上のものは個人所有

渚に属し,(ii)500エーカー未満のものは部落で共有す

る。

私有または部落有における狩猟梅は州狩猟課に賃貸さ

_れるのが普通である。また5,000～7,500エーカーの狩

狐区域ごとに1人の猟場番人が必要とされている。

ウィーン狩猟保留地(GameReserve)は染約な狩猟

管理のよい実例である。この区域は6,250エーカーで

ユ918年にウィーン市がハプスプルク家から獲得したもの

である。市は現在この区域を主に，狩猟鳥獣の生産と自

然研究のために管理している。この保護区域には高さ
めく・

ﾕ2フィート②石塀を巡らし，動物の侵入・脱出を防いで

‘いる。元来そのI区域はナラ30％，ブナ40％，その他30

％の割合で広葉樹林が占めていたが，その後，森林の

20％が小面積ずつに伐開され，現在そこは牧草や雑草
おお

で被われている。また雑草を駆除して樹木の更新が図ら

れる。狩猟獣の食餌はこの区域固有の植物にはまったく

たよらず，冬季には貯蔵生草(Grasssilage),乾草，

栗，カブラ，無機補充物などが補足される。

森林植生は計画的な伐採方法で維持されている。毎年
約75エーカーの森林がカラマツとブー ﾗの母樹を除いて

皆伐されるが，それは小面積（11/4エーカー以下）ずつ

に広く分散している。それらは樹木更新のため柵をめぐ
らして獣類からの被害を防ぐ。更新が確立したとき母樹

は切られ更新樹木が成長し狩猟に支障なくなったとき柵
は除かれる。

猟場番人ばその区域の動物について，それぞれの数を
熟知している。年☆狩猟される動物の菰類は赤鹿，オオ
ノロシカ，ムフロン羊，ダマシカ，イノシシである。シ
カとムフ誼ンは1区画100頭，イノシシは1区画45頭
保有されており，年々 の収穫率はシカ20％，ムフロン
10％，イノシシ70％だという。

狩猟許可は資格のある狩猟者に年々 発行される。猟場
番人は収穫してよい各動物の種類，数，性，年齢,､形質
を指示する。狩猟者は卜戸フィーとして枝肉だけを盤得
し，その他は保留地の役人によって市場に販売されるO
である。

4．林業試験

オーストリアでは林業試験に漬極的に取り組んでい
る。ウィーンの林業試験場(ForstlicheBundesver-

suchsanstalt)におけるおもな研究部門は育林，遺伝，
施業，樹病・昆虫，野生動物，経済，測樹，蓄積調査，
および土壌である。次にその研究計画の多様性を若干の
実験例で説明しよう。

野生獣害研究では化学的忌避剤と機賊的障壁によるこ
とは森林保護にとって費用力総すぎる結果を示したの
で'罐は森林更新のため動物を林木食害からそらすよ
う特に餌区を設けて試験している。結局，森林官は狩猟
動物のための森林の0.5～1％を餌生産に当てることに
なろう。

育林研究では実験室段階ではあるが，マツの光周性
(photoperiodism)[注〕と光関係が森林更新に応用しうる
ことを強調している。

〔注〕朝夕，四季などによる明暗，日照戯の周期的変化に応
じて生物の行勤が周期的に変化する現象をいう。なお，最
近の報告(Jahresbericht,1970)によれば土壌学的澗査の
完壁を期するため，水分新陳代謝測定(Wasserhaushalts

messungen)を実行し，また調査林分における更新状態を
解明するために光生態学的(Iicht6kolOgishe)測定を実施
している｡

以上とあわせて遺伝的研究がトウヒ(Piceaabea),
マツ(Pinuscembra)および交配ポプラ(Populusspp.）
について進められてし､る。また遺伝学的選抜が光周性に
基づいて広範囲の自然的成長条件のもとでなされてい
る。

狩猟研究は幾つかの機関によって行なわれている。ウ
ィーン狩猟保留地においてはオーストリアで約1,000年
前に根絶した野生馬(E9灘郷s"6a""sL"z(ze"s)fa17
世紀にオーストリアから姿を消した古代野牛(Bos"f
漉睡"j"sZ,""""s)の原種(Z'"α〃zgsfoch)を育成し
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ている。その原種はドイツの種畜飼育者(breeder)か

ら手に入れたものである。結局，それら育樋生物群は野

に放たれることになろう。インスブルックのアルペン動

物園は稀少かつ絶滅の危険にさらされた野生種の収集，

飼育，散布(dissemination)に全力を尽くしている。

ウィーンの生態学研究所は黒嫡(G"Zsgy･"s),黒らい

ちよう（〃γ"γ〃s""",おおらいちよう（九j"℃”0－

“""s),のがん(O"sｵαγdα）を含めて野生生物の生活

環境関係を研究している。ある研究は，若いうち自然条

件のもとで過ごすという習性を期待して，若鳥をまった

く異なる環境になじませることに関して進めている。

インスブルック大学植物学科臓なだれや洪水調節の研

究に活発に従事している。生態学的研究に加えてフアイ

トトロンが水分代謝，栄養欠乏および特殊環境に対する

植物の適応性の研究に使用されている。

なだれや野渓管理の部門は次の研究計画のもとに行な

われている：(1)環境因子と関連しての植物分布，(2)樹

木成長の生理学，(3)土壌および土壌微生物との関係に

おける人工更新，(4)防風林設定の人工的手段。

5．おわり･に－何を学びえたか一

オーストリアが森林の多目的利用の形を実践したのは

アメリカよりやや早い。両国とも森林開拓と無規制な放

牧とが早くから多目的利用の問題点であった。これら乱

用の結果として侵食，洪水およびなだれが今なおオース

1､リアにおける重大な問題になっている。

法体制(legalframework)の相異によって，オース

トリアにおいてはアメリカよりは私有林所有者の活動が

厳格に規制される。オース1,リアでは私有林の伐採，放

牧，狩猟収穫など諸般の計画は州係官がその所有者と協

議して進めている。

多目的利用に関する行政はオーストリアではアメリカ

よりも複雑である，というのはある行政部門は各流域に

対して責任をもち，また他の部門がその他の森林利用活

動を取り締まるという具合であるから。狩猟管理を他の

林地管理活動から分離していることは両国とも同様であ

る。

森林地はオーストリアではアメリカよりも集約に管理

経営されている。作業種(silviculturalsystemS)は手

の!こんだものであり，伐木．造運材の作業は綿密に仕織

まれている。狩猟管理官は動物の過剰生産と収穫を厳格

に規制する。、

両国の経済事情と行政組織があまりにも違いすぎるの‘

でアメリカ人はオーストリア人の経験を直ちに採り入れ

ることができない，とはいえ，しかしわれわれは森林地

の利用がますます強烈になるので，オースl､リアにおけ

る多目的利用のあり方は公共林野利用へのアメリカ人の

強い要望に対して適切な解答となりうるものと信ずる。

三井鼎三
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第23回日本林学会関西支部ならびに日本林業技術協会言
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会場奈良市高畑町奈良教育大学毒：里次のとおり合同大会の開催を予定しております。二,
三 二‘

胃詳制llについては改めて各機関にご通知いたしますシンポジウム課題言i
，』l

■

皇が,研究発表希望者はあらかじめご準備をお願いいた吉野林業について2課題を設けて行なう予定で言＝ －
＝グ’

ヌ‘します。・三す･ b，

二 ＝：
＝ご：
言なお，会員の方多数のご参加を期待しております。二研究発表一

■I
r 睡

曽会期昭和47年10月28日(土〕~29日（日）研究発表申込みの締切りは7月20日,原稿締切り季

i・綴'8日(午赫)合同大会役…厨大会総会，亨は8月20日の予定です。

特別識演（演題，講師未定）大会事務局毫
冒
＝
＝

グ
ー

句

（午後）研究発表会，懇親会奈良市登大路町奈良県林政課内合同大会事務局皇グ
ー
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ぱならないカミキリムシ,スカシバ．

早成樹の重要害虫と生態コウモリガの各類と2，3の重要な
食葉性害虫については，近縁種の区

遠田暢男
別点が図または写真と表で示されて

1971，57頁，220円 いて，実用上たいへんに役にたつ。

本書に取り上げられた種のほとんど日本林業技術協会
は,著者が直接観察したものらしく，

ポプラ，コバノャマハンノキ，モ記述に借りものでないよさがある。
リシマアカシアを加害する食材性害また，現代のような情報氾らん時代
虫16種，食葉性害虫16種，虫えは，専門分野といえども，すべての
い形成害虫1種について，形態と生研究報告に目を通すことはむずかし
活史が要領よくまとめられている。い。本書のような，ある分野の研究
とくに，被害調査に際しては，幼虫をまとめた解説譜は，その意味で
と被害の形態から種を判定しなけれも，便利である。

（お申し込み，お問い合わせは直接発行所にお願いします）
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下記の本についてのご注文は，当協会へ

の

紹倉一

動物の数は何できまるか

伊藤嘉昭・桐谷圭治
句

唾 1971,260頁，380円

NHKブックス

代表的な4種類の動物と昆虫を取

り上げて個体数の変動機構を解説。
1章のネズミとIV章のアメリカシロ

ヒトリは林業家にも有益である。ア

メリカシロヒトリの最重要死亡要因

は多食性捕食者（鳥，アシブーカバ

チ)。これらは密度逆依存的に作用

するが，一方，シロヒトリの繁殖力

は密度増加に伴って逆に減少するの

で，個体数の変動経過は斬新型をと

る,というのはたいへん興味ぶかい6
また，著者は，アメリカシロヒトリ

が森林にはいらないのば，森林では

多食性捕食者の働きが大きいためで

あろうという。しかし，もしそうな

ら，捕食者のあまり働かない若齢ス

テージのシロヒトリがもっと森林の

中で見つかってもよさそうなものだ

が，実際はそのような記録はほとん

どない。哺乳動物の周期的大発生に

ついては極左の学説があるが，ハタ

ネズミの場合はどれも満足できず，

最近でばネズミ自身の自己制御機織

が注目されている。とにかく問題が

複雑で，その解明は一筋繩ではいか

ないという言葉に実感があ富。著者

らば日本人の業績に重点をおいて解

説したというが，林業の大害獣であ

るエゾヤチネズミの研究を取り上げ

て，その問題点を指摘してほしかっ

た。

古諜はとかく売切れになりやすいので》ご注文は，お早目に。お申し込玖に対
し在庫がありましたら，すぐ送付致しますから，それによってご送金下さい。
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名’番

林業と経済

恒統林思想

恒続林思想

林業経営

熱帯林業
pｰ

2

海外旅行の表裏観（うらおも
て）

日本栗品種二関スル研究
の

宮城県有模範林50周年記念誌

木材工業史話木材工莱史話宮

木材商業論宮

図説苗木育成法宮

森林土壌の見わけ方宮
上・下巻2冊

苗木の育て方宮
日本巨樹名木図説天然記念三
物トシテ指定サレタルモノ

本邦産主要針葉樹材の化学的三
性質に依る識別

ヒノキに関する材質の生態的三
調査第1～2報3冊

‐
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■林業試験場研究報告No.240

．農林省林業試験場1971.10B5版251P

本歳告欝は，森林伐採および伐跡地の植被変化が流出

に及ぼす影響（中村秀章）について研究結果をまとめた

もので，内容を目次からふると

I緒言

I試験流域による既往の森林理水試験

1－1試験流域による森林理水試験の方法

I-2各国における森休処理によるおもなる流域試

験

1－3既往のおもなる試験結果

、研究の方法

Ⅲ－1方針と手順

、－2解析における仮定の吟味

Ⅳ資料

Ⅳ－1試験流域の

Ⅳ－2森林植生の

IV-3流出量

概要

経年変化

Ⅳ－4流出因子の説明

IV-5気象

V解析の結果

V－1各流出量の期待値の推定式

V－2処理期間における流出麓の変化

Ⅵ結果の考察

Ⅵ－1流出量の変化と森林値被の変化と対照

Ⅵ－2流出量の変化と気象条件

Ⅵ－3森林伐採ならびに伐跡地の植被変化と流出

Ⅶ総括および結論

（配付先都道府県林試，営林局）

■林業試験場研究報告No.241

農林省林業試験場1971.11B5版139P

本報告の内容

1．カラマツ先枯病に関する研究

保謹樹帯の本病回避効果について

横田俊一，遠藤克昭，松崎清一

2．東北地方国有林苗畑における植物寄生線虫の分布
庄司次男

※ここに紹介する資料は市販されないものです。発行先へ

頒布方を依頼するか,配付先でご覧下さるようお願いいた
します。

3．森林調査に鈴けるプ唇ツトレスサンプリングの

理論的研究大友栄松
（配付先都道府鼎林試，営林局）

画林業試験場研究報告No.242

農林省林業試験場1971.12B5版114P

本報告櫓は

1．エゾマツ人工林における推積腐植の分解と土壌

浸透水の成分に及ぼす石灰・尿素施肥の効果
塩崎正雄，永桶留減

2．fa表とfh表の作成に関する研究
樋渡ミヨ子

3．（研究資料）

プロットサンプリングについての若干の考察

桶渡ミヨ子，大友栄鵬

プロットサソプリングとプロットレスサンプリン

グの精度比較西川匡英，大友栄松
樋渡ミヨ子，神戸喜久

（配付先都道府県林試，営林局）

■林業試験場研究報告No.243

農林省林業試験場1971.1B5版163P

本報告書には

1．1､ドマツかんしゅ病に関する研究

松崎清一，横田俊一

2．木邦主要樹祇の落葉の無機組成
森田禧代子

3．輸入外材の椛造(No71～76)
ベルソブソ，ギソツンガン，メンピサン，マラス，

チソダロ，ブソゴール材木材部組織研究室

4．（研究資料）

人間一機械系から象先集材機の座席の振動と構造
辻隆道，石井邦彦

奥田吉春，小野耕平

（研究資料）

山村地域の観光行動柳次郎
（配付先都道府県林試，営林局）

－38－

丘

』■

＝

‐

P



鰯林業試験場研究報告No.244

農林省林業試験場1972.2B5版208P

本報告書には

1．枝打ちの樹幹成長におよぼす影響（1）（英文）

藤森隆郎，早稲田収

2．材質育種に関する研究第2報

関西地方アカマツ材質育種研究班

3．（研究資料）

ニューギニア，ソロモン産7樹種の性質

木材部，林産化学部

（配付先都道府県林試，営林局）

園林業試験場研究報告No.245

農林省林業試験場1972.3B5版158P

報告書の内容

1．カラマツこぶ苗病の研究

伊藤一雄，小林享夫

林弘子，鳥居賢治

2．建築用材および普通合板需給の訂量的研究

行武潔

3．電算方法による林道網計画法に関する研究(1)

簡単な伐区形状パターンによる集材作業道綱決定

の一方法平賀昌彦

（配付先都道府県林試，営林局）
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〔指漂植物ｼﾘー ズその14〕は,それよりもやや適潤より，すなわち,BB型から；
エゾユズリハ BD(d)型土壌ぐらいまでの立地に出現するようであ；

隊

D"""秒勿ﾉ""z る｡ブナの天然林内には,ブナの芽生以外の稚樹が少；
加"""od""8var. ないのが普通であるが,そのなかでは,この林床型の；
〃z"""ERosENTHALL-zk､!.I"i*-""､､Azrm&,=･,@､_,_､,..~.-;

ところは比較的多い傾向が承られる。砿

Ｕ
ｘ
渕
γ
や
ｒ
、
ケ
、
々
半
々
Ｌ
〃
凶
驚
γ

》 ところは比較的多い傾向が承られる。＃、

＃！,ｳダｲダｻ科,ユズリ,､属の轍緑低木で,北海道，
釘

また温帯（裏日本）のスギ人工林の調査では，エゾミ

;本州嘆羽から剛掴…輿日本側)の,主として鯛＝ズ'ﾊば,ﾋﾒｱｵ毛≦等ﾂパｷ,,ﾙｱ,ドオ；
《帯に分布する。 シ，チゴユリ，ヤマソテツなどとともに，ヒメアオ《

；樹高は'~2mに達し,下部ほ伏生し,枝わかれがキーﾂﾙｱﾘドｵｼ型の組成種として現われていた｡;
：多い。 そしてこの林床型臓，斜面上部'凸形斜面,山頂緩斜＃
；葉憾長さ,0~15cm,全縁で互生し,表面朧滑らか面などのBD(d)型土壌に成立し,スギの40年時樹高《

《

；で光沢があるが，裏面は帯粉白色。上部の蕊腋に総状は11.4～13.1mであった。；
;花序をつけ,楕円形で黒味がかった青色の果実を結いずれにしても,こp植物の多い立地は,スギの造《

林地として良好な成紋を期待することはできない。；
〃

； ぷ。雌雄異株。〃

；属名のDaphniphyllumはdaphne(月桂樹の古名）この仲間にはﾕズﾘﾊ,ﾋﾒﾕズﾘﾊ厳どがあるが,;
;に似た葉,種名のmacrop･dumは長柄の,変種名のいずれも暖地生である｡＝ゾﾕズﾘﾊほﾕズﾘ,､の変；

口
毒

月

の

島･違安率･霊遍多･率，､鐸､参､"‘｡曇りと参…･電熱浜c…吟曇むつ“P&P遥恥ｸ逢鐸bが｡． 〃
少琿が、含令季…●季、づり鐸…0李準笛輯公争起戸や｡むつ牟壼もPC

一

乃伊一ら鐸､参り鐸qb参…ら課､辞むQが池拶Q操、少心少.b歩b迅森b録…鈩尭余鐸赴究ぢら記
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三三＝

しかし開発途上国の自主・独立の意識が昂揚してい三＝

開 発輸入三る今日，かつての帝国主義時代のような掠奪的な開発言
＝

三 三
＝

言「リスクの多い開発輸入に手を出されるよりは，わ輸入は行なわれるべくもありません。そこで開発の方言三
三れわれの石油をお買いになったほうが結局はお得なの式は,資源保有国の利益を十分保証したものしか受け亘
＝

目二

言じゃないですか？」．...世界の石油資源の大部分を抑入れられず，多くは資源保有国側との合弁企業を設立ミ
ー

ニ ＝
言えている国際石油独占資本の役員は皮肉まじりにこうする』。E(JointEnterprise)方式を取っています。言二
言いったそうです。しかし，世界の天然資源があらかた木材の場合も数多くの製紙会社や商社がこの方式の開言
g＝

三 三
三先進国資本の手中にある現在，わが国としては日友膨’発輸入に手をつけています。霞た現地企業への開発協言一三
言大化するエネルギー資源や原料資源の供給をすべて商力のかた‘らで資本・技術等を投入し，生産物を分けあ言＝
冒品輸入に依存していたのでば，まったく先方の言いなうP．S(ProductionShareing)方式，すなわち生産言＝
言りになって安定した産業活動ができなくなるおそれが分与方式もあります。カリマンタン森林開発協力K.g
曽＝

言あります。K.はこの方式をとっておりましたが，いろいろな事冒
＝

＝：

言そこで開発途上国に眠っている天然資源を自らの資情で挫折し，今後は請負開発を行ない，その代償とし言
＝

三

言本と技術を投入して開発し輸入しようとする努力が盛て生産物を受け取るC･S(ConstracterSystem)方言＝：
言

言んに行なわれるようになってきました。木材輸入の面式による再建を図っております。 三
＝
＝二

＝

言 でも例外ではありません。二三＝
＝

訂1,1Ⅷ,川llll''''lliilllilllⅡⅡ111川'Ⅱ1'Ⅲ''1Ⅱ'11ⅡⅡⅡIIIII111IIIIIII1011IIII11111III111IMIIIIII'IIII11111111illlllllllllllllllllltlllIIIIIIIIIIIIII'1ⅡⅡ'ⅡⅡⅡIⅡ'1ⅡⅡ''1ⅡiIⅡⅡ'1'Ⅱ'1Ⅱ'1ⅡIⅡI川'ⅡI1111IIIIlⅡ'''''11Ⅱ'1ⅢII11IIIl11III11ⅡI
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怠憾室I

グ
リ
ー
ン
・
エ
イ
ジ
の
到
来
で
あ
る
と
い
う
人
が
い
る
。
確
か
に
、

森
林
に
対
す
る
人
魚
の
関
心
は
た
か
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、

ま
さ
に
、
グ
リ
ー
ン
・
エ
イ
ジ
の
到
来
で
あ
ろ
う
。

グ
リ
ー
ン
・
エ
イ
ジ
は
、
森
林
を
、
人
間
の
た
め
最
高
に
役
だ
て
る

よ
う
に
す
る
こ
と
を
天
職
と
し
、
そ
の
た
め
の
技
術
を
身
に
つ
け
、
そ

の
技
術
の
効
果
を
最
高
度
に
発
揮
す
べ
く
努
力
し
て
い
る
人
た
ち
が
、

世
間
の
尊
敬
を
受
け
る
時
代
で
あ
る
ｌ
そ
う
あ
る
べ
き
は
ず
で
あ
る
。

グ
リ
ー
ン
・
エ
イ
ジ
で
あ
る
な
ら
ば
、
林
業
技
術
者
は
、
大
い
に
自

信
と
自
負
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

グ
リ
ー
ン
・
エ
イ
ジ
の
に
な
い
手
で
あ
る
林
業
技
術
者
が
、
自
信
を

喪
失
す
る
な
ら
ば
、
グ
リ
ー
ン
・
エ
イ
ジ
は
掛
け
声
だ
け
に
終
わ
っ
て

そ
の
実
像
を
現
出
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

森
林
の
こ
と
な
ら
、
林
業
技
術
者
に
任
せ
て
お
け
と
言
わ
れ
る
の
が

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
ど
う
も
、
そ
う
で
な
い
よ

う
な
雰
囲
気
も
あ
る
の
は
、
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

林
業
関
係
者
の
中
に
、
林
業
技
術
は
技
術
の
範
嶬
に
は
い
ら
な
い
と

い
う
人
た
ち
が
い
る
。

自
ら
、
そ
の
技
術
に
対
す
る
自
信
と
誇
り
を
捨
て
た
の
で
は
、
世
間

が
林
業
技
術
に
信
頼
を
抱
か
な
い
の
も
当
然
で
あ
る
。

林
業
技
術
者
が
、
グ
リ
ー
ン
・
エ
イ
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
世
間
の
尊
敬

、

と
信
頼
を
う
る
た
め
に
は
、
主
ず
林
業
技
術
者
が
お
互
い
に
尊
敬
し
あ

い
信
頼
し
あ
う
よ
う
に
、
自
ら
の
姿
勢
を
正
す
べ
き
で
あ
る
。

林
業
技
術
者
グ
ル
ー
プ
内
部
で
の
、
相
互
尊
敬
と
信
頼
関
係
が
確
立

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
世
間
が
林
業
技
術
者
を
尊
敬
し
信
頼
し
な
い
と

い
う
こ
と
も
、
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
（
Ｍ
・
Ｎ
）

グ
リ
ー
ン
・
エ
イ
ジ
と
林
業
技
術
者

《
｝

腰
》

■
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日本林業技術協会第27回総会(通常)報告

昭和47年5月26日（金）午後1時より東京都千代田区永田町1丁目7番地，全国町村会館

9階ホールにおいて開催。会員8,995名（内委任状提出者8,859名）が出席して盛大に行なわ

れた。総会は蓑輪理事長の挨拶に続いて林野庁長官，林業試験場長，林業団体代表の祝辞のあ

と，第18回林業技術賞受賞者の表彰，第5回林業技術奨励賞受賞者の表彰，第18回林業技術

コンテスト受賞者の表彰，日林協永年勤続者の表彰を終わって総会議事にはいった。

議長に小畠俊吉氏を選び，下記議案について審議し，それぞれ原案のとおり承認可決された。

議事終了後，林業科技術振興所の藤岡光長賞の表彰を行ない午後4時閉会した。

凸

狸

第27回総会(通常）決議公告

昭和47年5月26日開催の本会第27回総会(通常)において次の通り決議されたので，会員

各位に公告します。

昭和47年5月26日

社団法人日本林業技術協会

理事長福森友久

議案

第1号議案 昭和46年度業務報告ならびに収支決算報告の件

原案通り承認可決

昭和47年度事業計画ならびに収支予算の件

原案通り承認可決

昭和47年度借入金の限度領の件

12,000万円とすることを承認可決

役員改選の件

別記のように決定

護輪満夫氏を顧問に推せんの件

緊急動議により本案が上程され蓑輪満夫氏を顧問に椎せんした。

第2号議案季

“
①

第3号議案

夕

第4号議案

第5号議案

昭和46年度業務報告

昭和46年度の諸事業は，会員をはじめ関係各方面の深いご理解とご支援のもとに，順調に

進捗し，総会において承認された事業計画はほぼ完遂することができた。

－41－



昭和46年度収支決算報告書

（1）損益計算書
自
至１ 蹴漉謂湘）

借 方

摘科 金目 要
U

(円）

夕

一般辨莱災

航測塀業挫

53J584,218

186,632,389

■

’
＝

’人
運
件
営
独
徴

99,954,212

31,767,698

売上値引

雑損失

固定資産除却損

減価償却没

引当金勘定繰入

153,025

4,180,919

421,421

11,685,727

9,450,000

一

＆

－

－ 42－

I

還
一

ﾌE 蜜

事 業賛

航測検査費

研究指導費

一般管埋没

その他の費用

草津保養所費

期首棚卸品

当期剰余金

(門）

11,514,554

240,216,607

1,602,718

14,008,200

131,721,910

25,891,092

613,180

8,949,082

12,241,767

合計446,759,110

貸 方

科目｜金額摘要
（門）（門

会費収入13,335,034

事業収入383,650,6961

航測検査収入

研究指導収入

その他収入

●

草津保養所収入

期末棚卸AI1，

68,431,185

315,219,511

1,568,344

793,027

1,397,150

）(門）
13,335,034

383,650,696

18,339,994

19,302,600

3,758,521

755,949

7,616,316

一般事業収入

航測聯業収入

受取利息

雑収入

引当金勘定戻入



(2)貸借対照表

昭和47年3月31日現在
借 方 貸 方

科 目
金

金 額
科 目｜

支払手形

未払金

借入金

長期借入金

前受金

預り金

仮受金

納税引当金

退職給与引当金

価格変動準備金

貸倒引当金

基本財産

通常財産

退職給与積立金

設備充当資金積立金

繰越剰余金

当期剰余金

額

（円）
8,722,044

47,996,238

62,000,000

2,313,169

12,194,369

2,903,805

556,463

3,500,000

10,639,804

300,000

650,000

12,535,344

36,216,128

14,000,000

37,000,000

7,122,987

12,241,767

（円）
1,497,479

53,918,536

540,806

3,314,912

28,000,000

1,800,000

9,612,665

48,964,907

337,500

1,636,000

534,603

180,000

7ｼ616,316

53,850,395

32,877,875

7,933,424

,霊鰡:’

現
普
当
振
定
貸
売
未
受
有
仮
貸
棚
土
器
設
部
敷

金
金
金
金
金
託
金
金
形
券
金
金
品
物
品
備
林
金

通
座
替
期
付

預
預
貯
預
信

も

今

溶

掛

収
取
価

入
手
証

払
付
卸

建

附

地
具

分

合 計
一 計270,892,118270,892,1181

-

合
一

§

( 3)財産目録

昭和47年3月31日現在ー

｜’

額金
１
．
｜

目
一

科
１
１
』
‐

科
目｜

部分林

敷金

一__

合計

支払手形

未払金

短期借入金

長期借入金

前受金

預り金

仮受金

金 額

（円）
6,996,200

11,280,500

（円）
現金1,497,479
普通預金53,918,536
当座預金540,806
振替貯金3,314,912
定期預金28,000,000
貸付信託1,800,000
売掛金9,612,665
未収入金48,964,907
受取手形337,500
有価証券1,636,000
仮払金534,603
貸付金180,000
棚卸品7,616,316
土地建物53,850’395
器具備品32,877,875
,設傭7,933,424

一

●

270,892,118

8,722,044

47,996,238

62,000,000

2,313,169

12,194,369

2,903,805

556,463

■

’

136,686,088｜小 計
一 一

正味資産 134,206,()30

合 計 270,892,118
ー
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“）剰余金処分（案）

1．繰越剰余金

1．当期剰余金

7,122,987円

12,241,767円

計

之を処分すること下記の通り

1．設備充当資金積立金

1．退職給与積立金

1．繰越剰余金

19,364,754円

円
円
円

8,000,000

6,000,000

5,364,754

豆

淳

昭和47年5月26H 一

東京都千代田区六番町7

社団法人日本林業技術協会

理事長福森友久

上記社団法人日本林業技術協会の昭和46年度業務報告，収支決算報告（損益計算書，貸借

対照表，財産目録）について監査の結果，すべて適法かつ正確であることを認めます。

監事筧正二

監事五-I-嵐英一

昭和鞭年度事業計画（案）(別紙3）

事業方針

混沌たる内外の諸情勢は，わが国林業の行方を根底から揺動し，その前途はまことに楽観

を許さ,ないものがある。

われわれ林業技術者は，強固なる団結のもとに，日頃の穂蓄を傾け，総力をあげて今日の

難局を打開し，林業の繁栄とひいては森林の永遠なる保続を目ざして，技術の研さんとその

的確なる実践に精進しなければならない。

今や1万3千余の会員の職能団体としての本会は，わが国内外の諸情勢に対応しつつ，ま

すますその活動を強化し，林業技術者の社会的責務の遂行に資することを基本理念とするも

のである。

よって，昭和灯年度事業は，(1)組織の強化，(2)公益事業の拡充，調査研究ならびにコ

ンサルタント業務（林業一般および環境保全）の推進，(3)航測技術の向上とその普及，新

技術の開発と新分野の開拓，(4)開発途上国への技術協力，(5)情報活動とくに渉外部門の強

化等に重点を指向し，同時に財政基盤充実のため，航測事業を主力とする一般収益事業を引

き続き推進する計画である。

－44－
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昭和47年度予算（案）
－

収 支入

,4,3弱円’
36，190

19．000

83，220

2852300

2，800

出

千円
20，990

42，150

17，200

79，950

268,770

300

10，000

1,500

440,860

会
研
航

費 収

導収

査収

業収

業収

収

入
入
入
入
入
入

還
研
航

我
磯
撒
捜
徴
費
澱
費

兀

究指灘

測検査

般事業

測蝋業

分林

設備品

伽

指
検
事
事

究
測
般
測
の

一

毛

航
そ

航
部
施
予

他

角

淫

合 計 合440,860 計

役員の改選

新役員は下記のように改選した。

役員名簿（50音順）

理事長福森友久

専務理事小田精

常務理事伊藤清三林木育種協会

浦井春雄日本林業土木(株）

遠藤嘉数森林資源総合対策
協議会

神足勝浩大一商店

篠崎哲東京教育大学

園井明正林野弘済会

高見寛水利科学研究所

立石正夫東京都

徳本孝彦日本合板検査会

孕石正久日本林道協会

堀正之日本林業技術協会

森田進山陽国策パルプ(株）

理事飯田四三九住友林業（株）

鵜崎一永高知県淡林部

金子正夫三井物産林業

梶山正之日本林業技術協会

川名明東京農工大学

小滝

小畠

後藤

坂本

鈴木

扇田

谷井

田ノ本

藤本

藤本

丸山

撰田

光本

吉村

吉岡

英
俊
鈴

夫
吉
男
淳
七
二
男
栄
雄
松
正
茂
光
男
蕪

林野弘済会秋田支部

栃木県林務観光部

王子製紙（株）

宮崎県林務部

名古屋大学

東京大学

林業薬剤協会

日本林業技術協会

長野県林務部

北海道林務部

日本林業技術協会

日本大学

岩手県農地林務部

山梨県林務部､

日本林業技術協会

以上34名

太
正
俊

公
・
栄

一

身

政
昌

〃

林業土木施設研究所

王子製紙（株〕

熟五十嵐英

覚正

一
一
一
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第18回林業技術賞および第5回林業技術奨励賞

5月10日審査会を開催し，下記のとおり決定し，表彰

式は5月26日本会第27回総会の席上で行なわれた。
○林業技術賞

「沖縄における森林害虫相の調査研究」

沖縄県林務課国吉清保

「木酢液利用法の開発に関する研究」

九州産業株式会社広崎可也

努ブツ賞

「育苗技術に関する業績」

中江産業株式会社桑名輝男

○林業技術奨励賞

「定山渓製品事業林の施業体系」
札幌営林局定山渓営林署

天然林施業プロジヱクト・チーム

「天然林の生長とその調査法」

北海道庁企画部前崎武人

協会のうごき
、"､～､～Yへ～､～､～ーへ

◎第1回理事会

昭和47年5月26日午前10時より東京都千代田区永田町

全国町村会館9階会議室において開催

出席者20名

委任状提出者9名

計29名

蓑輪理覗長より挨拶ののち，小田専務理事より総会提

出議案について説叫，五十嵐監郡より監査絲果適法かつ

正確であった旨報告。正午閉会。

ザ

６
ケ

◎支部幹事打合会

昭和47年5月27日午前10時より東京都千代田区六番

町,主婦会館会議室において会務運営について協議した。

出席者営林局支部11名

都道府県支部15名

協会木部12名

計38名

ー

第18回林業技術コンテスト

5月25日午前9時から東京営林局会議室で16名の参
加者をえて開催･同日発表終了後審査を行ない次のとお

り入選者を決定し，第27回通常総会の席上において表彰
式を行なった。

C林野庁長官賞

「機械化による新間伐の作業体系第2報」
札幌営林局定山渓営林署山田昭夫

「カラマツ間伐材擬出のための単線循環式軽架線
の2～3の改良について」

長野県林業指導所三村典彦
『集材機用インターホーンの改良」

大阪営林局尾鷲営林署岸本久
○日本林業技術協会賞

「側根切機の開発について」

札幌営林局恵庭営林署渡辺実
「直ざし造林（育林事業)」

大阪営林局津山営林署田川忠男
「傾斜地におけるトラクター集材技術の開発」

熊本営林局都城営林署古市利秋
山之内春実

し林業技術編集委員会ぐ

5月17日（水）本会会議室において開催

出席者：中野達夫，浅川，天田，西口，中野真人，中

村の各委員と，本会から，小田，小幡，八木

沢，福井，橘，寺崎

し森林航測編集委員会q

5月10日（水）本会会議室において開催
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「大気汚染の林木の生育に及ぼす影響に関する

研究」林業試験場大気汚染研究グループ
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「養分バランスに関する森林立地学的研究」

東京農工大学農学部相馬芳篭
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「 三山火事予知一」,ボス，
＝
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二
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I I
拝啓益をご清祥のこととおよろこび申し上げます。協会業務運営につきましては平素からご指
導ご鞭維を賜わりまことにありがたくあつく御礼申し上げます。
さて例年ご愛顧↓､ただいております，当協会考案の「山火事予知ポスター」をよりよいものにい
『たしたき念願から昨年に引続き「下記要領」通り皆を様のご協力を仰ぎたく，ご多忙中恐縮とは
|存じますが,多数ご応募いただきたくお鯛､申し上げます。敬具
昭和47年5月社団法人日本林業技術協会理事長福森友久
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画
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勺
体
阜 1．応募資格

何の制限もありません。ご家族でも，学
生でも，この種の仕事にご理解下さる方
どなたでも結構です。
2．募集〆切期日および送付先
《）〆切期日

昭和47年7月15日
（ﾛ）送付先

東京都千代田区六番町7
日本林業技術協会

電話（261-5281）
3．審査および発表
《）審査員

日本林業技術協会理事長その他
tウ発表方法

入賞者に直接通知するとともに，本協
会会誌「林業技術」に発表

§
4．入賞

入賞者には，賞状および記念品を贈呈
する。

1等2名日本林業技術協会理事長賞
副髄として10,000円程度の
記念品

2等3名同上

副貧として5,000円程度の
記念品

佳作若干名に記念品

5．ボスター作成

入選作品のうち特に優秀なものは，昭
和47年度本協会山火事予知ポスター
として使用する。

6．作品の要領

《）要旨

山林火災予防を国民一般に周知させ，
森林愛護の必要性を強調したもの。但
し未発表の創作に限る。

（にウ用紙の大きさと色彩
大きさB4版縦37cm,横26cmを標
準とし，たてがきとする。
＠色彩7色以内。（油彩，水彩，クレ
ヨン，何でも可）

＠予知紙を入れる窓(8cm×8cm)を
必ず作ること。

＠山火事予知標示色（明るい紫味青，
にぶ青味紫,､灰味赤紫，にぶ赤紫）
の4色は必ず使用のこと。
＠山火事危険全国推移図もとり入れる
こと。

け標語（山火事予防）について文語口
語，長さも自由。但し，山火事予防，
森林愛謹を強調した適切なもの。
㈲作品の裏面にも住所，氏名を必ず明記
のこと。

7．その他

《）図案，標語必ずしも一緒でなくても
結総です。

（印応募作品ば一切返還し誉せん。
例入選作品の著作権はすべて日本林業技
術協会に帰属する。

＝

口
作品（例）（昭和46年ポスター）

事蛎止
群くぜ慨火事そだてよ縁どり

一

ぐ
ぐ
“
“
画
エ
ロ
ロ
画
〆
４
を

山

鏡准角

塾
銅
．
趣
琿
秤

＆
句
ｑ
ｔ
■
Ｌ

８
６
Ｆ
‐
９
２

輯
哩
輪
。
。

口
■
茸
、

８
１
■
。

垂
－
１
一
室

－

-毎

亜
曙

謝揚

獅勿､"""物〃"”""""､”勿勿妨物勿鰯#""〃"悌"〃"”物””勿鰡"〃､"""4”〃"〃”""物､"〃”""〃”z"診〃””""〃 "､物”ｼf″f""""""､"f"…”’〃"ｸ〃"4"f 〃



嘩廻､虞”＝雲垂劉零冬甦･識tF･蓉牽守墾･戟曇笠垂一翫.掴漉罰“ﾛ ■印■凶一・J望垂生一乎一…華切万零騨=＝一再.｡甲呉一軍一一…｜阻鈩､垂臨唖磁露j~且_具』■当

１
１

国
有
林
と
地
域
経
済
’
四
国
の
国
有
林
Ｉ

図
説
造
林
技
術
造
林
技
術
研
究
会
編
鑿
鍬
擦
価
千
円

一

林
野
庁
の
造
林
関
係
技
術
表
が
、
飛
躍
的
に
発
展
し
て
き
て
い
る
造
林
技
術
を
、
誰

も
が
容
易
に
と
り
入
れ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
に
つ
い
て
研
究
会
を
設

け
検
討
の
結
果
、
各
個
別
技
術
全
般
に
わ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
点
を
写
真
や
図

を
も
っ
て
平
易
に
、
し
か
も
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
解
説
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

図
と
写
真
で
学
ぶ
作
業
の
や
り
方
ス
リ
ー
ェ
ム研
究
会
編

高
密
路
網
の
考
え
方
と
実
際
ス
リ
ー
ェ
ム研
究
会
編

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

図
解
に
よ
る
伐
木
造
伐
作
業
法
紳
撫
ル
鰍
曲
膨
隣

朧
測
軸
恥
鯵
尹
藁
州
熱
怖
職
》

造
林
技
術
の
実
行
と
成
果
造
林
技
術
編
纂
会
編

入
会
林
野
近
代
化
法
の
解
説
癩
嘩
幟
趣
編
著

１
１
１
１

カ
ラ
マ
ツ
材
の
需
給
構
造
鱸
釧
大
澤
檸
無
蝿
塞

１
１

担
当
区
主
任
の

こ
れ
か
ら
の
事
務
を
考
え
る

Ｉ
私
た
ち
の
仕
事
と
電
子
計
算
機
Ｉ

林
業
立
木
幹

駕
篭
霊
織
雛
織
議
鱸

鑑
森
巌
夫
著
現
代
の
山
村
・
林
業
問
題
／
価
捌
円

業
隅
田
達
人
署
林
業
労
働
の
特
性
を
衝
く
／
価
捌
円

林■
ｌ
国
有
林
野
事
業
の
出
来
高
制
と
生
産
性
の
検
討
Ｉ

本
書
は
、
国
有
林
と
地
域
経
済
の
四
国
編
で
、
四
国
の
国
有
林
が

る
経
済
に
ど
の
よ
う
な
位
澄
を
占
め
、
ま
た
そ
の
発
展
に
ど
う
対

い
て
の
方
向
づ
け
を
明
ら
か
に
し
た
譜
で
あ
る
。

本
書
は
、
い
わ
ば
カ
ラ
マ
ツ
材
が
直
面
し
て
い
る
需
要
開
拓
へ
の
ガ
イ
ド
・
フ
ッ
ク
で

あ
り
、
ま
た
行
政
指
導
に
は
生
き
た
手
引
と
も
い
う
べ
き
書
で
あ
る
。

八
日
本
林
業
経
営
者
協
会
長
徳
川
宗
敬
推
薦
書
ｖ

園
好
評
図
書
の
選
定
案
内
囮

経

材

営
論
大
金
永
治
署

１
１

積
表
林
野
庁
計
画
課
編
一

ｉ
ｌ

一
年
林
野
庁
業
務
課
監
修
Ｂ
娠
判

へ
る
林
業
技
術
研
究
会
編
新
噛
釧
浮
円

Ｉ

高
知
営
林
局

林
政
研
究
会
編

ー

|綱：
A

価五
判

Ａ
五
判
加
頁

価
一
、
○
○
○

が
そ
の
地
域
に
お

対
応
す
べ
き
か
に

Ａ
五
判
剛
頁

価
六
五
○
円

Ａ
五
判
鰯
頁

価
三
五
○
円

価
三
五
○
円

価
三
○
○
円

Ｂ
娠
判
細
碩
○
円

Ａ
五
判
加
頁

価
一
、
二
○
○
円

価臭価金’東京都新宿区

市谷本村町28
ホワイトビル

日本林業調査会
電話(269)3911番
振替東京98120番

九淵|壹淵
Ｉ
加
頁
、
○
○
○
円

心
域
に
お
け

へ
き
か
に
つ

加
頁
六
五
○
円 ’○頁○頁

○○
円円

‐一旦F--..と…9~鐸淑麓垂一m~幸一私訳吋幽0~■画や…一－=－－－41甲
。 輯配一・EImrｰ…側呵呂応醒■~画一

lllllllllllMIIil11llll1'llllllil,,,,lllllllllh,','IIIIIIIIIIInlll図書類目録
単行本

IMD乱---.-011底

'｡｡uIⅡU11DU＝
＝
ニー
ー

ー
ー
ー

一

三
＝

＝
、＝

麹寺
＝＝
ー

＝
＝

〃二
三
一
一

〃 三
一

＝＝

〃三
＝
一

〃.＝
：＝

〃＝
ニー
ー

ー
ー

〃 三
一

三

〃ニ
ー

ニー
ニ＝

〃言
：＝
一

＝

二目

〃三
：＝

〃三
一

＝

〃三
一

〃言
＝

〃二

三
一

〃三

〃三

三
一

〃＝
一

三
一

〃言
：＝
一
一

〃 薑
ー
一

三
一

＝
ー

'11,,1Ⅱ1111Ⅱ11モ

(昭和47年6月)!'''il,,,,i,ll''''''il1',,,,'lll'''i''u''''''ill''''''l11'''''1l''''''ll''''''l='II1ⅡⅡ'lllillllllllllll111MIII

＝

三日林協編
＝

三日林協編

三林野庁監修
三林野庁監修
三三井嗣郎
薑芝田博
言鳥居秀一

言西沢正久
菫川端幸義

与蜂屋欣二
＝

壹日林協編
＝

＝ 〃

冒只木良也
三依田和弐
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三 〃
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シリーズ－わかりやすい林業研究解説

ﾖ林協編私たちの森林500〒共24_上田実林業用架空索の設計法］晶曇
円〒円

寺崎康正
ヨ林協編林業百科事典8，500実践28小坂淳一スギ人工林施業の要点1701
味野庁監修図説森林計画と森林調査1,200〃 金磯太郎
隊野庁監修森林航測ハンドブック2,000〃31池田真次郎森林と野生鳥獣170’
三井嗣郎32野村勇木材需給の動向と問題点180’
琶田博森林法解説450〃35中村英碩機械作業の盲点発掘170’
鳥居秀一36高木唯夫土地利用と地域林業170

46年度37山井良三郎椛造材料としての木材
西沢正久林業技術者のための一外材を含めて一’70600"

ヨ8鰕房箪鍼総務舞鶴］70川端幸義コンピューター知識

簿屋欣二森林の生態的見方300〃
39播本与良林地生産力の維持，増進170

日棒協編蕊林業語嬢’’200－40前国禎二林床植議熱の判定230
航空写真測鐙テキスト〃450実数41松井光瑞造林地の雪の害170

只木良也林分密度管理の基礎と応用350〃42須藤彰司南洋材の種類と特徴200

空中写真簡易測瞳法’5。〃：:鵠暢講繍譲灘蕊謡
依田和夫現場林業技術者のための

林野庁監修林業技術事例集嘩I編）850〃45原田洗林木の成長および
養分吸収と施肥一 伐木集運材編一220

同（第Ⅲ編）〃900〃46雨宮昭二木材の防腐・防虫処理250

日林協編森瞬瀧碓’蕊辮47山本蕊『墨ﾂ人工林の成長と，50
48難鯛し臘鶴寵蕊息び’5･

について450〃

〃 第1I報スギ人工林の物質生産
について450〃49村井宏混牧林施業と林地保全250

1l'''''ill,','1'lll'l'''1東京都千代田区六番町7II11In'i'111,,i,1,1li'''''ln,,,,,1ll'''''''il,i,1,,ll'|Ⅷ課日本林業技術協会IIIII1IIIIIIIIIIII'III
電話（261局）5281(代表)～5（振替・東京60448番）
・郵便番号102取引銀行三菱銀行麹町支店
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薪|森林計測学
新しい造林の研究と実際技術に役立つ活用事典

蝋難雛坂口勝美･“珂織ﾄド“伊藤満三両氏監修
東大教授佐藤大七郎博士,他各専攻家55名共著訂正第4版

造林ハンドブック雛柵蕊雛
木書はわが図における主要逝林樹極のスギ・ヒノキ・ア
ヵマッ・クロマッ・ニゾマッ・カラマツ・トド･マツを主

として，下肥の頂目にわたり，タネから収硬までの一貫

した林業生産技術と経営上のすべてに亘り，斯逝の各専
攻楢戚が多年の研究に内外の新らし､,研究成果を織り込
暴，これを韮礎知識縞と突藤綱とに関連的に綱築明記し
てありますから,単に造林家ばかりでなく,広く林業の技
術家,指導家,牧育家・大学程庇の学修家の必伽油jll宝典。

”締立大敦挽大隈真一博士･111"|大”北村昌美椰士

1＃州大毅佼菅原聰博士，他3助教授共薪

A5上製｡.420ri･側刷版定価1700円．避料”門

従来の測樹学に通新の計測技術を導入した画期的嫌作

本欝の序に「森林lil測学と↓･う獅御生全く新しも､もので

ある。著者らはこの所し､､名称のもとに，従来の測側学

からの脱皮と森林を対醗とする#|･測技術の新し↓､体系化

を独ぷた」と。すなわ､ら下記の要目にわたり林業の近代

化を目指して．これから斯通を進む大学学生および一般

の休莱技術窯を対欺に平島かつ適砿に詳述された新馨。

緒論(概念.範囲と分け方,小史,記号,戯とI'li位,精度その

他)‘1樹木の測定(概悦,仲形,伐採木の測定,立木のⅢﾘ定，

&'木の生憂丑の測定.樹木の垂猛の推定)，2林分の計測
(慨戊,林地面涜の測定‘毎木調査lこよる林分材稜の推定．

爆鵡地又は標本地腱よる材積の推定･プロットレスサン

プリングによる推定･航空写真による推定,林分亜趾の推‘

定),林分生長量の推定と予測),3大面劉の森林蓄積の調査

(概脱‘航空写真の応川,傑本調壷挺.!:る森林蓄蔵の推定）

付録＝森林計測のための統計的基礎，関係付表，索引へ

I

I

林業経営計業 算学
脚取大学助職撹栗村哲象薪（新しい林価算法較利学）
八5上勲畑頁.園30駁定価1500円.避創|90IV

木謹は,従来の林価算法校利学を倣底的に批判恢取し,近
年急速に発展しつつある会計学，特に樒理会叶諭を参考

とし,新しく林業笹理会計翻を体系化した新耕で,細な1

総織，2林梁個別符理会叶紬(林業資産評論鋤,林業投資
決定麓，3林業総合管理金脈にわかちて娩明すると共に

殊iこ頚書になL,林価算法と一般の不動産評価法との関係

を明かにし,童た,一六問題と解答を掲げて詳述してあり

林業家,学生,技術家は勿論,農業経営研究家の必読密。

◆

罷行蕊認識欝繍[3測蕊養寳堂
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・
迷
信
・
科
学
／
幸
福
／
読
書
／
ほ
か
一
八
項
目

あ
る
林
業
役
人
の

社
会
管
見

松
下
規
矩
署
Ｂ
６
判
・
２
５
０
Ｐ
・
￥
８
０
０
．
〒
１
１
０

主
な
内
容
野
鳥
を
食
べ
る
／
事
務
簡
素
化
／
利
己
主
義
礼
談
／

椛
威
主
義
を
蝋
う
／
人
つ
く
り
と
森
林
／
メ
ク
ラ
判
礼
縦
／
小
さ

な
親
切
巡
勤
／
後
進
県
／
辺
地
閥
魑
／
一
本
の
樹
の
巡
命
／
技
術

と
し
て
の
遊
徳
／
制
服
の
中
の
個
性
／
ほ
か
一
三
項
目

大
島
卓
司
箸
新
書
判
・
２
１
０
Ｐ
・
￥
５
０
０
．
〒
８
０

主
な
内
容
日
本
林
業
へ
の
疑
問
／
林
業
政
策
へ
の
疑
問
／
自
然

保
謹
と
林
業
／
日
本
林
業
へ
の
提
言
／
国
有
林
を
ど
う
す
る
か
／

林
業
公
務
仇
へ
の
提
言
／
海
外
貸
源
の
附
発

都
市
林
離
壗
撫
，

主
な
内
容
滅
び
ゆ
く
都
市
林
都
市
林
の
つ
い
え
ゆ
く
姿
／
都

市
林
糞
減
の
婆
都
市
林
の
公
益
的
効
用
〃
ゑ
ど
り
〃
の
環
境
と

し
て
の
効
川
／
郁
市
林
の
環
境
保
全
的
効
川
内
外
の
都
市
林
の

成
立
と
動
向
日
本
の
都
市
林
／
外
国
の
都
市
林
都
市
林
展
開

上
の
課
題
制
度
上
の
諸
問
題
／
計
画
上
の
諸
問
題
／
都
市
林
の

造
成
管
理
技
術
の
あ
り
方

日
本
林
業
へ
の
提
言
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米国マツカラー社日本総代理店
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與林靴と興林革軍手
山で働く人の足と手の災害防止に／

形もよく丈夫で価格も安い

革は上髄ボックス
（送料込染）一幸“4をz垂八qlP→F萱

ご注文の姉は匝顛とサイズ（文欺）をはっきり狂讐き

下さい。尚ご注文品にキズが7『ったり足に合わなかっ
た川合はお取祷致しま-ケ

底は符樋合成ゴム底

革軍手￥25(）No.3半艮靴Y3,200

オートバイ川に好適
N(1|.2網上靴¥2.700
職山，山林踏査に好適

No.1短¥lt¥2,500

珊勤，作業北lⅡ
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百
三
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円
送
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門

N(D.4長掘上W上(細上スパッツ)N0,5脚絆付捌,_l二枕〔捌上バソド付）
山林踏迩オートバイ用¥3,200山林踏査，オーl･パイ用¥3,200

社団法人日本林業技術協会
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底の棡造

『量1


	表1

	表2

	表2対向

	1972年6月号目次

	論壇_技術教育と大学

	港湾緑化と造林技術

	森林土壌についての知識の向上と研究の動向

	病虫害からみた自然_6樹脂をもつ木ともたない木

	林語録_6腰痛記

	樹種別造林技術総覧_6スギ(その1)

	会員の広場_公害防止関係法と森林緑地

	会員の広場_今後の林業生産技術体系について

	会員の広場_錦松の今昔

	海外林業紹介

	本の紹介_動物の数は何できまるか／早成樹の需要害虫と生態

	ぎじゅつ情報

	どうらん_エゾユズリハ

	現代用語ノート_開発輸入／こだま_グリーンエイジと林業技術者

	第27回総会(通常)報告

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


